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研究論文 

NPO によるスギ・ヒノキ人工林の群状複層林施業におけるヤマザ

クラ・コナラの 11 年の成長 
~福岡県八女市黒木町における NPO 法人山村塾による粗放的な管理活動を事例として~ 
Eleven-year growth of Cerasus jamsasakura and Quercus serrata in the group selection openings 

of Cryptomeria japonica and Chamaecyparis obtusa plantation by NPO 
A case study of the rough management activities of Sanson-Jyuku, a non-profit organization in Kuroki Town, Yame City, 

  
      朝廣和夫 1  

ASAHIRO Kazuo  

 

Abstract 
The purpose of this study was to study the difference in 
growth between planted Cerasus jamasakura and 
Quercus serrata in the eleven plots where had 15m 
square the group selection openings of Cryptomeria 
japonica and Chamaecyparis obtusa, established by 
nonprofit organization from 2007 to2010 in Kuroki 
Town, Yame City, Fukuoka Prefecture. For 
post-planting management, it was decided that under-
brush would be cut only around the planted trees in 
order to increase biodiversity and competition among 
different species. Tree height measurement and vegeta-
tion surveys were conducted from 2007 to 2018. As a 
result, it was confirmed that the planted Cerasus ja-
masakura could grow to 857~1,017 cm in 11 years 
through interspecific competition with the pioneer spe-
cies. The average annual tree height growth was 64 cm. 
On the other hand, it was confirmed that the growth of 
Quercus serrata was significantly inhibited by the 
shade of the surrounding artificial forest of Cryptomer-
ia japonica, Chamaecyparis obtusa and other plants in 
the study area. The height of the trees was only 
276~417 cm in the 10th and 11th year at the upper site 
of the study area. It was concluded that the growth of 
Quercus serrata was unsuitable under these conditions. 

1. はじめに 

森林・林業白書 1) によると我が国の人工林は終戦直後

や高度経済成長期に伐採跡地に造林されたものが多く，

その半数が一般的な主伐期である 50 年生を超え，本格

的な利用期を迎えている。人工林の主要樹種の面積構成

比は，スギが 44％，ヒノキが 25％，カラマツが 10％，

マツ類が 8％，トドマツが 8％，そして，広葉樹はわず

かに 3%である。これらの森林は，樹冠による降水の遮

断，下草や低木による雨水などによる土壌浸食の防止，

その土壌による水源の涵養，多様な樹種の生息による生

物多様性の保全や木材，食料の生産，地域における森林

における営みに基づく伝統文化の保全や産業の振興，そ

して，これらの総体がもたらす景観の保全，快適環境の

形成，レクリエーションや環境学習など多岐にわたる役

割を担っている。政府は「森林・林業基本法」に基づき，

森林及び林業に関する施策の総合的かつ計画的な推進を

図るため「森林・林業基本計画」を策定し，概ね 5 年毎

に見直している。2016 年に変更された計画では，本格的

な利用期を迎えた森林資源を活かし，CLT (Cross 
Laminated Timber) *1)や耐火部材等の開発・普及による

新たな木材需要の創出と，主伐と再造林対策の強化等，

適正な森林サイクルの構築に資する取り組みを「林産物

の供給及び利用」に関する目標として設定している。ま

た，同計画では「森林の有する多面的機能の発揮」をも

う一つの柱として掲げている。急斜面の森林または林

地生産力の低い育成単層林等については，公益的機能の

一層の発揮を図るため，自然条件等を踏まえつつ育成複

層林への誘導を推進することとしている。育成複層林と

（※掲載決定後に編集ＷＧで記載） 
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は「森林を構成する林木をᢥ伐等により伐採し，複数の

樹冠層を構成する森林として人Ⅽにより成❧さࡏ⥔ᣢさ

れる森林」とされている 2)。ල体的には，単木状の伐採

やࡈくᑠ面積の群状伐採，そして，ᖏ状や群状伐採によ

るࣔザイク施業などがある。森林・林業基本計画では，

ᣦྥする森林の状ែとして，全森林面積 2,510  ha の

うࡕ 680  ha㸦27％㸧を設定している。しかしながら，

育成単層林から育成複層林への誘導は，市町村森林ᩚഛ

計画において398ha㸦16%㸧の設定にとどまり，2015年
の⌧ἣとして 100  ha，2035 年の目標も 200  ha と

いう状ἣである。 2015 年 9 ᭶の林政ᑂ㆟の資料 2)に

よれࡤ，「複層林施業は，≉に単木状やࡈくᑠ面積の群状

伐採によるሙ合には，ୖ層木のᐦ度管理や下層木をയつ

けない伐ಽ・ᦙ出等，高度なᢏ⾡をᚲ要とする」とされ，

ᐇ施は低に止まっている状ἣとされ，誘導を図ること

が㔜要とᣦされている。 
この複層林施業の経⦋を᪤ 文⊩等からḟのようにᢕ

ᥱした。Cinii で「複層林」というキー࣡ードで᳨⣴す

ると，1934㸦和 9㸧年 9 ᭶ 21 ᪥のᐊᡞྎ㢼における

森林⿕ᐖをሗ࿌した㜰営林ᒁの福⏣・๓ඖ 3) の文⊩が

ある。ி㒔・和ḷ山・㈡地᪉の森林に⃭ᐖをຍえ，例年

の一般⿕ᐖの 18 ಸとᣦされている。⿕ᐖは⪁㱋木，

ᚄ木，そして㔪葉樹単⣧林ど⿕ᐖが多く，広葉樹の

⿕ᐖ⋡は㔪葉樹の⣙ 1/2 であり，広葉樹のΰṌ合いが

30％௨ୖであれࡤ㔪葉樹単⣧林のሙ合よりも⿕ᐖはそ

の⣙ 1/7 ௨下にῶᑡしたという。「⿕ᐖの発生しやすいᑿ

᰿➽及び㠡部等にはᖜဨ 30㹼40m の防㢼樹ᖏをつくり，

広葉樹のΰṌ合い多き␗㱋複層林とし」，とされ，複層

林のᚲ要性がᣦされている。その後，1970㹼1980 年

௦にかけて，人工林における複層林施業の◊✲が⾜われ，

その多くは㔪葉樹単層林における㛫伐・ᑠ面積ⓙ伐した

✵㛫に㔪葉樹を᳜᱂するものであった。一᪉，このよう

な㔪葉樹林に広葉樹やカマツが㝵層的に␗種ΰした

複層林に関する◊✲ 4)もᏑᅾし，㢼⮴的観Ⅼから群状も

しくはᖏ状ᢥ伐法による更新が㆟ㄽされている。 
このような୰，1993 年に林㔝ᗇは「環境林のᩚഛと保

全」5)を出∧した。環境林とは「生活ሙᡤに㌟㏆な森林

で，様ࠎな生活環境保全にᐤしながら≉に保ఇ養ま

たは保文化機能にᐤすることを目的とする森林であ

り，㹼」とされ地域ఫẸや㒔市ఫẸのレクリエーション

のሙを目的とした森林であると定⩏されている。本書に

おける㔛山林のレクリエーション利用については㔜ᯇに

よりᇳ➹されている。㔪葉樹人工林の環境林としての複

層林施業については⸨森㝯㑻がᇳ➹している。単木状の

㛫伐後の下木の᳜᱂は耐㝜性のある㔪葉樹種であり，㝧

性であるサクラやカンࣂはྍ能とされている。㝧性の

樹種を更新するにはある⛬度の広さの✵㛫をᚓることが

ᚲ要で，それを群状複層林とࢇでいる。その✵㛫があ

まりにきすࡂるとⓙ伐更新ということになり，群状複

層林とるのは一㎶または直ᚄが࿘㎶の高木の樹高か

それよりもᑡしきい⛬度までとみるのがጇᙜであると

㏙ている。ేࡏてᖏ状複層林も⤂されている。群状

複層林施業の利Ⅼはୖ木の伐出がしやすいこと。ග環境

がⰋいので᳜᱂木の成長がⰋいことである。一᪉，㞧草

木の⦾ⱱはⓙ伐のሙ合に㏆くなるので，下สりస業は多

くなるとされている。 
このような⪃え᪉に基づき㔪葉樹と広葉樹を用いた複

層林に関する◊✲は，1990 年௦௨降，数はᑡないものの

推進されている。ྜྷ 㔝・๓⏣は 2006 年に強度に㛫伐㸦本

数⋡ 55.5％㸧したスギ林ෆにࣈナ，ࢬ࣑ナラ，ヤマザク

ラ，ࢣヤキⱑ木を᳜᱂し，9 年㛫の下木の生Ꮡ⋡と成長

㔞をሗ࿌ 6)している。ᙜึの┦対↷度は 40％⛬度であり

9 年後には 14%に低下した。ᯤṚ⋡はࢬ࣑ナラが高く，

ఙ長成長が急⃭に低下したのは，ࢬ࣑ナラとヤマザクラ

であった。一᪉，ࢣヤキ，ࣈナは成長㔞がῶᑡࡏず，ヨ

㦂開ጞ 9 年後の樹高は 2.5㹫௨ୖを♧したとሗ࿌してお

り，┬力的に㔪広ΰ林や広葉樹林が造成できるྍ能性

を㏙ている。ᩪ ⸨ら 7)は新₲県村ୖ市において 2003年

に 46 年生のスギ人工林をᮾす᪉ྥにᖜ 10㹫でᖏ状に伐

採し 2m 㛫㝸でࢣヤキを᳜᱂している。2014 年のሗ࿌で

は，ࢣヤキの樹高と⬚高直ᚄは伐採ᖏの୰ኸからഃの

ග環境のⰋい᳜᱂ิできくなるഴྥがあったと㏙て

いる。また，ఀ⸨ 8)，山ᕝら 9)は林㱋の␗なる伐༊を設

けることによる林ศ全体の種多様度および構造の複㞧性

を⥔ᣢするຠᯝについて㏙ている。2015 年には⸨ᇽ

ら 10)がᐇ施したヒノキ林を対㇟に一㎶の長さがᖹᆒ樹

高の 1.5 ಸの᪉形༊であるⓙ伐地にコナラ，クリ，ヤマ

ザクラを᳜᱂し 2 年後の成長状ἣに関するሗ࿌がある。

しかしながら広葉樹に関する◊✲事例はᮍࡔᑡない状ἣ

である。 
林㔝ᗇの森林資源に関する基本計画の目標としてึめ

て複層林が目標として掲げられたのは 1987 年である。

ᙜで 8  ha が⌧Ꮡし，2012 年の目標は 107  ha で

あった。先にグ㏙した 2015 年の⌧ἣが 100  ha であ
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るから，ᙜの計画はࡰ㡰ᙜにᐇ施されている。その

多くは㔪葉樹を用いた施業であった。2019 年の森林・林

業白書において，森林の多面的機能⛣の発揮がồめられ

ている自然的条件に↷らして林業経営に適さない人工林

は，管理コストの低い㔪広ΰ林等への誘導がồめられ

ている 1)。目標に対する進ᤖが止まっているのは，◊✲

の㐜れによりᢏ⾡的ㄢ㢟がゎỴされていないことにຍえ，

広葉樹を᳜林する林業および地域産業としての動機づけ

が༑ศにᚓられていないことも定される。 
ḟに，複層林施業と市Ẹㄆ㆑，市Ẹ活動についてཧ⪃

文⊩よりᩚ理を⾜う。ࣇライࣈルク市の事例◊✲ 11) で

は，森林利用⪅の林業観について景観保全へのព㆑け

を高めるຠᯝが期ᚅできるとሗ࿌されている。ドイツで

はᑠ面積ⓙ伐やΰ林造成ᢥ伐が多く㑅ᢥされており，

木を伐ることに⫯定的なែ度を᪥本より有しているとい

うのである。一᪉，᪥本の森林利用⪅の多くは面積ⓙ

伐స業のイ࣓ーࢪをᣢっているとᣦされている。㏆年，

᪥本では森林・林業基本計画に掲げられている「森林の

有する多面的機能の発揮」の目標があり，つᶍ伐採地

を見ることはᑡなくなり林業に対するイ࣓ーࢪも変化し

つつあると定される。しかしながら，国ෆにおいて育

成複層林のㄆ㆑や༳㇟ホ౯に関する◊✲はᮍࡔ⾜われて

いない。我が国における，より一層のᑠ面積ⓙ伐，ΰ

林造成ᢥ伐をྵࡴ育成複層林の推進は，国Ẹの森林への

イ࣓ーࢪを変えるྍ能性があると定される。森林環境

⛯が県・国レ࣋ルで導ධされており，後，一層，市Ẹ

の関わることのできる森づくりの᳨ウがồめられるであ

 。うࢁ
一᪉，森づくりを⾜う NPO は広葉樹に関する取り組

みが多い。林㔝ᗇは 2003㹼2012 年までに 4 ᅇ，森林づ

くり活動についてのᐇែㄪᰝをᐇ施している。2012 年の

ㄪᰝ 12)は 3,060ᅋ体のうࡕ 980ᅋ体を↓సⅭᢳ出し 543
ᅋ体㸦ᅇ⋡ 55％㸧のᅇ⟅をᚓている。活動している森

林は 421 ᅋ体のうࡕ，ኳ然林 123 ᅋ体㸦31％㸧，人工林

㔪葉樹 75 ᅋ体㸦18％㸧，人工林広葉樹林 37 ᅋ体㸦9％㸧，

そして人工林ΰ林 69 ᅋ体㸦16％㸧と，広葉樹のྵま

れる森林は 229 ᅋ体㸦56％㸧を༨めた。人工林㔪葉樹

の 18％と比，変，多いとゝえる。᳜ えけた᳜᱂樹種

について 273 ᅋ体୰，広葉樹⣔で多い㡰では，サクラ

類 105 ᅋ体㸦38％㸧，コナラ 69 ᅋ体㸦25％㸧，そしてク

，ギ63ᅋ体㸦23％㸧。㔪葉樹⣔では，マツ50ᅋ体㸦18％㸧ࢾ

スギ 11 ᅋ体㸦4％㸧，そして，ヒノキ 9 ᅋ体㸦3％㸧であ

った。なお，森林・林業白書 1) によると森林づくり活動

をᐇ施しているᅋ体はቑຍഴྥにあり，ᖹ成 30㸦2018㸧年
度は 3,303 ᅋ体であり，ྛ ᅋ体の活動目的は，「㔛山林等

㌟㏆な森林のᩚഛ・保全」や「森林環境ᩍ育」をあげる

ᅋ体が多いとされている。これらの取組みは，1950 年に

⤖成された国土⥳化推進ጤဨが開ጞした「⥳の⩚᰿」

ເ㔠㐠動による国Ẹཧຍの森づくり活動のᒎ開，および，

2003 年に高▱県が全国にさきがけて森林環境⛯を導ධ

し，ྛ県も導ධが進み，県Ẹの主体的な森林活動へのᨭ

が⾜われている。 
NPO による群状㛫伐の取組事例は業の森づくり活

動ではあるが，᪥本たࡤこ産業ᰴᘧ♫が⾜う「JT の森」

という♫㈉⊩活動の୰で，2007 年㡭にᑠⳢ㸦山県

㒔␃㒆ᑠⳢ村㸧に水源林のΰ林化と環境ᩍ育のᣐⅬづ

くりを目的に，ᮾி㎰業学のᣦ導のもと，1 カᡤあた

り 20m ᅄ᪉の㔪葉樹を㛫伐し，そこに広葉樹を᳜᱂した

り，ᐇ生を育てている活動がある 13)。NPO 活動におい

ては，このように広葉樹の᳜林や育成の取組みやࢽーࢬ

が高いものの，㔪葉樹人工林における広葉樹とのΰを

目ᣦした育成複層林づくりの取組みはᑡない状ἣである。 
そこで本◊✲では，NPO による群状複層林施業による

森づくりのヨみを，本ㄽの◊✲⪅らが計画・ศ担してき

た。11 年㛫，スギ㸦Cryptomeria japonica㸧およびヒノ

キ㸦Chamaecyparis obtusa㸧人工林の群状複層林を毎年，

数༊画ずつ設け，ヤマザクラ㸦Cerasus jamsasakura㸧
およびコナラ㸦Quercus serrata㸧を᳜᱂してきた。ま

た，生物多様性の保全の観Ⅼから下草สりはⱑ木࿘㎶に

㝈り，⿕ᅽ木を部ศ㝖伐する粗放管理とした。これらの

ⱑ木の成長，および，ㄪᰝ༊画ෆの᳜生環境のᙳ㡪を概

観的に♧し，その成ᯝと後のㄢ㢟について▱見をᚓる

ことを目的とした。 
本◊✲のព⩏はḟのような観Ⅼにある。我が国で㔪広

ΰ林を๓ᥦとした育成複層林への㌿が㐜れ，更なる

推進がồめられるなか，事例◊✲の積と動機づけの開

ᣅがᚲ要と⪃える。また，NPO 活動においては人工林

ΰ林における活動は 16％とᑡないこと。≉に，育成複

層林づくりについては，森林への市Ẹㄆ㆑のᨵၿにつな

がるྍ能性を有しており，後，NPO 活動における多

様な取組のヨ⾜がồめられる。 
本◊✲で設定した᳨ウㄢ㢟は，きくḟの 2 つである。 

1 つ目は，群状複層林の粗放管理による᳜生のᅇにつ

いて。2 つ目は，NPO 活動で᭱も᳜᱂されており，用材
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としても出Ⲵྍ能なヤマザクラ，コナラ᳜᱂ⱑの育成ྍ

能性とした。11 年という㝈られた年㝈であり，NPO 活

動という管理⛬度の᫂なⅬ，⛬度のᖜがᏑᅾする。し

かしながら௨ୖの㸰Ⅼについては，本ㄪᰝにより᫂らか

にできると⪃えた。 
 

2 . 研究ᑐ㇟ᆅ᪉ἲ 

2 .1. 研究ᑐ㇟ᆅ 

◊✲対㇟地は福岡県八女市黒木町➟ཎの㛫伐が㐜れ，

ᖹ成 3 年のྎ㢼等で㢼ᐖ等をཷけた 45㹼54 年生

㸦2018 年㸧のスギ・ヒノキ人工林である㸦図㸯㸧。ᡤ有

はඹ有林で，ᑠ面積ⓙ伐の活動は≉例ㄆ定 NPO 法人山

村塾が自主事業として 2007 年より「࣡ࢳࢵࣃークの森

づくり事業」として，ᡤ有⪅のチྍをᚓて取り組みを⾜

なっている。その事業目的は「業や市Ẹの༠力をເり，

ྎ㢼⅏ᐖやᡭධれ㊊によって，全となったスギ・

ヒノキ林を群状的にᩚഛし，㔪葉樹と広葉樹のධりΰࡌ

った㇏かな生ែ⣔の森林にᩚഛする。」とされている。本

◊✲⪅らは༠力⪅として施業の事๓事後のㄪᰝ・計画を

ศ担した。 
2 .2 . 研究ᑐ㇟ᆅࡢẼೃ࣭❧ᆅ࣭᳜⏕ 

Ẽ㇟ᗇの黒木観 ᡤのࢹーࢱ㸦2007㹼2018 年㸧のᖹ

ᆒ雨㔞 2,074.7mm，ᖹᆒẼ  15.4Υ，ᬮかさᣦ数*2)

は 126.7 であった。ㄪᰝエリの地㉁はᮾすで␗なり，

すഃが主にᏳ山ᒾ，ᮾഃが主にἾ㉁∦ᒾである。標高

491㹼513m，᳜ 生ᖏはヤࣈツࣂキクラス域でᆺ的な↷

葉樹林ᖏにྵまれ，ḟ林の௦ൾ᳜生はシイ・カシⴌⱆ

林である 14)。 
2 .3 . 研究᪉ἲ 

ձㄪᰝ༊の設定について 

対㇟としたスギ・ヒノキ人工林の樹高は 15.8㹼19.7m

⛬度であり，15m ᅄ᪉を伐採する群状複層林を 2007 年

㸦3 ༊画：A, B, C㸧，2008 年㸦3 ༊画：D, E, F㸧，2009 年

㸦3 ༊画：G, H, I㸧，2010 年㸦2 ༊画：J, K㸧と，合計 11
༊画ᐇ施した㸦図 1㸧。ⓙ伐を 15m ᅄ᪉とした理⏤とし

て，「環境林のᩚഛと保全」5) でㄝ᫂された群状複層林施

業᪉法である「一㎶または直ᚄが࿘㎶の高木の樹高かそ

れよりもᑡしきい⛬度まで」という⪃えにもとづいた。

この᪉法は，࿘㎶の㔪葉樹人工林への㢼ᐖなどのリスク

をᢚえ，かつ，下草สりを⾜えࡤ㝧樹を育成できるとㄝ

᫂されていること。また，本事業では 10 が NPO に

ᐤされると一༊画をⓙ伐し，材をᦙ出し，᳜林を⾜う

経㈝を㈥うことができること。そして，ࡰ࿘㎶樹高と

同等のサイࢬで，↷度 50％⛬度を☜保できると定した。

㔜ᯇら 15)の᪤ ◊✲では，㛫伐強度を㐪えたカマツ林

におけるコナラⱑ木の育成ᐇ㦂のሗ࿌があり，強度㛫伐

༊㸦┦対↷度 46.3㹼49.2％㸧がの全ኳ༊やᙅ度・↓㛫

伐༊よりもⱑ木の成長がⰋいとされており，௨ୖ，3 つ

の理⏤から本᪉法を採用した。斜面᪉は全ての༊画が

༡面しており，ഴ斜度はࡰ 8㹼24 度，水ศ環境は

22.3㹼39.1％である。❧木ᐦ度は 1,688㹼2,177 本/ha，
ᖹᆒ⬚高直ᚄは 15.7㹼22.1cm㸦༊画設⨨ಶᡤの 15× 
15m㸧，ᖹᆒ樹高 15.8㹼19.7m㸦2007 から 2010 年ㄪᰝ㸧

であった。本᮶，ㄪᰝ༊ูに♧すとこࢁであるがḞ ್

があるため全体的なグ㍕とした。なお，樹高について

2020 年にㄪᰝした༡ഃに㞄᥋する樹高は 14.4㹼30.8m
であった。 
ղ᳜᱂ⱑについて 
ྛ༊画には，図 2 のように୰ᚰにヤマザクラ㸦高さ 

120㹼150 㸧を 1 本，࿘㎶㸲かᡤにコナラのࢵ࣏トⱑ

㸦高さ 80㹼150 㸧を㸳本ずつᕢ᳜えした。ㄪᰝ༊全体

で 4 年㛫にわたり総計ヤマザクラ 11 本，コナラ 220 本

を᳜᱂した。このシイ・カシなどが成長する↷葉樹林ᖏ

でⴠ葉樹種を᳜᱂した主な理⏤は，林地が地域のඹ有林

であることから成長後に伐採し㔠することがồめられ

た。ᶫワ 16) による 1989 年のㄽ⪃では，「戦後のᣑ造

林や広葉樹を㍍どした政策によって有用広葉樹のᚄ材

はᡶᗏしており，有用広葉樹資源の☜保が᪥㔜要なㄢ

㢟になっている。」とᣦされている。ᙜの㜰営林ᒁ

᪥ཎ営林⨫㸦ᓥ᰿県㸧管ෆで伐採されたኳ然性のࢣヤキ，

クリ，サクラ，コナラ，そしてヒノキのධᮐ๓の直ᚄと

ධᮐ後の౯格がㄪられている。ᙜ，ヒノキのᮎཱྀの

ᚄ⣭ 30㹼40cm で 3㹼4m 材㸦80 年生㸧は 63,700㹼 

 
ㄪᰝ༊␒ྕ࣭タ⨨年ᗘ：A ,  B ,  C  ࣭ 2 0 0 7 年. D ,  E ,  F  ࣭ 2 0 0 8 年. G ,  H ,  
I 2࣭ 0 0 9 年. J ,  K 2࣭ 0 10 年 ୰ᚰࡢ⦋ᗘ⤒ᗘ：E  13 0 .6 9 .5 2 ,  N  3 3 .2 3 .8 7  

ᅗ 1 ඵዪᕷ㯮ᮌ⏫➟ཎࡢㄪᰝ༊⨨ᅗ 
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251,000 に対し，サクラはᚄ⣭ 32㹼40cm，4㹼5.6m
材㸦50㹼60 年生㸧で 41,000㹼162,000 ，コナラは

ᚄ⣭ 34㹼50cm，3.2㹼4.2m 材㸦90㹼120 年生㸧で

43,000㹼51,000 で取ᘬされていたとሗ࿌されている。

また，この地域のḟ林の構成樹種であり景観の多様性

づくりの観Ⅼから㑅木された。コナラでᕢ᳜えを採用し

た理⏤は，᳜᱂のⱑ木の樹高が 1m ᮍ‶であったこと

から，ึ期成長の㐣⛬で␗種㛫➇தにより⿕ᅽされ成育

環境がཝしいことが定されるためである。 
ճㄪᰝ༊の᳜生・水ศ条件について 

ㄪᰝはその後，2008 年，2009 年，2012 年，2018 年

にⱑ木の樹高と 15m ᅄ᪉ෆの᳜物♫学的ㄪᰝ *3)をᐇ

施した。なお，ഴ斜度はクリノ࣓ーࢱーで計 し，水ศ

環境は 2020 年 3 ᭶ 16㹼17 ᪥にかけてྛㄪᰝ༊ 15 かᡤ

ずつ，ࣁンࢹ TDR 土壌水ศࢭンサー㸦クリマࢵࢸク

ᰴᘧ♫，C-HydroSense，ࣟࣉー20 ࣈcm㸧を用いて

㏣ຍㄪᰝをᐇ施した。ᖹᆒ್をཧ⪃として♧した㸦⾲ 1㸧。 
մㄪᰝ༊の↷度環境について 

ึ年度に設⨨した༊画 A, B, C についてはග環境をᢕ

ᥱするため，ࣉ࢜トリーࣇ㸦Y-1W㸧を༊画ෆのᅄ㝮，୰

ᚰ，その㛫など 13 かᡤ㸦H=2m㸧に，2007 年 12 ᭶か

ら 2008 年 4 ᭶にかけて伐採๓と伐採後のそれࡒれで設

⨨し，ㄪᰝ地༊の㏆㞄の全ኳの草地を対↷༊として合わ

について，積⟬᪥ᑕ㔞ࢱーࢹれのࡒてㄪᰝした。それࡏ

㸦MJ/m2㸧をồめ，༊画のᖹᆒ┦対↷度を⟬出した*4)。 
յㄪᰝ༊の管理について 

༊画ෆの管理は，主に，ⱑ࿘㎶のツル伐りにຍえ，ⱑ

࿘㎶ 1m の⠊ᅖは，全ての低木の㝖伐が毎年ᐇ施されて

いる。また，A㹼F の༊画については，᳜᱂後 6㹼7 年を

経㐣すると，᳜ ᱂樹木௨እの高木層の⿕度が⣙ 50%௨ୖ

となり，᳜᱂樹木を⿕ᅽする状ἣが見られたため，その

⿕ᅽが⦆和される⛬度にカラスザンショ࢘やカ࣓࢞シ

࣡などを数本㝖伐している。ุ断は，◊✲⪅らが⿕ᅽの

⛬度を☜ㄆし，NPO 法人山村塾が㑅木し㝖伐をᐇ施し

た。一般的にこのような➇த木の⦾ⱱをᢚえるには᳜᱂

に防草シートのᩜ設や地⿕᳜物等で地⾲面をそうᡭ法

が取りධれられる。本事例では，ḟの 2 つの理⏤から下

層᳜生のᢚไᡭ法を用いなかった。㸯つは，␗種㛫➇த

によるୖఙ成長のಁ進を期ᚅしたこと。2 つ目は， NPO
が事業主体で業࣎ランࢸと連ᦠし，生物多様性や

そのの機能の発揮もព図して活動を⾜うためである。 
 

նᐇ施・管理における NPO 活動のᒎ開について 

ここで，NPO によるᐇ施と管理について，経⦋概要を

⾲ 2 に♧す。NPO 法人山村塾は 2007 年に本事業を開ጞ
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⾲ 2  N P O ἲேᒣᮧሿࡢάືᒚṔࡢᴫせ 
実施年月 実施内容

����年1�f1�月

・地権者への説明
・調査区$�%�&の場所決め，土地境界確認
・種組成調査，林内照度調査
・調査区の下刈り

����年1月
・調査区$�%�&のスギ・ヒノキの伐採，搬出作業
（山村塾主催のチェーンソー講習会も含む）

����年�月
・調査区$�%�&の苗木の植え付け作業
（（社）国土緑化委推進機構，日本財団支援）

����年�月 ・調査区$�%�&の照度調査，苗木調査
����年�月 ・地権者との意見交換会

����年�月 ・調査区'��(��)の苗木の植え付け

��1�年�月
・調査区*��+��,の苗木の植え付け
（寄付：個人２口ɼ.'',株式会社九州総支社１口支援）

��1�年�月
・苗木周辺の下草刈りɼ苗木調査
（.'',株式会社九州総支社のボランティア活動と実施）

��11年�月
・調査区-��.の苗木の植え付け
（寄付：九州電力労働組合１口支援）
（��11年�月実施であるが��1�年度事業として位置づけ）

��11年�月
・苗木周辺の下草刈りɼ苗木調査
（.'',株式会社九州総支社のボランティア活動と実施）

��1�年�月
平成��年�月九州北部豪雨
（道路崩落により調査・作業中断）

：本論に示す大学が主に実施した調査は除く  

⾲ 2  N P O ἲேᒣᮧሿࡢάືᒚṔࡢᴫせ 
実施年月 実施内容*

2007年10~12月

・地権者への説明
・調査区A,B,Cの場所決め，土地境界確認
・種組成調査，林内照度調査
・調査区の下刈り

2008年1月
・調査区A,B,Cのスギ・ヒノキの伐採，搬出作業
（山村塾主催のチェーンソー講習会も含む）

2008年3月
・調査区A,B,Cの苗木の植え付け作業
（（社）国土緑化委推進機構，日本財団支援）

2008年4月 ・調査区A,B,Cの照度調査，苗木調査
2008年7月 ・地権者との意見交換会

2009年3月 ・調査区D, E, Fの苗木の植え付け

2010年2月
・調査区G, H, Iの苗木の植え付け
（寄付：個人２口，KDDI株式会社九州総支社１口支援）

2010年9月
・苗木周辺の下草刈り，苗木調査
（KDDI株式会社九州総支社のボランティア活動と実施）

2011年4月
・調査区J, Kの苗木の植え付け
（寄付：九州電力労働組合１口支援）
（2011年4月実施であるが2010年度事業として位置づけ）

2011年9月
・苗木周辺の下草刈り，苗木調査
（KDDI株式会社九州総支社のボランティア活動と実施）

2012年7月
平成24年7月九州北部豪雨
（道路崩落により調査・作業中断）

*：本論に示す大学が主に実施した調査は除く
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2008年1月
・調査区A,B,Cのスギ・ヒノキの伐採，搬出作業
（山村塾主催のチェーンソー講習会も含む）

2008年3月
・調査区A,B,Cの苗木の植え付け作業
（（社）国土緑化委推進機構，日本財団支援）

2008年4月 ・調査区A,B,Cの照度調査，苗木調査
2008年7月 ・地権者との意見交換会

2009年3月 ・調査区D, E, Fの苗木の植え付け

2010年2月
・調査区G, H, Iの苗木の植え付け
（寄付：個人２口，KDDI株式会社九州総支社１口支援）

2010年9月
・苗木周辺の下草刈り，苗木調査
（KDDI株式会社九州総支社のボランティア活動と実施）

2011年4月
・調査区J, Kの苗木の植え付け
（寄付：九州電力労働組合１口支援）
（2011年4月実施であるが2010年度事業として位置づけ）

2011年9月
・苗木周辺の下草刈り，苗木調査
（KDDI株式会社九州総支社のボランティア活動と実施）

2012年7月
平成24年7月九州北部豪雨
（道路崩落により調査・作業中断）

*：本論に示す大学が主に実施した調査は除く

ܳज़工学ڀݚ Vol� 34, 2021 �



 

  

し，10㹼12 ᭶にඹ有林の地ᶒ⪅へのㄝ᫂，ㄪᰝ༊の設定，

事๓ㄪᰝを◊✲⪅らとᐇ施，2008 年 1 ᭶に❧木の伐採・

ᦙ出，同 3 ᭶に 2007 年度事業としてㄪᰝ༊ A, B, C にⱑ

木の᳜えけをᐇ施している。これらの事業の推進は，Ẹ

㛫のຓ成事業をཷけ，一部，自主資㔠を用いている。

2009 年度には，ಶ人，業からのᐤをᚓてㄪᰝ༊をቑ設

し，その後のⱑ木࿘㎶の下草สりやⱑ木のㄪᰝには業࣎

ランࢸが⥅⥆的にཧຍしている。なお，2012 年にᖹ

成 24 年 7 ᭶ᕞ部雨によりㄪᰝ༊への㐨㊰がᔂⴠし，

⅏ᐖᪧ活動へのὀ力のため，活動がることとなった。 
շⱑ木成長のศᯒについて 

᳜᱂したヤマザクラとコナラⱑの成長のศᯒについて

は，樹高成長およびㄪᰝ༊ෆのの樹種との➇த関ಀを⪃

ᐹするため，ྛ ㄪᰝ༊の設⨨・᳜ ᱂年より数えで 1，2，3，
そして 11 年までのᖹᆒ樹高のࢹーࢱを組み合わࡏ，その
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␗はあるが，全体的な成長推⛣を♧すこととした。また，
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3 . ⤖ᯝ⪃ᐹ 
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た。なお，༡ഃの❧木のᙳ㡪との関ಀで᪥↷の比㍑的ᙜ
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れた。ḟに，ヤマザクラのᖹᆒ樹高の推⛣を図 4 に♧す。

ヤマザクラは᳜᱂㸯年目の 125c㹫から 11 年目の 918cm
まで，やはり，9 年目を㝖き，比㍑的㡰ㄪに生育が見ら
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����年�月�日タ⨨㹼����年�月��日ᅇ

���� ���� 52.2
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༡ഃࡢⱑᮌ᳜᱂⟠ᡤմ、յ࿘㎶ࡢᖹᆒ┦ᑐ↷ᗘ��� ���� ���� ����  
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ㄪᰝ༊␒ྕ A B C

ఆ᥇๓ࡢ༊⏬ෆࡢᖹᆒ┦ᑐ↷ᗘ(%)
2007年12月20日タ⨨㹼2008年1月8日ᅇ

35.8 30.6 38.2

ఆ᥇後ࡢ༊⏬ෆࡢᖹᆒ┦ᑐ↷ᗘ(%)
2008年4月1日タ⨨㹼2008年4月18日ᅇ

56.1 53.8 52.2

ഃࡢⱑᮌ᳜᱂⟠ᡤձ㸪ղ࿘㎶ࡢᖹᆒ┦ᑐ↷ᗘ(%) 75.7 72.9 58.3
༡ഃࡢⱑᮌ᳜᱂⟠ᡤմ㸪յ࿘㎶ࡢᖹᆒ┦ᑐ↷ᗘ(%) 31.0 27.1 49.6
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れた。図 3 のㄪᰝ༊ෆのⱑ木௨እの᳜物の᳜᭱生樹高

と比㍑すると，3 年目で 100c㹫，4 年目௨降からは，ྛ 年

200㹼300c㹫⛬度，ᖹᆒ的に低い樹高で成長がみられた。

9 年目の᳜生高成長が下がった理⏤について，ㄪᰝ༊ G, 
H，I について，ⱑ木௨እの᳜᭱生高とヤマザクラの樹

高はそれࡒれ，G：650, 450cm，H：620, 240cm，そし

て I：740, 663cm であり，≉に，G と H の成長がⴭしく

Ⰻであった。☜かなことはゝえないが，⌧地の観ᐹを

踏まえると，⾲㸯のᖹᆒഴ斜度と 2020 年の࿘㎶のスギ・

ヒノキの樹高を見ると，ᖹᆒഴ斜度が 24r，19rと比㍑

的のㄪᰝ༊よりもきつく，樹高が 22.1，18.0m との

ㄪᰝ༊よりも高いため，ⱑ木のཷける᪥ᑕ㔞が比㍑的ᑡ

なく成長が㜼ᐖされたと定した。 
さらに，コナラのᖹᆒ樹高の推⛣について，ഃ・ᕢ

᳜え㓄⨨ձ・ղを図 5 に，༡ഃ・ᕢ᳜え㓄⨨մ・յを図

6 に♧す。コナラは᳜᱂㸯年目の 60.6c㹫から成長を開ጞ

したが，5 年目になっても，ᖹᆒ樹高は 105.8㹼117.0cm
にとどまった。それ௨降の 8㹼11 年目については，ഃ

で᪥ᙜたりのⰋい㓄⨨ձ・ղが 298.6㹼334.4cm，༡ഃ

の㓄⨨մ・յが 203.8㹼277.6cm となり，ⱝᖸ，㓄⨨ձ・

ղがୖᅇる⤖ᯝとなった。なお，11 年目のコナラⱑの生

Ꮡ⋡はձ・ղ，մ・յとも 53.3%であり，多くのಶ体が

ᯤṚする⤖ᯝとなった。 
3 .3 . ㄪᰝ༊ẖࡢᡂ㛗❧ᆅ㸪᳜⏕ࡢ㛵ಀに࡚࠸ࡘ 

ྛㄪᰝ༊におけるヤマザクラおよびコナラのᖹᆒ樹高，

そして，2012 年と 2018 年のㄪᰝ༊ෆのඃ༨種ྡ，᭱

᳜生高，高・ள高木の᳜生⿕度，種数，そして多様度ᣦ

数を⾲ 4 に♧す。これらのࢹーࢱを用い，≉に㢧ⴭな≉

ᚩを有するㄪᰝ༊，ⱑ木と᳜生の関ಀを⪃ᐹする。 
まず，᳜᱂ 4 年目にあたるㄪᰝ༊ D, E, F の 2012 年

のㄪᰝࢹーࢱに╔目する。ヤマザクラは 265㹼323cm，

コナラは 68㹼179cm，の樹種は 287㹼710cm とఙび

ている。コナラはㄪᰝ༊ E でഃと༡ഃで有ពに成長ᕪ

が生ࡌている。E はカラスザンショ࢘が 710cm にもఙび，

⿕度 45％で，種数 33，多様度ᣦ数 0.686 と，ㄪᰝ༊ D，

F と比㍑してⱑ木への⿕ᅽが強く，コナラの成長を㜼ᐖ

したと⪃えられる。ヤマザクラについても⿕ᅽのᙳ㡪を

及ࡰしたが，2009 年の 1 年目と 4 年目の 3 年㛫のఙ長

は 125㹼193cm の成長をᯝたしている。᳜ ᱂ 5 年目にあ

たるㄪᰝ༊ A，B，C の 2012 年のㄪᰝࢹーࢱでは，の

樹種が 587㹼644cm のఙ長の成長しており，コナラは

82㹼145cm とㄪᰝ༊ D，E，F よりもఙ長の成長がᝏか

った。ഃ・༡ഃで有ពな成長のᕪはみられないことか

ら，⿕ᅽのᙳ㡪をより強くཷけたと⪃えられる。ヤマザ

クラについては 345㹼427cm で，2008 年の 1 年目から

の 4 年㛫で 185㹼301cm のఙ長の成長を⾜っており，同

様に⿕ᅽはあるもののᙳ㡪はᑡなく，成長を⥆けていた。 
ḟに，⾲ 4 の᳜᱂ 8 年目のㄪᰝ༊ J，K の 2018 年の

ㄪᰝࢹーࢱに╔目する。ヤマザクラは 520㹼600cm と成

長し，コナラは 199㹼325cm であった。これらのㄪᰝ༊

では，カラスザンショ࢘が 900㹼1,000cm まで成長し，

⿕度も 55㹼65％であるものの，コナラはഃ・༡ഃで成
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長に有ពなᕪが☜ㄆされた。種数が 42㹼43，多様度ᣦ数

も 1.1 と全体的に高い್を♧していることから，␗種㛫

➇தの⤖ᯝとして，比㍑的，多様度が高い林層に⮳り，

コナラのⱑ木も↷度のᕪにより，ඃຎが生ࡌたと⪃えら

れる。᳜᱂ 9 年目のㄪᰝ༊ G，H，I では，コナラの༡

ഃմ，յで多くのᯤṚ木が観ᐹされた。

᭱も成長したヤマザクラとコナラ，および年㛫ᖹᆒ樹

高成長について⪃ᐹする。⾲ 4 において，ヤマザクラ

は 11 年目のㄪᰝ༊ B で 1,017cm まで成長している。こ

のㄪᰝ༊でコナラは 301cm と成長をᯝたࡏていない。そ

のの樹種はエࢦノキで 960cm，⿕度 60％であるが，

ヤマザクラは樹高で57cm，ୖ ᅇっていた。コナラは10年

目のㄪᰝ༊ D のഃで 417cm である。このㄪᰝ༊はエ

ノキがࢦ 670cm と 10，11 年目のㄪᰝ༊ A㹼F の୰では

᭱もコナラ࿘㎶の樹高が低く，そのⅬがࣉラスにᙳ㡪し

たと定された。ヤマザクラのᖹᆒ年㛫樹高成長は

6㹼89cm でᖹᆒ 64cm であった。一᪉，コナラはᯤṚを

㝖くと 13㹼45cm でഃᖹᆒ 33cm，༡ഃᖹᆒ 20cm，全

体ᖹᆒ 27cm にとどまった。

᭱後に，樹種ูのᖹᆒ年㛫樹高成長と❧地条件との┦

関ศᯒの⤖ᯝを⾲ 4 に♧す。有ព☜⋡が 5％௨下となっ

たのは，コナラձ，ղとᖹᆒഴ斜度である。┦関ಀ数 0.9
と正の強い┦関を♧した。これは，ഴ斜が強いどㄪᰝ

༊ୖ部に᳜᱂されたコナラの成長が有ពにⰋいというこ

とであるから，ഴ斜が強いど᪥ᙜたりがⰋく成長にຠ

ᯝ的とゝえる。もう㸯つ，ヤマザクラとコナラձ，ղの

㛫に┦関ಀ数 -0.664 の㈇の┦関がㄆめられた。これは，

ヤマザクラをྵࡴそのの樹種の成長がⰋいど，その

ഃに⨨するコナラの成長を㜼ᐖしたと推ᐹされた。

なお，コナラについてはᕢ᳜えをᐇ施し，ಶ体㛫でき

な成長ᕪがあることが複数☜ㄆされた。その要ᅉは，࿘

㎶木による⿕ᅽ，シࢲ類やツル類の⦾ⱱによるᙳ㡪，水
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長に有ពなᕪが☜ㄆされた。種数が 42㹼43，多様度ᣦ数

も 1.1 と全体的に高い್を♧していることから，␗種㛫

➇தの⤖ᯝとして，比㍑的，多様度が高い林層に⮳り，

コナラのⱑ木も↷度のᕪにより，ඃຎが生ࡌたと⪃えら

れる。᳜᱂ 9 年目のㄪᰝ༊ G，H，I では，コナラの༡

ഃմ，յで多くのᯤṚ木が観ᐹされた。 
᭱も成長したヤマザクラとコナラ，および年㛫ᖹᆒ樹

高成長について⪃ᐹする。⾲ 4 において，ヤマザクラ

は 11 年目のㄪᰝ༊ B で 1,017cm まで成長している。こ

のㄪᰝ༊でコナラは 301cm と成長をᯝたࡏていない。そ

のの樹種はエࢦノキで 960cm，⿕度 60％であるが，

ヤマザクラは樹高で57cm，ୖ ᅇっていた。コナラは10年

目のㄪᰝ༊ D のഃで 417cm である。このㄪᰝ༊はエ

ノキがࢦ 670cm と 10，11 年目のㄪᰝ༊ A㹼F の୰では

᭱もコナラ࿘㎶の樹高が低く，そのⅬがࣉラスにᙳ㡪し

たと定された。ヤマザクラのᖹᆒ年㛫樹高成長は

6㹼89cm でᖹᆒ 64cm であった。一᪉，コナラはᯤṚを

㝖くと 13㹼45cm でഃᖹᆒ 33cm，༡ഃᖹᆒ 20cm，全

体ᖹᆒ 27cm にとどまった。 
᭱後に，樹種ูのᖹᆒ年㛫樹高成長と❧地条件との┦

関ศᯒの⤖ᯝを⾲ 4 に♧す。有ព☜⋡が 5％௨下となっ

たのは，コナラձ，ղとᖹᆒഴ斜度である。┦関ಀ数 0.9
と正の強い┦関を♧した。これは，ഴ斜が強いどㄪᰝ

༊ୖ部に᳜᱂されたコナラの成長が有ពにⰋいというこ

とであるから，ഴ斜が強いど᪥ᙜたりがⰋく成長にຠ

ᯝ的とゝえる。もう㸯つ，ヤマザクラとコナラձ，ղの

㛫に┦関ಀ数 -0.664 の㈇の┦関がㄆめられた。これは，

ヤマザクラをྵࡴそのの樹種の成長がⰋいど，その

ഃに⨨するコナラの成長を㜼ᐖしたと推ᐹされた。

なお，コナラについてはᕢ᳜えをᐇ施し，ಶ体㛫でき

な成長ᕪがあることが複数☜ㄆされた。その要ᅉは，࿘

㎶木による⿕ᅽ，シࢲ類やツル類の⦾ⱱによるᙳ㡪，水
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長に有ពなᕪが☜ㄆされた。種数が 42㹼43，多様度ᣦ数

も 1.1 と全体的に高い್を♧していることから，␗種㛫

➇தの⤖ᯝとして，比㍑的，多様度が高い林層に⮳り，

コナラのⱑ木も↷度のᕪにより，ඃຎが生ࡌたと⪃えら

れる。᳜᱂ 9 年目のㄪᰝ༊ G，H，I では，コナラの༡

ഃմ，յで多くのᯤṚ木が観ᐹされた。 
᭱も成長したヤマザクラとコナラ，および年㛫ᖹᆒ樹

高成長について⪃ᐹする。⾲ 4 において，ヤマザクラ

は 11 年目のㄪᰝ༊ B で 1,017cm まで成長している。こ

のㄪᰝ༊でコナラは 301cm と成長をᯝたࡏていない。そ

のの樹種はエࢦノキで 960cm，⿕度 60％であるが，

ヤマザクラは樹高で57cm，ୖ ᅇっていた。コナラは10年
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とであるから，ഴ斜が強いど᪥ᙜたりがⰋく成長にຠ
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ഃに⨨するコナラの成長を㜼ᐖしたと推ᐹされた。
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な成長ᕪがあることが複数☜ㄆされた。その要ᅉは，࿘
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長に有ពなᕪが☜ㄆされた。種数が 42㹼43，多様度ᣦ数

も 1.1 と全体的に高い್を♧していることから，␗種㛫

➇தの⤖ᯝとして，比㍑的，多様度が高い林層に⮳り，

コナラのⱑ木も↷度のᕪにより，ඃຎが生ࡌたと⪃えら

れる。᳜᱂ 9 年目のㄪᰝ༊ G，H，I では，コナラの༡

ഃմ，յで多くのᯤṚ木が観ᐹされた。 
᭱も成長したヤマザクラとコナラ，および年㛫ᖹᆒ樹

高成長について⪃ᐹする。⾲ 4 において，ヤマザクラ

は 11 年目のㄪᰝ༊ B で 1,017cm まで成長している。こ

のㄪᰝ༊でコナラは 301cm と成長をᯝたࡏていない。そ

のの樹種はエࢦノキで 960cm，⿕度 60％であるが，

ヤマザクラは樹高で57cm，ୖ ᅇっていた。コナラは10年

目のㄪᰝ༊ D のഃで 417cm である。このㄪᰝ༊はエ

ノキがࢦ 670cm と 10，11 年目のㄪᰝ༊ A㹼F の୰では

᭱もコナラ࿘㎶の樹高が低く，そのⅬがࣉラスにᙳ㡪し

たと定された。ヤマザクラのᖹᆒ年㛫樹高成長は

6㹼89cm でᖹᆒ 64cm であった。一᪉，コナラはᯤṚを

㝖くと 13㹼45cm でഃᖹᆒ 33cm，༡ഃᖹᆒ 20cm，全

体ᖹᆒ 27cm にとどまった。 
᭱後に，樹種ูのᖹᆒ年㛫樹高成長と❧地条件との┦

関ศᯒの⤖ᯝを⾲ 4 に♧す。有ព☜⋡が 5％௨下となっ

たのは，コナラձ，ղとᖹᆒഴ斜度である。┦関ಀ数 0.9
と正の強い┦関を♧した。これは，ഴ斜が強いどㄪᰝ

༊ୖ部に᳜᱂されたコナラの成長が有ពにⰋいというこ

とであるから，ഴ斜が強いど᪥ᙜたりがⰋく成長にຠ

ᯝ的とゝえる。もう㸯つ，ヤマザクラとコナラձ，ղの

㛫に┦関ಀ数 -0.664 の㈇の┦関がㄆめられた。これは，

ヤマザクラをྵࡴそのの樹種の成長がⰋいど，その

ഃに⨨するコナラの成長を㜼ᐖしたと推ᐹされた。

なお，コナラについてはᕢ᳜えをᐇ施し，ಶ体㛫でき

な成長ᕪがあることが複数☜ㄆされた。その要ᅉは，࿘

㎶木による⿕ᅽ，シࢲ類やツル類の⦾ⱱによるᙳ㡪，水

⾲ 4  ᡂ㛗ࡢ⏕᳜ࡢࡢࡑࡧࡼ࠾㸪ࣛࢼࢥ㸪ࣛࢡࢨ࣐ࣖ 
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�����ഃձ࣭ղ ���� 63.2 ����
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�����༡ഃմ࣭յ ����� ����� ���� ����� ���� ����� ���� ���� 56.7 ����� ����

�����ഃձ࣭ղ 307.6 ����� 276.7 ����� ����� 290.0 ����� ����� ����� 325.0 �����
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�����ഃձ࣭ղ�����ഃձ࣭ղ�����ഃձ࣭ղ ������������ 63.263.263.2 ������������

�����༡ഃմ࣭յ�����༡ഃմ࣭յ�����༡ഃմ࣭յ 53.053.053.0 ���� �������� �������� �������� �������� �������� �������� �������� �������� ����

�����ഃձ࣭ղ�����ഃձ࣭ղ�����ഃձ࣭ղ ���� �������� �������� ���� 73.973.973.9 ������������ 53.6 63.053.6 63.053.6 63.0

�����༡ഃմ࣭յ�����༡ഃմ࣭յ�����༡ഃմ࣭յ 73.5 62.373.5 62.373.5 62.373.5 62.373.5 62.373.5 62.373.5 62.373.5 62.373.5 62.3 ������������ 70.370.370.3 ���� �������� �������� �������� �������� �������� �������� �������� �������� ����
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ศ・土壌条件，そして，ಶ体ࡈとの㑇伝Ꮚや活性度の㐪

いなどが推ᐹされる。要ᅉが᫂☜化できないため⤖ᯝの

⾲♧とศᯒは⾜わなかった。 
 

4 . ⥲ྜ⪃ᐹ 

群状複層林施業と広葉樹の育成について総合⪃ᐹを⾜

う。本ㄪᰝ地ではスギ・ヒノキ林のⓙ伐とඹにヤマザク

ラ，コナラⱑを᳜᱂し成林化を目ᣦしたが，図 3，⾲ 4
に♧したように᳜᱂樹種௨እのカラスザンショ，࢘カ

ノキ等の先㥑樹種を୰ᚰに᪲┒に⦾ⱱࢦシ࣡，エ࣓࢞

し，11 年で 960㹼1,250cm の樹高に㐩した。᳜物の多様

性はㄪᰝ༊毎で様ࠎであり，概ねⓙ伐後 8 年目で種数

42㹼43 種，多様度ᣦ数 1.1 と᭱も高まるようである。ఀ

⸨ら 8)が㏙るように伐採年㱋の␗なる複数のࢳࢵࣃは

様ࠎな構造の᳜生環境をసることができるといえる。 
本◊✲では㔜ᯇら 14)の先⾜◊✲をཧ⪃に↷度 50％の

環境におけるコナラの育成を╔した。しかしながら，

カマツ林とは␗なるᕞ部の標高 500㹫のシイ・カ

シᖏにおける 15㹫ᅄ᪉のスギ・ヒノキ林の群状複層林施

業地では，༡斜面の୰・ୖ部でᙜึ，概ね↷度 50％を☜

保し，管理についても，毎年，ⱑ木࿘ᅖ 1m の下層᳜生

のสり取りと，林冠㛢㙐度が 50％⛬度をୖᅇる 6㹼8 年

目に高木のカラスザンショ࢘などの一部を㝖伐し，⾲ 4
に♧すように，それ௨降も高木・ள高木層の⿕度を

40㹼65％に⥅⥆管理してきた。しかしながら，経年成長

とඹにスギ・ヒノキ林の樹高成長およびコナラ࿘㎶の㞧

木の成長による⿕ᅽのᙳ㡪を強くཷけ，≉に斜面下部で

は᪥↷㊊により成長が強く㜼ᐖされる⤖ᯝとなった。

斜面ഴ斜度との強い正の┦関がㄆめられたことからコナ

ラの育成には成長を㏻ࡌた᪥↷の☜保が㔜要であ

り，15㹫ᅄ᪉の群状複層林施業では適であると⪃えら

れた。後の◊✲ㄢ㢟としては，このような 15m ᅄ᪉の

群状複層林であっても，࿘㎶のスギ・ヒノキ林の㛫伐に

よるග環境のᨵၿや，下草สりのᐇ施，防草シート等に

よる林ᗋ᳜生のᢚไᡭ法を合わࡏることによりコナラ林

の育成ྍ能性もあると定される。 
ヤマザクラの成長について，⸨ᇽら 10)はග条件が㔜要

であるとᣦしていた。本◊✲では，࿘ᅖの㞧木の成長

が 2㹼3m ⛬度，樹高でୖᅇるものの，㏣㝶して成長をし

ておりㄪᰝ༊ A，B，C の 11 年目で 857㹼1,017cm の成

長が☜ㄆされた。ㄪᰝ༊設⨨ᙜึのᖹᆒ┦対↷度は

52.2㹼56.1％を有しており，コナラと同様の管理をᐇ施

してきた。成長の度合いは，❧地や࿘㎶のスギ・ヒノキ

林の成長や㛫伐の㐪いによりࡤらつきがあると定され

るものの，ᯤṚすることなく成長がなされた。ㄪᰝ༊ D
の10年目は樹高516cm，ㄪᰝ༊G，Hの9年目は450cm，

240cm とと比し成長がᝏい。この 3 ㄪᰝ༊は図 1 に

♧すようにᮾഃの㇂のพ地形に㏆く，⾲ 1 に♧すഴ斜

度 19㹼24 度と比㍑的ഴ斜がきつい。このような❧地は

࿘㎶木の樹高も高く༑ศな↷度が☜保できないと定さ

れた。 
本◊✲は，このような粗放管理による⤖ᯝである。こ

のような群状複層林施業において更なるヤマザクラとコ

ナラの成長を⾜うには，ㄪᰝ༊ෆの↷度☜保のために⸨

森が㏙ているように下草สりがᚲ要である。また，和

ら 17)はᾏ㐨の㝜樹であるトドマツの◊✲では，伐༊ෆ

の᪥↷⋡は一ᚊではないため林⦕部 *4)において࿘㎶樹

木 *5)のᙳ㡪でⱑ木の成長がຎるとされ，࿘㎶林ศのᩚ理

伐等のᐇ施が㔜要とᣦされている。もしくは，᪉形༊

を༡，もしくはᮾすに長᪉形༊とする等のᨵၿの᳨ウ

がᚲ要である。 

5  にࡾࢃ࠾ .

本◊✲ではᕞ部の標高 500m のシイ・カシᖏにお

いて，NPO 活動の一環としてスギ・ヒノキ人工林を対

㇟に 15㹫ᅄ᪉の群状複層林施業をᐇ施し，ヤマザクラと

コナラを᳜᱂した取り組みについて，11 年㛫の成長㐣⛬

をሗ࿌した。ⱑ木࿘㎶のツルษり・㝖伐，林冠㛢㙐木の

⿕度 50％⛬度の㝖伐管理により，᳜ ᱂したヤマザクラは，

カラスザンショ࢘，エࢦノキ，カ࣓࢞シ࣡，ヤマ࢘ル

シなどとの␗種㛫➇தを⾜いながら，11 年で 857㹼 
1,017cm まで概ね成長できることを☜ㄆした。ᖹᆒ年㛫

樹高成長は 64cm であった。なお，ഴ斜 19㹼24 度のพ地

形では成長の㜼ᐖがうかがわれた。一᪉，コナラは，᳜

᱂ 4 年目から⿕ᅽによるᘢᐖが㢧ⴭになり，9 年目で࿘

㎶のスギ・ヒノキ人工林の᪥㝜や，ㄪᰝ༊ෆのの᳜物

の⿕ᅽによりⴭしく成長が㜼ᐖされることが☜ㄆされた。

なお，ㄪᰝ༊ୖ部でഴ斜度がきつく，の᳜物の⿕ᅽの

ᙳ㡪がᑡないど成長するഴྥが☜ㄆされた。しかしな

がらㄪᰝ༊ୖ部の 10㹼11 年目でも樹高は 276㹼417cm
に␃まることから，本条件におけるコナラの育成は適

であると⤖ㄽけた。後のㄢ㢟として，ヤマザクラの

育成を進めるには，➇த木である先㥑樹種との➇த関ಀ

について᫂らかにするᚲ要があり，㝖伐管理の᪉法につ
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いて᳨ウがồめられる。また，㝖伐したᑠᚄ材等の木材

や᳜物資源の活用᪉法の᳨ウもᚲ要である。コナラの育

成については，࿘㎶の㔪葉樹林の樹高とᐦ度，ഴ斜，土

壌などの❧地との関ಀ，下草สりなど下層᳜生をᢚえる

管理ᡭ法，そして，林ෆ↷度との関ಀ性についての᳨ウ

がồめられる。なお，生産林での取り組みが㞴しいなか，

ྛ種◊✲機関や NPO のᒎ開が期ᚅされる。NPO 活動に

おいて学⾡的な▱見に資する༑ศな計画・ᐇ施，ㄪᰝ༊

数の☜保はᅔ㞴をᴟめるが，事例の積みୖげがᮃまれる。 
群状複層林施業における広葉樹の育成の◊✲は，その

目的により᪉ྥ性が␗なる。本◊✲は NPO による施業

であり，広葉樹材の育成とඹに，多様な森林環境や活動

のᐇ施が᰿ᗏの⪃え᪉にある。2012 年度の林㔝ᗇによ

る市Ẹ活動ㄪᰝ 12)において広葉樹育成に取り組ࡴ NPO
活動は多く，人工林ΰ林で活動を⾜うᅋ体も 69 ᅋ体

㸦16％㸧Ꮡᅾした。NPO による群状複層林施業の取組

みሗ࿌がᑡないことを㚷みると，本成ᯝは，後の一ຓ

となると⪃える。NPO の関わらない⚾有地，公有地に

おける育成複層林について，森林・林業基本計画におい

て全国で 680  ha を♧しており，㔪葉樹を୰ᚰとした

複層林ࡔけでなく，㔪広ΰ林を୰ᚰとした複層林施業

がồめられている。「森林の有する多面的機能の発揮」を

もとめるエリでは，基本的に材のᦙ出を⾜わないとい

う❧ሙをとるのであれࡤ，本◊✲でᐇ施した群状複層林

施業を⾜い，᳜᱂ࡏずにᐇ生からの広葉樹種の育成を目

ᣦし，下草สりやツルษりなどの保育管理をࡏずに育成

することが⪃えられる。しかしながら，森林の活用の観

Ⅼに❧てࡤ，公的資㔠で施業をᐇ施し，そのまま粗放管

理し活用の営みを⾜わないということであれࡤ，ᡤ有⪅

の動機づけは高まらないと定される。後，㔪広ΰ

林化を進めるには，景観林の育成による観ගの振興や

ྛ種林産物の開発など，森林✵㛫を利用したサーࣅス産

業の推進をᛕ㢌に，地域にᛂࡌた新たな取組みの᳨ウが

ᚲ要であると⪃える。 

 
ὀ 

*1) CLT とは Cross Laminated Timber の␎で，ࡦきᯈを⧄⥔᪉ྥが直

するように積層᥋╔した木㉁⣔材料。 

*2) ᭶ᖹᆒẼ がࢭẶ 5 度を超えた᭶について，ྛ᭶のᖹᆒẼ から 5
度をᕪしᘬいた್の合計。 

*3) ᳜物♫学的ㄪᰝとは，᳜生ㄪᰝの᪉法として᭱も普及しているㄪ

ᰝ法で ZM 法ともࡤれる。本◊✲ではㄪᰝ༊全体をㄪᰝ対㇟とし，

㝵層༊ศをᐇ施し，ྛ㝵層について Braun-Blanquet のඃ༨度のุ

定基‽に基づき，出⌧種毎に⿕度，群度を取ᚓした。 

*4) 群状複層林施業༊ෆにおける᳜物の成長は，࿘㎶樹木の᪥ᙳのᙳ㡪

を強くཷけることから，本᮶は全てのㄪᰝ༊，および経年的な↷度

の 定がᚲ要である。本ㄪᰝでは，斜面が༡面し，概ね一様のスギ・

ヒノキ人工林であったこと，ⱑ木生長後の同一条件での樹ୖでの 

定がᅔ㞴であると⪃えられたことから，ㄪᰝ༊ A, B, C の 3 ༊画

の↷度ࢹーࢱで௦⾲することとした。 

*5) 䛂林⦕部」とは，ㄪᰝ༊ෆにおける森林にᅖまれた➃のエリである。

「࿘㎶林ศ」とは，ㄪᰝ༊をᅖࡴ࿘㎶の森林エリのことである。 
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研究論文 

῝層学習を用いた GUI によるⅬධ力と≉ᚩ⿵㛫による᳜物の動画

ീ生成およびそのホ౯ 
 
G enerating and Evaluating Animation Images of Plants and with G UI B ased on Point Input and 
Feature Interpolation Using Deep L earning 

山下♸㈗ 1 森本有⣖ 2 
YAM ASHITA Yuki M ORIM OTO Yuki 

 

Abstract 
In this study, based on a learning data, we construct a 
deep learning model that generates realistic images and 
animations of plants from simple point inputs that spec-
ify the contents of images. In conventional image gener-
ation by deep learning, a rough input may be difficult be-
cause an input image for generation and an output image 
need to correspond one-to-one for each pix el. In addition, 
a large amount of input data is required to generate an 
animation. On the other hand, in a method of continu-
ously changing an image by ex tracting and manipulating 
attributes of the image, it is difficult to obtain a high-
quality animation in which details are clearly ex pressed 
in the generation of a plant image. In this study, we con-
struct a two-stage deep learning model using point labels 
as input. As a result, high-quality images and animations 
that plants smoothly change can be generated from a 
small amount of learning data. Q uantitative evaluation of 
images and animations generated by this study showed 
that high-quality images were obtained that were clearer 
than ex isting methods and less biased in appearance at-
tributes such as leaf arrangement and the size of the plant. 

1. はじめに 

㏆年，῝層学習を用いた画ീ生成に関するᡭ法が┒ࢇ

にᥦされている。これらの一部のᡭ法では画ീを↓స

Ⅽに生成するのではなく，ࣘーザによる数್ධ力や，Ⰽ

ศけされた㡿域を㓄⨨したラ࣋ル画ീのධ力によって，

生成する画ീのෆᐜ物の数や㓄⨨などのᣦ定がྍ能であ

る。 

これらのᡭ法のṤどはラ࣋ル画ീに対ᛂする㟼止画ീ

の生成を⾜うことができる。一᪉で，ධ力画ീと出力画

ീとが画⣲単での 1 対 1 対ᛂであるため，同様のラ࣋

ル画ീからෆᐜに変化のある動画ീ㸦࣓ࢽーション㸧

を生成することはできない。そのため࣓ࢽーションを

生成するには，ෆᐜがᑡしずつ␗なる複数のラ࣋ルをస

成し，画ീを生成するᚲ要がある。また，そのように生

成した画ീが自然な連⥆性をᣢつには，ධ力するラ࣋ル

画ീが連⥆的に変化するよう⪃៖するᚲ要がある。しか

し，このようなᡭ法では高ゎീ度の画ീをᚓることがᅔ

㞴であり，⾲面のᶍ様など⣽部が㩭᫂に⾲⌧された動画

ീの生成にはྥかない。 

本◊✲では，⣽部まで㩭᫂な動画ീの生成がồめられ

る主要な例として᳜物に╔目し，⡆単なⅬධ力によって，

᳜物の⨨や葉の㓄⨨といったෆᐜをᣦ定する。また，

画ീの㍯㒌ሗと⣽部のヲ⣽ሗとをศけて生成する 2

ẁ㝵の῝層学習ࣔࢹルをᥦする。本ᡭ法では，一ᯛの

Ⅼラ࣋ル画ീからの画ീ生成ࡔけでなく，ᯛのⅬラ࣋

ル画ീから⿵㛫による᳜物の動画ീ生成を⾜う。これに

よって，᳜物の生長࣓ࢽーションなどの生成がྍ能で

ある。また，᳜物のⱼや葉のᶍ様などのヲ⣽部ศを再⌧

連絡先：山下♸㈗，yamashita.yuki.29 9 @s.kyushu-u.ac.jp 

1 九州大学大学院芸術工学ᗓ芸術工学ᑓᨷ䝁ン䝔ン䝒䞉䜽䝸䜶䞊䝔䜱䝤デザイ

ン䝁䞊䝇 

 Content and Creative Design Course, Department of Design, G raduate School 

of Design, Kyushu University 

2 九州大学大学院芸術工学研究院䝁ン䝔ン䝒䞉䜽䝸䜶䞊䝔䜱䝤デザイン部門 

 Department of Content and Creative Design, Faculty of Design, Kyushu 

University 
 

（※掲載決定後に編集ＷＧで記載） 

受付日：20**年**月**日、受理日：20**年**月**日 

࿈བྷઌ：山下祐貴ɼyamashita�yuki�299!s�kyushu-u�ac�jp
1 भେ学େ学Ӄܳज़工学ܳज़工学ઐ߈コンςンツ・クリΤーςィϒデザ

インコース
 Content and Creative Design Course, Department of Design, Graduate 

School of Design, Kyushu University
2 भେ学େ学Ӄܳज़工学ڀݚӃコンςンツ・クリΤーςィϒデザイン部
 Department of Content and Creative Design, Faculty of Design, Kyushu 

University

研究論文	 受付日：2020 年 11月 2日、受理日：2020 年 12月 7日

深層学習を用いたGUI による点入力と特徴補間による植物の動画像
生成およびその評価

Generating	and	Evaluating	Animation	Images	of	Plants	and	with	GUI	Based	on	Point	
Input	and	Feature	Interpolation	Using	Deep	Learning

山下祐貴 1	 森本有紀 2

YAMASHITA	Yuki	 MORIMOTO	Yuki

ܳज़工学ڀݚ Vol� 34, 2021 11



 

  

できると同に，᳜物のきさや葉の㓄⨨，ᶍ様などの

እ見における多様性のある動画ീ生成をᐇ⌧する。 

2 . 㛵㐃研究 

本◊✲で用いる῝層学習ࣔࢹルは， G enerative Adver-

sarial Networks ( G ANs)  および V ariational Auto Encoder 

( V AE)  の構造を組み合わࡏたものを࣋ースとして構築

する。 

2 .1. G e n e r a t i v e  A d v e r s a r i a l  N e t w o r k s  ( G A N s )  

G ANs 1)  は G enerator と Discriminator という 2 つの῝層

学習ࣔࢹルを用いて学習ࢹーࢱに基づく画ീを生成する

ᡭ法である。学習ࢹーࢱに類ఝする画ീを生成する

G enerator と，学習ࢹーࢱの画ീと生成した画ീを見ศけ

る Discriminator とがᩛ対的に学習することで，ᚑ᮶の῝

層学習によるᡭ法と比㍑して㩭᫂な画ീを生成できる。

また，様ࠎな学習ࢹーࢱを用ពすることでᖜ広い対㇟に

適用することができる。 

G ANs では㏻ᖖ，学習した画ീࢹーࢱのศᕸに基づく

新しい画ീを数などから↓సⅭに生成するが，一部の

ルではࣘーザのධ力によって生成する画ീのෆᐜࢹࣔ

を一部ᣦ定することができる。このような G ANs は

conditional G ANs ( cG ANs)  2)  とࡤれ，その 1 つである

AriG AN 3) は数್ධ力によってᣦ定した数の葉をᣢつ᳜

物の画ീを生成することができる。対して，本◊✲では

葉の数௨እにも葉の⨨やきさなど様ࠎなෆᐜを，ධ

力のⅬラ࣋ル画ീによってᣦ定できる。 

2 .2 . V a r i a t i o n a l  A u t o  E n c o d e r  ( V A E )  

V AE 4)  は Encoder と Decoder という 2 つの῝層学習ࣔ

ラࣃルを用いてධ力画ീから≉ᚩ㔞をᢳ出し，ᑡないࢹ

࣓ーࢱ数でຠ⋡よく画ീのෆᐜを⾲⌧するᡭ法である。

Encoder によって画ീࢹーࢱを≉ᚩ㔞ࢹーࢱに変し

Decoder は≉ᚩ㔞ࢹーࢱからඖの画ീࢹーࢱをඖする。

≉ᚩ㔞は Encoder と Decoder の㛫の層において，複数ಶ

のࣃラ࣓ーࢱのศᕸである₯ᅾ変数として⾲される。こ

の₯ᅾ変数のࣃラ࣓ーࢱを᧯సすることで画ീෆᐜの連

⥆的な⿵㛫がྍ能である。この₯ᅾ変数の⿵㛫により，

画ീෆᐜが連⥆的に変化する࣓ࢽーションの生成がྍ

能である。 

V AE ではゎീ度の高い画ീや࣓ࢽーションを㩭᫂

に生成することはᅔ㞴であったが， IntroV AE 5)  では

Encoder と Decoder を G ANs にఝたཎ理でᩛ対的に学習

さࡏることで，これをある⛬度ᨵၿしている。V AE では

出力画ീがධ力画ീと同ࡌものとなるが，本◊✲ではධ

力と出力とで␗なる画ീをᢅうことができる。 

2 .3 . I m a g e  t o  I m a g e  t r a n s l a t i o n  

Image to image translation は画ീをධ力として␗なるෆ

ᐜの画ീへと変を⾜うᡭ法である。これを⾜う௦⾲的

な cG ANs である pix 2pix  6)  では，生成する画ീのෆᐜを

Ⰽศけされたラ࣋ル画ീでᣦ定し，これをධ力として㩭

᫂な画ീを生成する。高ရ㉁の画ീをᚓるためには，ラ

ࡤルは生成対㇟と㏆い形状であることがᮃましく，し࣋

しࡤධ力が↹㞧になりᡭ㛫がかかる。また，生成対㇟は

㟼止画ീであり，࣓ࢽーションの生成を⾜うሙ合はෆ

ᐜがᑡしずつ␗なる多数のラ࣋ルがᚲ要となり，ྛラ࣋

ル㛫の対ᛂ関ಀを⪃៖するᚲ要があるためきなᡭ㛫が

かかる。 

これに対して，本◊✲ではⅬධ力によりラ࣋ルを⡆単

にస成できる。また，2 つのラ࣋ルを用いることでら

かな࣓ࢽーションの生成がྍ能である。 

2 .4 . ᮏ研究にࡿࡅ࠾ᕪศ࣭᪂つᛶ 
本◊✲における主な新つ性として，ᚑ᮶の VAE では

ᅔ㞴であった画ീ⣽部の㩭᫂な⾲⌧がྍ能であること，

cGANs で⾜われなかった⡆単なⅬラ࣋ル画ീのධ力に

よる᳜物が連⥆的に変化する࣓ࢽーションの生成がで

きることがᣲげられる。 

3 . ᮏᡭἲ 

目的とする᳜物の画ീをᚓるために，まず G UI ୖで複

数ಶのⅬによりラ࣋ルをえる，Ⅼラ࣋ル画ീ( 3 .1 ⠇)を

స成する。ḟに，Encoder ( 3 .4 ⠇)によってこのⅬラ࣋ル

画ീから≉ᚩ㔞をᢳ出した後，Decoder ( 3 .5 ⠇)によって

ᢳ出した≉ᚩ㔞から⨨や形状といった画ീの㍯㒌ሗ

をᣢった୰㛫画ീを生成する。᭱ 後に，G enerator ( 3 .6 ⠇)

によって୰㛫画ീから葉のᶍ様や⣽部のⰍといったヲ⣽

ሗをᣢった出力画ീをᚓる。なお，本ᡭ法でᢅう学習

ル画ീ，出力の᳜物画ീはい࣋およびධ力のⅬラࢱーࢹ

ずれも RG B の 3 ルをᣢつࢿンࣕࢳ 256× 256 のきさの

画ീである。 
3 .1. Ⅼࣛࣝ࣋⏬ീ G U I  

῝層学習ࣔࢹルへのධ力として，黒⫼景に白でⅬと⥺

を⾲した 1 ᯛの画ീをⅬラ࣋ル画ീとして用する (図

1㸧。Ⅼラ࣋ル画ീでは，᳜物の葉および᰿ඖの⨨を白

い 9 ×9  。ࡄ⧄ルので⾲し，葉と᰿ඖは白⥺でࢭクࣆ
また，ධ力のⅬラ࣋ル画ീと出力の᳜物画ീのࢹーࢱḟ
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ඖ数を合わࡏる目的で，Ⅼラ࣋ル画ീを 3 ルに設ࢿࣕࢳ

定している。ྛࢿࣕࢳルの್は，1 ルの白黒画ീࢿࣕࢳ

における画⣲್を複〇する。 
ラ࣋ル画ീのస成は図 2 に♧す G UI によって⾜う。ࣘ

ーザは᳜物の᰿本にあたる୰ኸのⅬ㸦ᶳⰍ㸧と，葉にあ

たる࿘㎶のⅬ㸦⥳Ⰽ㸧をマ࢘スクリࢵクによって㓄⨨・

㏣ຍ・๐㝖を⾜い，ドラࢢࢵによってⅬの⛣動を⾜うな

どᐜ᫆な᧯సによって，生成画ീの᳜物における葉の数

や⨨のෆᐜをᣦ定できる。 

3 .2  ᴫせࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ .

本ᡭ法では V AE の構成を࣋ースとする Encoder，

Decoder と，G ANs を࣋ースとする G enerator を組み合わ

た，きくศけてࡏ 2 つのẁ㝵から構成される῝層学習

ト࣡ークを構築する㸦図ࢵࢿルによるࢹࣔ 1㸧。 

本ᡭ法で画ീ変によりⅬラ࣋ル画ീから᳜物の動画

ീを生成する㝿には，まず Encoder によってධ力のⅬラ

ル࣋ル画ീを₯ᅾ変数に変する。その₯ᅾ変数はラ࣋

で♧した目的とする᳜物画ീにおける₯ᅾ変数と一⮴す

るよう学習が⾜われている。ḟに Decoder によって

Encoder がᢳ出した₯ᅾ変数をもとに目的の᳜物の㍯㒌

ሗを⾲⌧した୰㛫画ീに変する。᭱後に，G enerator

によって୰㛫画ീから⣽部のヲ⣽ሗが⾲⌧された画ീ

へと変することで，Ⅼラ࣋ル画ീで♧したෆᐜの᳜物

の画ീをᚓる。 

Encoder および Decoder は IntroV AE と同様に，それࡒ

れ␗なる目的関数に基づいてᩛ対的に学習を⾜う。目的

関数は，Encoder では本物の᳜物画ീと生成したഇ物の

᳜物画ീの≉ᚩ㔞ศᕸを㐲ࡊけるように，Decoder では

対に生成⢭度を高めて≉ᚩ㔞ศᕸが㏆づくように設定

する。これにより V AE において学習のᏳ定が㞴しい高ゎ

ീ度の画ീ生成がྍ能となる。この 2 つのࣔࢹルではⅬ

ラ࣋ル画ീからᢳ出した₯ᅾ変数から，対ᛂする᳜物画

ീの⨨や形状といった㍯㒌ሗをᣢつ୰㛫画ീを生成

する。なお，Encoder および Decoder の 2 つのࣔࢹルは，

図 2 ᕥഃに♧すように₯ᅾ変数をして᥋⥆した状ែで

同に学習を⾜う。 

G enerator は๓㏙した 2 つのࣔࢹルとは⊂❧に学習を⾜

う。Decoder で生成した୰㛫画ീに葉のᶍ様やⰍの⃰ῐと

いったヲ⣽ሗをຍし，᭱終的な出力画ീを生成する。  
ᅗ 2  Ⅼධຊ GUI 

 

 
ᅗ 1 2  ࣝࢹࣔ⩦ᒙᏛ῝ࡿ࡞ࡽẁ㝵ࡢࡘ
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ーザは᳜物の᰿本にあたる୰ኸのⅬ㸦ᶳⰍ㸧と，葉にあ

たる࿘㎶のⅬ㸦⥳Ⰽ㸧をマ࢘スクリࢵクによって㓄⨨・

㏣ຍ・๐㝖を⾜い，ドラࢢࢵによってⅬの⛣動を⾜うな

どᐜ᫆な᧯సによって，生成画ീの᳜物における葉の数

や⨨のෆᐜをᣦ定できる。 

3 .2  ᴫせࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ .

本ᡭ法では V AE の構成を࣋ースとする Encoder，

Decoder と，G ANs を࣋ースとする G enerator を組み合わ

た，きくศけてࡏ 2 つのẁ㝵から構成される῝層学習

ト࣡ークを構築する㸦図ࢵࢿルによるࢹࣔ 1㸧。 

本ᡭ法で画ീ変によりⅬラ࣋ル画ീから᳜物の動画

ീを生成する㝿には，まず Encoder によってධ力のⅬラ

ル࣋ル画ീを₯ᅾ変数に変する。その₯ᅾ変数はラ࣋

で♧した目的とする᳜物画ീにおける₯ᅾ変数と一⮴す

るよう学習が⾜われている。ḟに Decoder によって

Encoder がᢳ出した₯ᅾ変数をもとに目的の᳜物の㍯㒌

ሗを⾲⌧した୰㛫画ീに変する。᭱後に，G enerator

によって୰㛫画ീから⣽部のヲ⣽ሗが⾲⌧された画ീ

へと変することで，Ⅼラ࣋ル画ീで♧したෆᐜの᳜物

の画ീをᚓる。 

Encoder および Decoder は IntroV AE と同様に，それࡒ

れ␗なる目的関数に基づいてᩛ対的に学習を⾜う。目的

関数は，Encoder では本物の᳜物画ീと生成したഇ物の

᳜物画ീの≉ᚩ㔞ศᕸを㐲ࡊけるように，Decoder では

対に生成⢭度を高めて≉ᚩ㔞ศᕸが㏆づくように設定

する。これにより V AE において学習のᏳ定が㞴しい高ゎ

ീ度の画ീ生成がྍ能となる。この 2 つのࣔࢹルではⅬ

ラ࣋ル画ീからᢳ出した₯ᅾ変数から，対ᛂする᳜物画

ീの⨨や形状といった㍯㒌ሗをᣢつ୰㛫画ീを生成

する。なお，Encoder および Decoder の 2 つのࣔࢹルは，

図 2 ᕥഃに♧すように₯ᅾ変数をして᥋⥆した状ែで

同に学習を⾜う。 

G enerator は๓㏙した 2 つのࣔࢹルとは⊂❧に学習を⾜

う。Decoder で生成した୰㛫画ീに葉のᶍ様やⰍの⃰ῐと

いったヲ⣽ሗをຍし，᭱終的な出力画ീを生成する。  
ᅗ 2  Ⅼධຊ GUI 

 

 
ᅗ 1 2  ࣝࢹࣔ⩦ᒙᏛ῝ࡿ࡞ࡽẁ㝵ࡢࡘ

 

 

ᅗ 3  సᡂࡓࡋᏛ⩦⏝ࢺࢵࢭࢱ࣮ࢹ 

 

 

  

ඖ数を合わࡏる目的で，Ⅼラ࣋ル画ീを 3 ルに設ࢿࣕࢳ
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㏣ຍ・๐㝖を⾜い，ドラࢢࢵによってⅬの⛣動を⾜うな

どᐜ᫆な᧯సによって，生成画ീの᳜物における葉の数

や⨨のෆᐜをᣦ定できる。 

3 .2  ᴫせࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ .

本ᡭ法では V AE の構成を࣋ースとする Encoder，

Decoder と，G ANs を࣋ースとする G enerator を組み合わ

た，きくศけてࡏ 2 つのẁ㝵から構成される῝層学習

ト࣡ークを構築する㸦図ࢵࢿルによるࢹࣔ 1㸧。 

本ᡭ法で画ീ変によりⅬラ࣋ル画ീから᳜物の動画

ീを生成する㝿には，まず Encoder によってධ力のⅬラ

ル࣋ル画ീを₯ᅾ変数に変する。その₯ᅾ変数はラ࣋

で♧した目的とする᳜物画ീにおける₯ᅾ変数と一⮴す

るよう学習が⾜われている。ḟに Decoder によって

Encoder がᢳ出した₯ᅾ変数をもとに目的の᳜物の㍯㒌

ሗを⾲⌧した୰㛫画ീに変する。᭱後に，G enerator

によって୰㛫画ീから⣽部のヲ⣽ሗが⾲⌧された画ീ

へと変することで，Ⅼラ࣋ル画ീで♧したෆᐜの᳜物

の画ീをᚓる。 

Encoder および Decoder は IntroV AE と同様に，それࡒ

れ␗なる目的関数に基づいてᩛ対的に学習を⾜う。目的

関数は，Encoder では本物の᳜物画ീと生成したഇ物の

᳜物画ീの≉ᚩ㔞ศᕸを㐲ࡊけるように，Decoder では

対に生成⢭度を高めて≉ᚩ㔞ศᕸが㏆づくように設定

する。これにより V AE において学習のᏳ定が㞴しい高ゎ

ീ度の画ീ生成がྍ能となる。この 2 つのࣔࢹルではⅬ

ラ࣋ル画ീからᢳ出した₯ᅾ変数から，対ᛂする᳜物画

ീの⨨や形状といった㍯㒌ሗをᣢつ୰㛫画ീを生成

する。なお，Encoder および Decoder の 2 つのࣔࢹルは，

図 2 ᕥഃに♧すように₯ᅾ変数をして᥋⥆した状ែで

同に学習を⾜う。 

G enerator は๓㏙した 2 つのࣔࢹルとは⊂❧に学習を⾜

う。Decoder で生成した୰㛫画ീに葉のᶍ様やⰍの⃰ῐと

いったヲ⣽ሗをຍし，᭱終的な出力画ീを生成する。  
ᅗ 2  Ⅼධຊ GUI 
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3 .3 . Ꮫ⩦ࡢࢺࢵࢭࢱ࣮ࢹసᡂ 

本ᡭ法の῝層学習ࣔࢹルでは，Ⅼラ࣋ル画ീから᳜物

のシルエࢵトሗなどをᣢった୰㛫画ീに，そして，୰

㛫画ീから᳜物画ീを生成するように，学習を⾜う。そ

のための学習ࢹーࢱを，CV PPP L CC 2017 plant Dataset 

(CV PPP (ト) 7ࢵࢭࢱーࢹ をもとにస成した。CV PPP ーࢹ

トは，783ࢵࢭࢱ ᯛのシࣟイࢾナࢬナの画ീからなる公

開ࢹーࢵࢭࢱトである。⫼景のあるシࣟイࢾナࢬナの画

ീとその᳜物部ศを白Ⰽとしたマスク画ീ，および，そ

の一つ一つの葉の୰ᚰ⨨ሗをྵࡴ。 

まず，Ⅼラ࣋ル画ീの学習ࢹーࢵࢭࢱトは，CV PPP

トのⅬの⨨ሗの⨨にⅬを，ྛⅬと᰿本ࢵࢭࢱーࢹ

の⨨に⥺をᥥ画し，స成する(図 3 ୖẁ)。対ᛂする目

標画ീは，マスク画ീを用いて⫼景を๐㝖した᳜物画ീ

とする (図 3 ୰ẁ)。୰㛫画ീは，᳜ 物部ศの㍯㒌ሗの

みをᣢつ画ീであるため，๓㏙のマスク画ീを用いる

(図 3 下ẁ)。このようにしてస成した全 783 組の画ീか

らなる自సࢹーࢵࢭࢱトを用いて῝層学習ࣔࢹルの学習

を⾜った。 

 

3 .4 . E n c o d e r  

Encoder㸦図 4 ୖ㸧ではⅬラ࣋ル画ീをධ力として，そ

れから≉ᚩ㔞をᢳ出し₯ᅾ変数に変する。本ᡭ法では

₯ᅾ変数は 3 2 ḟඖに設定する。Encoder では，Ⅼラ࣋ル

画ീの㓄⨨に関する≉ᚩ㔞から変される₯ᅾ変数が，

そのⅬラ࣋ル画ീに対ᛂする᳜物画ീのእ見的≉ᚩに関

する≉ᚩ㔞から変される₯ᅾ変数と一⮴するよう学習

する。 

3 .4 .1. E n c o d e r  ⩦Ꮫࡢ

Encoder は自సࢹーࢵࢭࢱトのⅬラ࣋ル画ീと対ᛂす

る᳜物画ീをධ力および正ゎ画ീとして学習する。学習

は Decoder ( 3 .5 ⠇)と᥋⥆した状ែで一⥴に⾜う。ධ力画

ീ x ，および，Encoder により x から取り出される≉ᚩ㔞

と₯ᅾ変数 z の関ಀは，ḟのᘧ( 1) で♧される。 

 

 𝑧𝑧𝑧𝑧 = 𝜇𝜇𝜇𝜇(𝑥𝑥𝑥𝑥) + 𝜀𝜀𝜀𝜀 × 𝜎𝜎𝜎𝜎(𝑥𝑥𝑥𝑥) ( 1)  

 

ここで μ( x ) および σ( x ) は Encoder がධ力画ീ x にᛂࡌ

て出力する್であり，それࡒれ x に対ᛂする₯ᅾ変数 z

のศᕸにおけるᖹᆒおよびศᩓをពしている。ε は正

つศᕸ N( 0,1) から取り出される，z のศᩓを再⌧するた

めにಀ数として用いる್である。z を x に対ᛂする☜⋡

ศᕸ N( μ( x ) ,σ(x ) ) から直᥋取り出すሙ合，この☜⋡ศᕸ

によって Encoder と Decoder との⧅がりが⤯たれるため，

この 2 つのࣔࢹルを連動した学習ができない。ᘧ ( 1) に

より，z を N( μ( x ) ,σ( x ) ) から㛫᥋的に取り出すことで，

Ⅼラ࣋ル画ീからồめられた₯ᅾ変数が画ീに変され

る一連のὶれがྛࣔࢹルෆの数ᘧによって⧅がり，

Encoder および Decoder の⧅がりを保ったままᩛ対的な

学習を⾜うことができる。このᘧ ( 1) を用いる᪉法は，

reparameterization trick 4)  という V AE において広く用いら

れている学習ᡭ法である。 

ධ力となるⅬラ࣋ル画ീおよび᳜物の୰㛫画ീのそれ

，れからᢳ出される₯ᅾ変数のศᕸを㏆づけるようにࡒ

ḟのᘧ( 2) に♧すような目的関数を設定し，これを᭱ᑠ化

するようなධ力画ീから₯ᅾ変数への変をồめる。 

 

 ℒ𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒 = 

𝐾𝐾𝐾𝐾𝐾𝐾𝐾𝐾(𝑧𝑧𝑧𝑧𝑥𝑥𝑥𝑥) + 𝐾𝐾𝐾𝐾𝐾𝐾𝐾𝐾�𝑧𝑧𝑧𝑧𝑦𝑦𝑦𝑦� + 𝛼𝛼𝛼𝛼𝑒𝑒𝑒𝑒(𝑚𝑚𝑚𝑚 − 𝐾𝐾𝐾𝐾𝐾𝐾𝐾𝐾(𝑧𝑧𝑧𝑧𝑟𝑟𝑟𝑟)) + 𝛽𝛽𝛽𝛽𝑒𝑒𝑒𝑒‖𝑦𝑦𝑦𝑦 − 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑟𝑟𝑟𝑟‖2 
( 2)  

 

このとき，𝑧𝑧𝑧𝑧𝑥𝑥𝑥𝑥はⅬラ࣋ル画ീ，𝑧𝑧𝑧𝑧𝑦𝑦𝑦𝑦は対ᛂする᳜物の୰㛫

画ീからᘧ ( 1) によりそれࡒれᢳ出した₯ᅾ変数，𝑦𝑦𝑦𝑦𝑟𝑟𝑟𝑟は

᥋⥆された。 

Decoder によって𝑧𝑧𝑧𝑧𝑥𝑥𝑥𝑥から生成した୰㛫画ീ，𝑧𝑧𝑧𝑧𝑟𝑟𝑟𝑟は𝑦𝑦𝑦𝑦𝑟𝑟𝑟𝑟から

再びᢳ出した₯ᅾ変数である。𝑦𝑦𝑦𝑦は𝑧𝑧𝑧𝑧𝑦𝑦𝑦𝑦のᢳ出に用いた᳜

物の୰㛫画ീ，α𝑒𝑒𝑒𝑒，𝛽𝛽𝛽𝛽𝑒𝑒𝑒𝑒，𝑚𝑚𝑚𝑚は学習の設定ࣃラ࣓ーࢱで

ある。なお，𝑚𝑚𝑚𝑚は計⟬⤖ᯝが㈇になることを防ࡄために

ຍ⟬する್である。また，𝐾𝐾𝐾𝐾𝐾𝐾𝐾𝐾(𝑝𝑝𝑝𝑝)は kullback leibler distance

とࡤれる，2 つの☜⋡ศᕸ㛫におけるᕪ␗のきさを

ồめるᣦ標を用いて，𝑝𝑝𝑝𝑝のศᕸと標‽正つศᕸ𝑁𝑁𝑁𝑁(0,1)と

の㊥㞳を⟬出するものである。2 つの☜⋡ศᕸ㛫におけ

る㊥㞳は，ḟのᘧ( 3 ) よりᚓられる。 

 
 

𝐾𝐾𝐾𝐾𝐾𝐾𝐾𝐾(𝑝𝑝𝑝𝑝||𝑞𝑞𝑞𝑞) = � 𝑝𝑝𝑝𝑝(𝑥𝑥𝑥𝑥)𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙
𝑝𝑝𝑝𝑝(𝑥𝑥𝑥𝑥)
𝑞𝑞𝑞𝑞(𝑥𝑥𝑥𝑥)𝑑𝑑𝑑𝑑𝑥𝑥𝑥𝑥

∞

−∞
 ( 3 )  

 

𝑝𝑝𝑝𝑝(𝑥𝑥𝑥𝑥)，𝑞𝑞𝑞𝑞(𝑥𝑥𝑥𝑥)はそれࡒれ，2 つの☜⋡ศᕸの☜⋡ᐦ度関数

である。ᘧ( 2) では一᪉の☜⋡ศᕸを標‽正つศᕸ𝑁𝑁𝑁𝑁(0,1)

として，Ⅼラ࣋ル画ീと目標の᳜物画ീから取り出した

≉ᚩ㔞ศᕸをこの𝑁𝑁𝑁𝑁(0,1)をして⤖びつけている。これ

により，画ീの≉ᚩ㔞ᢳ出と変を同に⾜う。 
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3 .4 .2 . E n c o d e r にືࡿࡼ⏬ീ⏕ᡂ 

学習済みの Encoder により画ീ生成を⾜う㝿には，3 㸬

1 ⠇に♧した G UI を用いてస成したⅬラ࣋ル画ീをධ力

とし，ᘧ( 1) により₯ᅾ変数をᚓる。理的な学習が⾜わ

れているሙ合，ここでᚓられる₯ᅾ変数はⅬラ࣋ル画ീ

でᣦ定したෆᐜの᳜物画ീにおける₯ᅾ変数と合⮴する。

この₯ᅾ変数を Decoder へのධ力として画ീ生成をḟの

ẁ㝵へ進める。一᪉，࣓ࢽーションの生成を⾜う㝿に

は，その࣓ࢽーションにおける変化๓の᳜物と変化後

の᳜物にあたる 2 つのⅬラ࣋ル画ീをධ力とし，それࡒ

れからᚓた₯ᅾ変数を Decoder へධ力する。 

 

3 .5 . D e c o d e r  

Decoder (図 4 下䠅では Encoder によってⅬラ࣋ル画ീか

らᢳ出した₯ᅾ変数をධ力として，目的とする᳜物の㍯㒌

形状のみを⾲⌧する୰㛫画ീを出力する。V AE における

Decoder は᳜物における葉のᶍ様など，画ീのヲ⣽を㩭᫂

に生成することには適さない。ここではⅬラ࣋ル画ീに対

ᛂする᳜物の㍯㒌ሗをᣢった୰㛫画ീを生成する。 

3 .5 .1. D e c o d e r  ⩦Ꮫࡢ

Decoder の学習は，Encoder ( 3 .4 ⠇)と᥋⥆した状ែで

同に⾜われる。学習には，Encoder によってᢳ出し

た₯ᅾ変数と，Ⅼラ࣋ル画ീの௦わりに標‽正つศᕸ

N( 0,1) からⅬラ࣋ル画ീのሙ合と同ࡌಶ数の≉ᚩ㔞を⾲

⌧する数್を取り出してᚓた₯ᅾ変数をそれࡒれධ力と

して୰㛫画ീの生成を⾜う。このとき，どࡕらの生成画

ീも目標の᳜物画ീの≉ᚩ㔞ศᕸに㏆づくように，ᘧ( 4)

に♧す目的関数を᭱ᑠ化するような₯ᅾ変数から୰㛫画

ീへの変をồめる。 

 

 ℒௗ𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒 = 𝛼𝛼𝛼𝛼𝑒𝑒𝑒𝑒(𝐾𝐾𝐾𝐾𝐾𝐾𝐾𝐾(𝑧𝑧𝑧𝑧𝑟𝑟𝑟𝑟) + 𝐾𝐾𝐾𝐾𝐾𝐾𝐾𝐾(𝑧𝑧𝑧𝑧)) + 𝛽𝛽𝛽𝛽𝑒𝑒𝑒𝑒‖𝑦𝑦𝑦𝑦 − 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑟𝑟𝑟𝑟‖2 ( 4)  

 
𝑧𝑧𝑧𝑧は標‽正つศᕸ𝑁𝑁𝑁𝑁(0,1)から取り出した₯ᅾ変数と同ࡌ

3 2 ḟඖのࣃラ࣓ーࢱから Decoder によって生成した୰㛫

画ീから，Encoder により再度ᢳ出した₯ᅾ変数である。

この目的関数によりあらࡺる₯ᅾ変数の್をఱらかの᳜

物画ീの≉ᚩに⤖びつけ，生成画ീの連⥆的な⿵㛫をྍ

能にする。 

3 .5 .2 . D e c o d e r にືࡿࡼ⏬ീ⏕ᡂ 

学習済みの Decoder により画ീ生成を⾜う㝿には，G UI

でస成したⅬラ࣋ル画ീから Encoder によって取り出し

た₯ᅾ変数をධ力とし，᳜物の୰㛫画ീをᚓる。 
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3 .4 .2 . E n c o d e r にືࡿࡼ⏬ീ⏕ᡂ 

学習済みの Encoder により画ീ生成を⾜う㝿には，3 㸬

1 ⠇に♧した G UI を用いてస成したⅬラ࣋ル画ീをධ力

とし，ᘧ( 1) により₯ᅾ変数をᚓる。理的な学習が⾜わ

れているሙ合，ここでᚓられる₯ᅾ変数はⅬラ࣋ル画ീ

でᣦ定したෆᐜの᳜物画ീにおける₯ᅾ変数と合⮴する。

この₯ᅾ変数を Decoder へのධ力として画ീ生成をḟの

ẁ㝵へ進める。一᪉，࣓ࢽーションの生成を⾜う㝿に

は，その࣓ࢽーションにおける変化๓の᳜物と変化後

の᳜物にあたる 2 つのⅬラ࣋ル画ീをධ力とし，それࡒ

れからᚓた₯ᅾ変数を Decoder へධ力する。 

 

3 .5 . D e c o d e r  

Decoder (図 4 下䠅では Encoder によってⅬラ࣋ル画ീか

らᢳ出した₯ᅾ変数をධ力として，目的とする᳜物の㍯㒌

形状のみを⾲⌧する୰㛫画ീを出力する。V AE における

Decoder は᳜物における葉のᶍ様など，画ീのヲ⣽を㩭᫂

に生成することには適さない。ここではⅬラ࣋ル画ീに対

ᛂする᳜物の㍯㒌ሗをᣢった୰㛫画ീを生成する。 

3 .5 .1. D e c o d e r  ⩦Ꮫࡢ

Decoder の学習は，Encoder ( 3 .4 ⠇)と᥋⥆した状ែで

同に⾜われる。学習には，Encoder によってᢳ出し

た₯ᅾ変数と，Ⅼラ࣋ル画ീの௦わりに標‽正つศᕸ

N( 0,1) からⅬラ࣋ル画ീのሙ合と同ࡌಶ数の≉ᚩ㔞を⾲

⌧する数್を取り出してᚓた₯ᅾ変数をそれࡒれධ力と

して୰㛫画ീの生成を⾜う。このとき，どࡕらの生成画

ീも目標の᳜物画ീの≉ᚩ㔞ศᕸに㏆づくように，ᘧ( 4)

に♧す目的関数を᭱ᑠ化するような₯ᅾ変数から୰㛫画

ീへの変をồめる。 
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3 2 ḟඖのࣃラ࣓ーࢱから Decoder によって生成した୰㛫

画ീから，Encoder により再度ᢳ出した₯ᅾ変数である。

この目的関数によりあらࡺる₯ᅾ変数の್をఱらかの᳜

物画ീの≉ᚩに⤖びつけ，生成画ീの連⥆的な⿵㛫をྍ

能にする。 
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また，࣓ࢽーションの生成を⾜う㝿には，2 つのⅬラ

ル画ീから࣋ Encoder によってᚓた₯ᅾ変数を用いる。

まず，この 2 つの₯ᅾ変数を⥺形⿵㛫し，࣓ࢽーショ

ンにおけるྛࣇレー࣒の᳜物画ീに対ᛂする₯ᅾ変数を

ᚓる。ࣇレー࣒のศ割数を݊としたときの݅␒目の₯ᅾ変

数は，ḟのᘧ( 5) よりᚓられる。 

 
 

𝑧𝑧𝑧𝑧 = 𝑧𝑧𝑧𝑧 + (𝑧𝑧𝑧𝑧 − 𝑧𝑧𝑧𝑧) ×
݅ − 1
݊ − 1 ( 5)  

 

このとき，𝑧𝑧𝑧𝑧，𝑧𝑧𝑧𝑧はそれࡒれ，2 つのⅬラ࣋ル画ീから

ᚓられた₯ᅾ変数である。ᘧ ( 5) によって⿵㛫した₯ᅾ

変数𝑧𝑧𝑧𝑧ଵ，𝑧𝑧𝑧𝑧2，𝑧𝑧𝑧𝑧ଷ，㸬㸬㸬，𝑧𝑧𝑧𝑧𝑒𝑒𝑒𝑒を Decoder へのධ力として，そ

れࡒれ୰㛫画ീを生成し，G enerator へのධ力とする。 

3 .6 . G e n e r a t o r  

G enerator (図 5 ᕥ) では Decoder によって生成した㍯

㒌ሗをᣢった୰㛫画ീをධ力として，Ⰽの⃰ῐや葉の

ᶍ様のヲ⣽ሗをྵࡴ目的の画ീを生成する。G ANs の

構造を࣋ースとするࣔࢹルであり，学習の㝿には本物の

画ീと生成されたഇ物の画ീを㆑ูして G enerator に

クするࢵࣂードࣇ Discriminator 䠄3 .6.2 ⠇䠅を用いたᩛ

対的学習を⾜う。 

3 .6 .1. G e n e r a t o r  ⩦Ꮫࡢ

G enerator の学習では，葉の⣽部のᶍ様など画ീのヲ⣽

まで㩭᫂に生成できるよう，目的関数を設定する。自స

トの୰㛫画ീをධ力画ീ，᳜物画ീを正ゎ画ࢵࢭࢱーࢹ

ീとし，G enerator の学習を⾜う。௨下のᘧ ( 6) に♧す目

的関数を᭱ᑠ化するような，୰㛫画ീから᳜物画ീへの

変をồめる。 

 

 ℒ𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒 = −𝛼𝛼𝛼𝛼𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙ܦ�𝑦𝑦𝑦𝑦� − 𝛽𝛽𝛽𝛽݅ݏݏ𝑚𝑚𝑚𝑚�𝑦𝑦𝑦𝑦௧，𝑦𝑦𝑦𝑦� ( 6)  

 

𝑦𝑦𝑦𝑦௧は自సࢹーࢵࢭࢱトの正ゎ画ീ，𝑦𝑦𝑦𝑦は G enerator に

よって生成した画ീ，𝛼𝛼𝛼𝛼，𝛽𝛽𝛽𝛽は学習の設定ࣃラ࣓ーࢱ

である。ܦ(ܽ)は Discriminator ( 3 .6.2 㡯)により画ീܽを

㆑ูした⤖ᯝであり，0 から 1 の㛫で本物に㏆いど

きい್が㏉される。݅ݏݏ𝑚𝑚𝑚𝑚�ܽ，ܾ�は，画ീのホ౯ᣦ標の

1 つである structural similarity ( SSIM )  8)  によって⟬出した

ܽ，ܾの画ീにおける類ఝ度である。 

3 .6 .2 . D i s c r i m i n a t o r  

Discriminator (図 5 ྑ䠅は， G enerator で生成した画ീ

と，目標とする学習ࢹーࢱの正ゎ画ീを㆑ูする役割を

ᣢつ。 G enerator と Discriminator は同に学習を⾜うこ

とで， G enerator は Discriminator に見◚られないように

正ゎ画ീにእ見的≉ᚩが㏆い画ീを生成しようとし，

Discriminator は正ゎ画ീとの㐪いが㠀ᖖにᑠさい生成画

ീでも㆑ูしようとする。このようなᩛ対的学習を⧞り

㏉すことで，G enerator は⣽部の≉ᚩまで正ゎ画ീを再⌧

した，高ရ㉁な画ീを生成できるようになる。 

Discriminator の学習では，ᘧ( 7) に♧す目的関数を᭱ᑠ

化するような᳜物画ീの㆑ูを⾜うようにする。 

 

 ℒௗ௦ = 𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙ܦ(𝑦𝑦𝑦𝑦௧) + 𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙(1 − ) ((𝑦𝑦𝑦𝑦)ܦ 7)  

 

また，本ᡭ法では Discriminator で㆑ูする画ീを Patch

とよࡤれるᑠ㡿域にศ割し，この㡿域ࡈとに㆑ูする

PatchG AN 6)  を用いる。本ᡭ法でᢅう᳜物画ീのきさ

256×256 であるが，これを 16×16 のきさのᑠ㡿域にศ

割してྛ㡿域でᘧ( 7) の目的関数をồめ，それらをᖹᆒす

ることで Discriminator の目的関数を計⟬する。 

3 .6 .3 . G e n e r a t o r にືࡿࡼ⏬ീ⏕ᡂ 

学習済みの G enerator により画ീ生成を⾜う㝿には，

Decoder により生成した୰㛫画ീをධ力として，目的の

᳜物画ീをᚓる。 

また，࣓ࢽーション生成を⾜う㝿には，Decoder に，

Encoder にධ力した 2 つのⅬラ࣋ル画ീに対ᛂする画ീ

を⿵㛫する₯ᅾ変数をධ力して，ྛࣇレー࣒の᳜物画ീ

を生成する。この連⥆画ീにより，᳜物の࣓ࢽーショ

ンをస成する。 

 

4. ⤖ᯝ 

本ᡭ法による動画ീ生成のᐇ㦂では῝層学習ࣔࢹルの

学習ࢹーࢱとして，3 .3 ⠇に♧した自సのࢹーࢵࢭࢱトを

用した。なお，自సࢹーࢵࢭࢱトにྵまれるࢹーࢱの

うࡕ 9 割をࣔࢹルの学習ࢹーࢱとした。ṧりの 1 割はࢸ

ストࢹーࢱとし，本❶に♧す᳨ドにおけるධ力のⅬラ࣋

ル画ീおよび目標の᳜物画ീの࣌として用いた。ࣔࢹ

ルのᐇは PyTorch で⾜い，学習環境として NV idia Tesla 

P100 G PU を用した。学習のࣃラ࣓ーࢱ設定は𝛼𝛼𝛼𝛼𝑒𝑒𝑒𝑒 =

1.0,𝛽𝛽𝛽𝛽𝑒𝑒𝑒𝑒 = 10.0,𝑚𝑚𝑚𝑚 = 120,𝛼𝛼𝛼𝛼 = 1.0,𝛽𝛽𝛽𝛽 = 10.0とし，学習⋡

は 0.0002，学習ᅇ数は 100,000 epoch に設定した。 

本῝層学習ࣔࢹルによる画ീ生成の再⌧性を᳨ドする

ため，Ⅼラ࣋ル画ീによってෆᐜをᣦ定した᳜物の画ീ

生成を⾜った(4.1 ⠇)。ᚓられた⤖ᯝはそれࡒれ structural 
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similarity ( SSIM )  8)  および，Fré chet Inception Distance 

( FID)  9 )  による定㔞的ホ౯を⾜い，pix 2pix と比㍑した。

SSIM は 2 ᯛの画ീにおける画⣲್から画ീの類ఝ度を

計⟬するᣦ標で，್がきいどより本物(目標画ീ)に

㏆い画ീが生成できていることをពする。また，FID

は学習済み῝層学習ࣔࢹルを用いて≉ᚩの㏆さを⟬出し，

್がᑠさくなるど目標画ീに㏆いことをពする。 

また，本ᡭ法による࣓ࢽーションの生成を定し

た，₯ᅾ変数の⿵㛫による᳜物がḟ➨に変化していくよ

うな連⥆画ീの生成を⾜った(4.2 ⠇)。 

4 .1. Ⅼࣛࣝ࣋⏬ീࡓ࠸⏝ࢆ⏕ᡂ 

Ⅼラ࣋ル画ീを用いた本ᡭ法による生成画ീの再⌧性

を᳨ドする。本ᡭ法および pix 2pix にࢸストࢹーࢱのⅬ

ラ࣋ル画ീをえた⤖ᯝを図 6，ྛ生成画ീにおける定

㔞ホ౯⤖ᯝのᖹᆒ್を⾲ 1 に♧す。ᚤ⣽な㐪いを☜ㄆで

きるよう，㉥い▴形部ศをࢢレイスࢣール変したୖで

್をスࢣーリンࢢで強ㄪし，ᣑ⾲♧している。なお，

pix 2pix のሙ合においても自సࢹーࢵࢭࢱトを用いて学

習を⾜い，同様にⅬラ࣋ル画ീをධ力としてえること

で⤖ᯝ画ീの生成を⾜った。 

SSIM と FID によるホ౯⤖ᯝを⾲ 2 に♧す。本ᡭ法で

は pix 2pix と比㍑して葉のᶍ様といったヲ⣽まで㩭᫂に

⾲⌧できており，定㔞ホ౯においてもより高い SSIM に

おける類ఝ度とよりᑠさい FID を㐩成している。したが

って，本ᡭ法では，より学習ࢹーࢱに㏆くෆᐜに೫りの

ᑡない，㩭᫂で多様性のある画ീ生成を⾜えると⪃えら

れる。 

pix 2pix よりⰋい⤖ᯝがᚓられた理⏤として，本ᡭ法で

 

ᅗ 6  Ⅼධຊにࡿࡼ⏕ᡂ⤖ᯝ 

 

 
ᅗ 7  ⿵㛫にࡿࡼ⏕ᡂ⤖ᯝ 
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್がᑠさくなるど目標画ീに㏆いことをពする。 

また，本ᡭ法による࣓ࢽーションの生成を定し

た，₯ᅾ変数の⿵㛫による᳜物がḟ➨に変化していくよ

うな連⥆画ീの生成を⾜った(4.2 ⠇)。 

4 .1. Ⅼࣛࣝ࣋⏬ീࡓ࠸⏝ࢆ⏕ᡂ 

Ⅼラ࣋ル画ീを用いた本ᡭ法による生成画ീの再⌧性

を᳨ドする。本ᡭ法および pix 2pix にࢸストࢹーࢱのⅬ

ラ࣋ル画ീをえた⤖ᯝを図 6，ྛ生成画ീにおける定

㔞ホ౯⤖ᯝのᖹᆒ್を⾲ 1 に♧す。ᚤ⣽な㐪いを☜ㄆで

きるよう，㉥い▴形部ศをࢢレイスࢣール変したୖで

್をスࢣーリンࢢで強ㄪし，ᣑ⾲♧している。なお，

pix 2pix のሙ合においても自సࢹーࢵࢭࢱトを用いて学

習を⾜い，同様にⅬラ࣋ル画ീをධ力としてえること

で⤖ᯝ画ീの生成を⾜った。 

SSIM と FID によるホ౯⤖ᯝを⾲ 2 に♧す。本ᡭ法で

は pix 2pix と比㍑して葉のᶍ様といったヲ⣽まで㩭᫂に

⾲⌧できており，定㔞ホ౯においてもより高い SSIM に

おける類ఝ度とよりᑠさい FID を㐩成している。したが

って，本ᡭ法では，より学習ࢹーࢱに㏆くෆᐜに೫りの

ᑡない，㩭᫂で多様性のある画ീ生成を⾜えると⪃えら

れる。 

pix 2pix よりⰋい⤖ᯝがᚓられた理⏤として，本ᡭ法で

 

ᅗ 6  Ⅼධຊにࡿࡼ⏕ᡂ⤖ᯝ 

 

 
ᅗ 7  ⿵㛫にࡿࡼ⏕ᡂ⤖ᯝ 

 

 

  

similarity ( SSIM )  8)  および，Fré chet Inception Distance 

( FID)  9 )  による定㔞的ホ౯を⾜い，pix 2pix と比㍑した。

SSIM は 2 ᯛの画ീにおける画⣲್から画ീの類ఝ度を
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は学習済み῝層学習ࣔࢹルを用いて≉ᚩの㏆さを⟬出し，

್がᑠさくなるど目標画ീに㏆いことをពする。 

また，本ᡭ法による࣓ࢽーションの生成を定し

た，₯ᅾ変数の⿵㛫による᳜物がḟ➨に変化していくよ

うな連⥆画ീの生成を⾜った(4.2 ⠇)。 
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Ⅼラ࣋ル画ീを用いた本ᡭ法による生成画ീの再⌧性

を᳨ドする。本ᡭ法および pix 2pix にࢸストࢹーࢱのⅬ

ラ࣋ル画ീをえた⤖ᯝを図 6，ྛ生成画ീにおける定

㔞ホ౯⤖ᯝのᖹᆒ್を⾲ 1 に♧す。ᚤ⣽な㐪いを☜ㄆで

きるよう，㉥い▴形部ศをࢢレイスࢣール変したୖで

್をスࢣーリンࢢで強ㄪし，ᣑ⾲♧している。なお，

pix 2pix のሙ合においても自సࢹーࢵࢭࢱトを用いて学

習を⾜い，同様にⅬラ࣋ル画ീをධ力としてえること

で⤖ᯝ画ീの生成を⾜った。 

SSIM と FID によるホ౯⤖ᯝを⾲ 2 に♧す。本ᡭ法で

は pix 2pix と比㍑して葉のᶍ様といったヲ⣽まで㩭᫂に

⾲⌧できており，定㔞ホ౯においてもより高い SSIM に

おける類ఝ度とよりᑠさい FID を㐩成している。したが

って，本ᡭ法では，より学習ࢹーࢱに㏆くෆᐜに೫りの

ᑡない，㩭᫂で多様性のある画ീ生成を⾜えると⪃えら

れる。 

pix 2pix よりⰋい⤖ᯝがᚓられた理⏤として，本ᡭ法で
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は 2 ẁ㝵のࣔࢹルを用いて，Ⅼラ࣋ル画ീからᐇ的な

᳜物画ീを生成するၥ㢟を，㍯㒌など高レ࣋ルの≉ᚩ生

成とᶍ様など⣽部の≉ᚩ生成として 2 つのよりᑠさなၥ

㢟にศ割していることが⪃えられる。これによりྛࣔࢹ

ルが学習する≉ᚩの種類を⤠ることができ，≉に 2 ẁ㝵

目のࣔࢹルにおいて᳜物のヲ⣽部ศの再⌧に᭱適化した

学習ができていると⪃えられる。 
また，本ᡭ法では G enerator の目的関数に SSIM を導

ධすることで単⣧な画⣲್におけるᕪศのきさではな

く人㛫の主観により㏆い類ఝ度を⪃៖することができ，

⣽部までより自然な画ീを再⌧できたと⪃えられる。 
 

⾲ 1 ⌧ᛶࡢ定㔞ホ౯⤖ᯝ 

 pix 2pix  本ᡭ法 

SSIM  0.855 0.9 07 

FID 162.565 142.59 5 

 

4 .2 . ⿵㛫にࡿࡼ⏕ᡂ 

本ᡭ法によって᳜物がḟ➨に変化していく連⥆画ീの

生成を⾜った。G UI により 2 つの␗なるⅬラ࣋ル画ീを

స成し，Encoder によってそれࡒれのⅬラ࣋ル画ീの₯

ᅾ変数をᢳ出する。これら 2 つの₯ᅾ変数を連⥆的に⿵

㛫しながら Decoder にධ力することで，一᪉のラ࣋ルで

ᣦ定した᳜物が᪉の᳜物に連⥆的に変化するような動

画ീがᚓられた。 

ධ力した 2 つのⅬラ࣋ル画ീと，⿵㛫により生成され

た複数の᳜物の画ീを図 7 に♧す。また，⾲ 2 に FID に

よる⿵㛫画ീのホ౯⤖ᯝを♧す。このように，成長ẁ㝵

が␗なる 2 つの᳜物画ീから，成長をᶍした࣓ࢽーシ

ョンを生成することができる。⤖ᯝのどのࣇレー࣒でも

高ရ㉁の画ീを生成できることはホ౯ᣦ標によって☜ㄆ

している。しかし，㛫᪉ྥにおける᳜物の変化の連⥆

性に関するホ౯は後のㄢ㢟である。 

 
⾲ 2  ⿵㛫にࡿࡅ࠾定㔞ホ౯⤖ᯝ 

 ୧➃の生成画ീ ୰㛫の生成画ീ 

FID 105.813  101.9 59  

5  めࡲ .

本◊✲では，学習ࢹーࢱに基づいて，⡆単なⅬධ力か

らᐇ的な᳜物の動画ീを生成する῝層学習ࣔࢹルをᥦ

した。生成画ീとその定㔞的ホ౯から，ᚑ᮶ᡭ法に比

እ見的≉ᚩに೫りのᑡなࡕより本物に㏆い㩭᫂さをᣢ

い多様性のある画ീの生成ができることを♧した。また， 

2 つのⅬラ࣋ル画ീ㛫の⿵㛫による動画ീ生成を⾜える

ことを♧した。本ᡭ法の≉ᚩ⿵㛫は᳜物種などをᣦ定し

た画ീ生成により，画ീ数のᑡない᳜物ࢹーࢵࢭࢱトの

ຠᯝ的なࢹーࢱᣑᙇにᛂ用ྍ能であると⪃えられる。 

ᑗ᮶ㄢ㢟として，Ⅼラ࣋ル画ീをᨵⰋしⰼやⱼの㓄⨨

などの᳜物の葉௨እのෆᐜをᣦ定ྍ能にすることで，よ

り多様な᳜物の画ീ生成を⾜うことなどがᣲげられる。 
 

ཧ⪃文⊩ 

1)  I. Goodfellow, J. P. Abadie, M. Mirza, B. Xu, D. W. Farley, S. Ozair, 
A. Courville, Y. Bengio: Generative Adversarial Nets, Proc. of 
Neural Information Processing Systems, 2014, pp.2672-2680. 

2)  M. Mirza, S. Osindero: Conditional Generative Adversarial Nets, 
arXiv preprint, 2014, arXiv:1411.1784. 

3)  M. V. Giuffrida, H. Scharr, S. A. Tsaftaris: ARIGAN: Synthetic 
Arabidopsis Plants using Generative Adversarial Network，ICCV 
CVPPP Workshop, Proc. of the IEEE International Conference on 
Computer Vision Workshops, 2017, pp.2064-2071. 

4)  D. P. Kingma, M. Welling: Auto-Encoding Variational Bayes, arXiv 
preprint, 2014, arXiv:1312.6114. 

5)  H. Huang, R. He, Z. Sun, T. Tan: IntroVAE: Introspective Varia-
tional Autoencoders for Photographic Image Synthesis, Proc. of 
Neural Information Processing Systems, 2018, pp.52-63. 

6)  P. Isola, J. Y. Zhu, T. Zhou, A. A. Efros: pix2pix: Image-to-Image 
Translation with Conditional Adversarial Networks, Proc. of the 
IEEE Conference on Computer Vision and Pattern Recognition, 
2017, pp.1125-1134. 

7)  H. Scharr, M. Minervini, A. Fischbach, S. A. Tsaftaris: Annotated 
Image Datasets of Rosette Plants, Proc. of European Conference on 
Computer Vision, 2014, pp.6-12. 

8)  Z. Wang, A. C. Bovik, H. R. Sheikh, E. P. Simoncelli: Image Quality 
Assessment: From Error Visibility to Structural Similarity, IEEE 
transactions on image processing, 2004, Vol.13, No.4, pp.600-612. 

9)  M. Heusel, H. Ramsauer, T. Unterthiner, B. Nessler, S. Hochreiter: 
GANs Trained by a Two Time-Scale Update Rule Converge to a 
Local Nash Equilibrium, Proc. of Neural Information Processing 
Systems, 2017, pp.6626-6637. 

 

 

1� Vol� 34, 2021 Geijutsu Kogaku� the Journal of Design



 

 

ホ論 

㨯ᚿೖ人伝に⌧れるᦇᡭ
ࡹくしࡤ

からの᳨ウ 

Discussion of " B akushu"  as Described in the “ G ishi W ajin Den”  

▮ྥ正人 1   
YAKO M asato   

 

Abstract 
   The purpose of this paper is to clarify the issues 
involved in ex amining the origins of hand clapping in 
Japanese history. The earliest recorded clapping in 
Japan is " B akushu" , which is described in the " G ishi 
W ajin Den"  as a custom which shows respect to others, 
equivalent to kneeling in worship. In this paper, we 
begin with an ex amination of this act of clapping as 
" B akushu"  as described in the " G ishi W ajin Den" .  The 
discussion is based not only on the " G ishi W ajin Den" , 
but also on Chinese literature and archaeological 
sources. Firstly, the previous writings on the meaning of 
clapping and the circumstances under which it was 
done in the " G ishi W ajin Den"  are discussed. Nex t, the 
discourse on this Japanese clapping in Chinese 
literature and the related discourse on the physical 
manners in worship that appeared in the Rites of Z hou 
are ex amined. Nex t, Arai Hakuseki’ s and M otoori 
Norinaga’ s ideas on hand clapping are ex plored, along 
with archaeological materials related to clapping. 
Finally, how these ideas about clapping are relevant to 
later writings and ideas about hand clapping will be 
discussed. 
 
 
 
 

 

 

 

1.はじめに 
 本✏はࠊ᪥本におけるᢿᡭの㉳源を⪃えるときに᳨ࠊ

ウするきၥ㢟についてㄽࡌる。ᢿᡭは人㛫のᑕ的な

⾜Ⅽであるとᣦされることがあるがࠊ一定のไ度のな

かでᢿたれるᢿᡭはࠊ⛛ᗎをᏳ定化さࡏるはたらきがあ

る (▮ྥ 2016:22-25)。᪥本ではᡭをᢿつ⾜Ⅽはࠊᣏ♩

స法の一つであるとされておりࠊ⚄㐨におけるᢿᡭ
かしわで

はࠊ

このᩗいᣏࡴというస法をࠊ♩に高めたものであると

ㄆ㆑されている。 
 ᪥本人によってᢿたれた᭱ྂのᢿᡭとしてグ㘓にṧさ

れているのがࠗࠊ㨯ᚿೖ人伝࠘にグされࠊ୧ᡭをᢿつព

で用いられている「ᦻᡭ」である。本✏はࠊೖ人伝*1

に「ᦻᡭ」としてグされているこのᢿᡭ⾜Ⅽを出発Ⅼにࠊ

᪥本におけるᢿᡭの㉳源についてࠊどう⪃えていくき

かについてㄽࡌた。ೖ人伝のみならずࠊ୰国の文⊩ࠊ⪃

ྂ資料にもゝ及し᳨ウした。    

 まずࠊೖ人伝のᢿᡭについてࠊそれがᢿたれた状ἣに

関するこれまでのゝㄝを᳨ウする。ḟにࠊ「ᦻᡭ」をめ

とりわけ൲ᩍ経のࠗࠊる୰国文⊩におけるゝㄝࡄ ࿘♩࠘

に⌧れた「振動」の概ᛕについて㏙る。ḟにࠊ⪃ྂ資

料ࠊ新白▼ࠊ本ᒃᐉ長におけるᢿᡭのゝㄝについても

ゐれながらࠊᦻᡭのㄆ㆑がそれ௨後の௦のᢿᡭにどう

ᙳ㡪を及ࡰしたのかについて㏙る。 

 

2.㨯ᚿೖேఏにぢࡿࢀࡽᡭᢿࡕ 

ೖ人伝には3ࠊ ୡ⣖のೖ人の習がᥥかれておりࠊᢿ

ᡭする習័についてࠊḟのようにグしている。 

 

（※掲載決定後に編集ጤဨで記載） 

受付日：20**年**月**日、受理日：20**年**月**日 

連絡先：▮ྥ正人，yako@design.kyushu-u.ac.jp 

1 九州大学大学院芸術工学研究院䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵ンデザイン⛉学部門 

 Department of Communication Design Science, Faculty of Design,    

Kyushu University 

 

 

࿈བྷઌ：矢向正人ɼyako!design�kyushu-u�ac�jp
1 भେ学େ学Ӄܳज़工学ڀݚӃコϛϡχケーγョンデザインՊ学部
 Department of Communication Design Science, Faculty of Design, 

Kyushu University

評論	 受付日：2020 年 11月 4日、受理日：2021 年 1月 4日

魏志倭人伝に現れる搏
ばくしゅ

手からの検討

Discussion	of	"Bakushu"	as	Described	in	the	“Gishi	Wajin	Den”

矢向正人 1

YAKO	Masato

ܳज़工学ڀݚ Vol� 34, 2021 19



 

  

᭳同ᆘ㉳ࠊ∗Ꮚ⏨女↓ูࠊ人性Ⴔ㓇ࠊ見人ᡤᩗࠊ

ణᦇᡭ௨␜㊭ᣎ*2㸦その同・ᆘ㉳にはࠊ∗Ꮚ⏨女ู

なし。人性㓇をႴࡴ。人のᩗするᡤを見れࠊࡤたࡔ

ᡭをᦻࡕ௨て㊭ᣏにᙜつ*3㸧㸦▼ཎ 1951:48㸧㸦Ѝࢸキ

スト㸿とする*4㸧 

 

ࠊすることで「ᢿᡭ」ࡔೖ人はたࠊキスト㸿の後半はࢸ

㸦₎人の㸧㊭いてのᣏ♩と同等のᩗពを♧す習័がある

とㄝ᫂されࠊೖ国においてᡭをᢿつ習័がࠊ୰国におけ

るᡭᢿࡕとูにࠊᙜึからᏑᅾしていたことのㄽᣐとし

て࿊♧されることがある。 

ࠗ㨯ᚿೖ人伝࠘はࠗࠊ ୕国ᚿ࠘の「㨯書」➨ 30 ᕳⅲ

㩭༝ᮾዀ伝ೖ人条の␎⛠である。୰国人によるグ㏙では

あるがࠊそこには୕ୡ⣖の᪥本を直᥋目ᧁした㨯の

⪅のሗ࿌がྵまれるためࠊᙜの᪥本を▱るための㈗㔜

なグ㘓とされている。しかしࠊ㨯の⪅はࠊ୰国的♫

観の伝統にもとづいてೖ人の♫を見ているはずなの

でࠊೖ人の㢼をླྀ㏙するにᙜってもࠊ୰国的見᪉をも

とにしているはずである。「㨯書」ᮾዀ伝のᮎᑿにはࠊ「୰

国に♩がኻわれたときࠊᅄ᪉の␗Ẹ᪘の㛫にその♩をồ

めるということもࠊᐇ㝿にありえよう。それࡺえこれら

の国ࠎを㡰ࠎにグ㏙しࠊそれࡒれの␗なったⅬをิᣲし

てࠊこれまでのྐ書にḞけているとこࢁを⿵おうとする

のである」(㝞ᑑ 1993:443)とある。୰国にはࠊいわࡺる

൲ᩍ的な♫⛛ᗎとしての♩法がありࠊ୰国から㐲᪉で

あるどそれはⷧれると⪃えられていた。しかしࠊೖ国

に⾜くとࠊ൲ᩍ的♩ไ度ではないがࠊ⊂自の♫的♩

ไ度がある。そのときに⪅はどうᛮったのか。ᦻᡭ

等の習について᳨ウするときにはࠊ森ᾈ一等もᣦし

ているようにࠊ୰国⪅の目にࠊᩗពを⾲すస法として

のೖ国の習័がどのようにᫎったかなどࠊೖ人㞟ᅋに対

する༳㇟の強ᙅについても᳨ࠊウするᚲ要がある㸦森 

1982:15㸧。 

 

3.ぢேᡤᩗࡢカࡳ 

こࠊは「ణᦇᡭ௨␜㊭ᣎࠊ見人ᡤᩗ」キスト㸿のࢸ

れまでどうカまれてきたのࢁࡔう。Ụᡞ๓期にࠊᯇ下見

林㸦1637-1704㸧はࠗ␗⛠᪥本伝 ୖஅ一㨯ᚿ࠘(1688)で

「見人一ᡤレᩗణᦇレᡭ௨␜㊭ᣎ一」「人を見てᩗす

る ᡤ た ࡔ ᡭ を ᦇ っ て ௨ て ㊭ ᣏ に ᙜ つ 」 ( ᯇ 下 

1688(1975):35)とカࡌている。このカⅬはࠊ᪥に⮳る

まで用いられている。和にはࠊᶫ本ቑྜྷがࠗᮾὒྐୖ

より見たる᪥本ୖྂྐ◊✲࠘でࠊ同ࡌカⅬに「見人一

ᡤレᩗࠊణᦇレᡭ௨␜㊭ᣎ一」(ᶫ本 1956(1997):182)と

ㄞⅬをᡴࠊࡕ▼ཎ㐨༤がࠊᒾἼ文ᗜ本で「人のᩗする

ᡤを見れࠊࡤたࡔᡭをᦻࡕ௨て㊭ᣎに␜つ」としたカみ

下しにࠊ௨後の多くのㄽ⪅が㏣㝶している。その後ࠊᐑ

⏣ಇᙪは「㨯ᚿೖ人伝のࠗᦻᡭ࠘について」でࠊ「見

人ᡤ一レᩗࠊణᦇレᡭ௨␜㊭ᣎ一」とカࠊࡌ「人のᩗ

。らるるを見るに」(ᐑ⏣ 1958:63)とカみ下しているࡏ

ᴮ一㞝「㑧㤿ྎ国」もᐑ⏣のカみにೌっている㸦ᴮ 

1978(1992):196㸧。このࠊబ有Ύはࠗ㨯ᚿೖ人伝を

ㄞࡴ ୖ࠘で「人のᩗはれるᡤを見るに」㸦బ 

2000:191㸧ࠊ山ᑿᖾஂはࠗ 㨯ᚿೖ人伝 で࠘「人を見て ᩗ
つつし

ࠊᡤは」㸦山ᑿ 1972:242㸧୕ࡴ 木ኴ㑻はࠗ 㑧㤿ྎ国◊✲事

㹇࠘で「人を見てᩗうᡤは」㸦୕木 1988:29㸧ࠊ⸨ᇽ

᫂保はࠗೖ国伝࠘で「人のᩗうᡤに見
あ

うときは」(⸨ᇽ

 2010:99)とカみ下している。このにもいくつかのカ

みがあるがࠊ「見人ᡤᩗ」はࠊカみの㐪いがࠊḟ⠇で

㏙るようにពに㐪いを生ずるሙ合がある。 

 
4.ㄡࡽㄡにྥࡓࢀࡽࡅ 

 ೖ人伝において「ᦻᡭ」を᳨ウするときにࠊ多くの◊

✲⪅により比㍑されるのがࠊ「㊭」をྵࡔࢇḟのࢸキスト

である。 
 
 下ᡞ⯅人┦㐂㐨㊰ࠊ㐁ᕠධ草ࠊബ㎫ㄝ事ࠊᡈ㋽ᡈ㊭ࠊ 
 ඳᡭ᧸地ࠊⅭஅᜤᩗࠊ対ᛂኌ᭣ᄁ㸦下ᡞࠊ人と㐨㊰ 
 に┦㐂えࠊࡤ㐁ᕠして草にධりࠊ㎡を伝え事をㄝくに 
 はࠊあるいは㋽りあるいは㊭きࠊ୧ᡭは地にᣐりࠊこ 
 れがᜤᩗをⅭす。対ᛂのኌをᄁというࠊ比するに然ㅙ 
 のዴし㸧㸦▼ཎ 1951:49㸧㸦Ѝࢸキスト㹀とする㸧 

 
下ᡞが人と㐨㊰で出㐂ったときはࠊ後ずさりして㐨㊰

⬥の草にධりゝࠊ 葉を伝えたり物事をㄝ᫂するときにはࠊ

しࡷがࡔࢇり㊭いたりしてࠊ୧ᡭを地にけࠊ然ㅙのኌ

を発してࠊᜤしさを⾲⌧するというពである。ࢸキス

ト㹀についてはࢸࠊキスト㸿において㊭ᣏと同等とされ

るᦻᡭのᏑᅾを⫼景にࠊᨵめてೖ人の㊭く⾜Ⅽについて

㏙られたものとしてゎㄝされることが多い。 

ᶫ本ࠊキスト㹀の習についてࢸキスト㸿の習とࢸ 

ቑྜྷはࠊ「一見▩┪するようにもᛮわれるのであるがࠊ

然しࠊ୧⪅そのሙ合を␗にするのでありࠊその人に対

するものの㌟ศもࠊ๓後のሙ合にて┦㐪しているも
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のでࠊ๓のሙ合はࠊᜍらく人┦の♩らしく見えるの

であるからࠊ同一௦ࠊ同一ሙᡤに関するグ㏙としてࠊ

ᚲずしも有りᚓないことではないとᛮわれる。ᙜ我が

Ẹ᪘の㛫にてࠊ一般に⾜われていた習としてㄆめら

れᚓるのである」(ᶫ本 1956(1997):183)と㏙る。ࢸキ

スト㸿におけるᦻᡭはࠊᶫ本によるとࠊ人┦による

♩である。᪉ࠊᶫ本はࢸࠊキスト㹀における♩をࠊ下

ᡞと人の୧⪅による⾜Ⅽとする。さらにࠊ「「ᦻᡭ」

の習はなお⚄ユでにྡṧを␃めてᒃり」としࠊᦻᡭ

の動సを⚄ユにおけるᢿᡭと同一どする⪃え᪉を࿊♧し

ている(ᶫ本 1929:450-453)。 

これに対しࠊ⾨⸨୕༓㞝は「㨯ᚿೖ人伝のࠦᦇᡭ௨ᙜ

㊭ᣏࠨ」でࠊᦻᡭについてࠊ「Ỵして人のみをᩗうᡤస

ではなくࠊおいが出うたにはᩗし合うពからࠊ

先ずᢿᡭしてࠊ୧ᡭのᤸをその൷目の高さにᣲげるస

法である。ᅉにஅれは一᪉のみのᡤసでなくࠊ人でも

୕人でも同に⾜うのである*5」㸦⾨⸨ 1958:57㸧とする。

⾨⸨はࠊᦻᡭについてࠊ人に㝈定ࡏずࠊまた人数も㝈

定ࡏずࠊㄡもが⾜うస法であると㏙ている。⾨⸨のゎ

㔘のጇᙜ性はさておきࠊᘬ用文ではࠊᦻᡭと合ᤸとが一

⥆きの草としてㄆ㆑されている。 
᪉ࠊᐑ⏣ಇᙪは「㨯ᚿೖ人伝のࠗᦻᡭ࠘について」

でࠊ「㸦ᶫ本ㄝは㸧⾨⸨Ặにやや㏆いがࠊ人と下ᡞࠊ

下ᡞ同ኈはどうなのかわからない」(ᐑ⏣ 1958:63)と㏙

㸦ᶫ本のྃㄞⅬを㸧ᒾἼ文ᗜ本で」ࠊる。ᐑ⏣はまた

同▼ཎ㐨༤ྩは「人のᩗするᡤを見れࠊࡤたࡔᡭを

ᦻࡕ௨て㊭ᣎに␜つ」と書下してࢄる。これではどうப

キストࢸ]ࠊ事をពするのかศらない。⚾はこれをࡩ

㹀]*6とᑞ比してࠊ「ᡤ」をཷ㌟にしてࠊ「人のᩗࡏら

るるを見るに」とカみたい」とする(ᐑ⏣ 1957:104)。ᐑ

⏣のᣦのようにཷࠊけ㌟にしてカࡴとࠊ人がᩗࡏら

れているという状ἣが᫂☜になる。ᐑ⏣はさらにࠊ「カ

㯶は「見人ᡤ一レᩗࠊణᦇレᡭ௨␜㊭ᣎ一」としてࠊ

下ᡞはうづくまりࠊᡈは㊭きࠊඳᡭをつかえる。人は

அにᑞしてᡭを࣏ン࣏ンとᦻってஅにᛂへるࠊとする。

ዴఱであらうか。このやうなྂがあつたかどうかを▱

らないのであるがࠊこのカみ᪉を▼ཎྩにもㄒった。Ặ

も「一つのカみ᪉」とホした」(ᐑ⏣ 1957:104୕ࠊရ 

1970:457)と㏙る。 

ᐑ⏣ㄝにᚑうとࠊ人が下ᡞにྥけてもᡭをᢿつこと

になる。しかしࠊᐑ⏣はࠊ⩣年のᑠㄽではࠊ同様のෆᐜ

を㏙たあとࠊ႐⏣新භからཷࠊけ㌟は₎文のㄞみ᪉と

しては↓理がありࠊこのグ㏙にㄗ⬺があるとみなすき

であるとᣦされたとグしている(ᐑ⏣ 1958:63)。その

後ࠊᮡ本᠇ྖ・森༤㐩がࠊ「人のᩗពの⾲し᪉を見る

に」(ᮡ本・森  1995:149)としࠊ人同ኈの♩であるこ

とを♧၀している。 

 

 㹀ࢺࢫ࢟ࢸ㸿ࢺࢫ࢟ࢸ.5

キスト㹀におけるሙ面や状ἣについてࢸキスト㸿とࢸ 

はࠊ人と下ᡞがそれࡒれどࢇな㌟ศでありࠊそれらが

どࢇな関ಀであるとするかによりࠊᤊえ᪉に㐪いが生ࡌ

る。ᐑ⏣はࢸࠊキスト㸿のᦻᡭとࢸキスト㹀の㊭く⾜Ⅽ

をࠊ同一のሙ面における⾜Ⅽであるとᤊえているがࠊは

たしてそうࢁࡔうか*7。ᶫ本は๓㏙のようにࠊ୧⪅につ

いてࠊᦻᡭすると㊭くではࠊ人同ኈࠊ人と下ᡞ

のように⪅の関ಀが␗なると㏙ている。またࠊ㟷山

公ுは対ㄯの୰でࠊ「下ᡞは㐁ᕠして草ࡴらにධってしま

うというのはࠊこれはなるくその人にᩗពを⾲しࠊጼ

をᾘすのですがࠊいよいよ㔜なሙ合にはࠊᢿᡭをᦇっ

て㊭く」(㟷山 1960:75)と㏙ࠊこのときのᦇᡭをࠊ

ᩗពをᡶうときの≉Ṧな草であるとゎ㔘している。ま

た୕ࠊ 木ኴ㑻はࢸࠊキスト㹀についてࠊ「人と下ᡞの普

ẁの対ᛂ関ಀを♧したものࡔがࠊこのෆᐜと[ࢸキスト

㸿]とではかなりの開きがある。[……]ࠊここではࠊ㞟

におけるస法とᒇእでのస法のᕪを⪃えたい」㸦୕木 
1988:30㸧と㏙ている*8。 
れの書ㄅ的な⨨づけࡒキスト㹀それࢸキスト㸿とࢸ 

についても᳨ࠊウしておくᚲ要がある。ࢸキスト㸿に関

してはࠊ୰国のྐ⡠を出とするෆᐜではないと᳨ウさ

れておりࠊᐇ㝿にೖ国をゼれた㨯の⪅がグしたሗ࿌

書にもとづいてグ㏙されたྍ能性が高いとᣦされてい

る㸦Ώ㎶ 2012:64-65㸧。᪉ࢸࠊキスト㹀に関してはࠊ

類ఝするෆᐜをグした文⊩がᏑᅾする。例え୕ࠗࠊࡤ国

ᚿ 「࠘㨯書」ᮾዀ伝のᘚ㎮㸦㎮㡑㸧にはࠊ「⏨女㏆ೖࠊ

文㌟。౽Ṍ戦ࠊර⯅㤿㡑同。ࠊ⾜⪅┦㐂ࠊⓙఫㆡ

㊰」㸦⸨ᇽ 2010:449㸧とある。「⏨女ともೖ人と習がఝ

ておりࠊධれቚをしていた。…♩がよくࠊ㐨ですれ㐪

うとࠊすすࢇで┦ᡭに㐨をㆡった」というពである。

また11ࠊ ୡ⣖に㏙されたࠗኴᖹᚚぴ࠘ᡤᘬの「㨯ᚿೖ

人伝㸦ᚚぴ㨯ᚿ㸧」にはࠊ「草ബ㎫ㄝ事ࠊᡈ㋽ᡈ㊭ࠊඳ

ᡭ᧸地ࠊㅝஅᜤᩗ。ᛂኌ᭣ᄁࠊᄁዴ然ㅙ▯」(下ྖ 

2010:107)とある。ࢸキスト㹀と類ఝのෆᐜをグしている

これらの文⊩の୰にࢸࠊキスト㸿のᦻᡭに対ᛂする草
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のグ㏙がみられないことからࠊೖ人伝のᦻᡭはࠊೖ人に

≉ᚩ的な習័であると⪃えることができる。なおࠊ後⪅

のࠊ「㨯ᚿೖ人伝㸦ᚚぴ㨯ᚿ㸧」にࢸキスト㹀と類ఝの

ෆᐜがグされていることを踏まえれࠊࡤこの文⊩の成❧

とಙ㢗性について㆟ㄽがあるとしても㸦下ྖ 2010㸧ࢸࠊ

キスト㸿におけるᦻᡭを目ᧁした同ࡌ⪅がࢸࠊキスト

㹀の㊭ᣏを見ていないྍ能性も⪃៖しなけれࡤならない

ことになる。 
 

6.ᦻᡭࡢ≧ἣࡢၥ㢟 

6.1.∾୕ࡢ⪅୍యㄝ 

「見人ᡤᩗ」にある人とはどࢇなᏑᅾであり下ᡞ

とどࢇな関ಀࡔったのࢁࡔうか。୧⪅の㌟ศについては

さておきࠊᦻᡭがᢿたれた状ἣについてࠊ∾は「➨

ࠥ➨୕ୡ⣖におけるೖ人の♫」でࠊ⊂自のゎ㔘を♧

す。まずࠊ∾はࠊ「人」がᥥかれている状ἣをもとにࠊ

人をࢸࠊキスト㸿における1ࠊ㸧合のሙにおける人䚸

3㸧ᐩ力ࠊ2㸧下ᡞと対ᛂする人ࠊキスト㹀におけるࢸ

のඃを♧す人㸦∾ 1962:175㸧の୕つのഃ面からㄆ㆑

しࠊこのうࡕの 1㸧と 2㸧の人をㄽࡌる୰でࠊᦻᡭにゝ

及する。∾はࠊ「➨一に合のሙにおける人というのはࠊ

「その同ᆘ㉳には∗Ꮚ⏨女ู↓し。人性㓇をႴࡴ。

人のᩗするᡤを見れࠊࡤたࡔᡭをᦻࡕ௨て㊭ᣏにᙜつ」

とあるのがそれでࠊこの文は୕つのูࠎの文から成って

いるかのዴくでもあるがࠊ文୰の人のᡤసは合のሙ

における⾜Ⅽࡔとᛮわれるので୕⪅一体をなす文ࡔと⪃

える」と㏙る。∾によるとࢸࠊキスト㸿を構成する「

᭳同ᆘ㉳∗Ꮚ⏨女↓ู」ࠊ「人性Ⴔ㓇」ࠊ「見人ᡤᩗణᦇ

ᡭ௨␜㊭ᣎ」の୕つの文はࠊೖ人の習それࡒれをᥥい

た文ではなくࠊ同一のሙ面をᥥいた文である。⥆いてࠊ

∾はࠊ「⚍ᘧとか⚃ᐗとか༠㆟とかࠊ目的は種ࠎあࢁうがࠊ

㞟のሙには人と下ᡞとが出ᖍする。ሙにおけるᆘ

㉳には∗Ꮚ⏨女のูなく㞧である。ೖ人は㓇がすきな

ので㓇が出ることが多い。㞟には㨣⚄に♩ᣏをᤝげる

ようなことが⾜われるがࠊそのሙ合には人が先ずᩗ♩

を⾜なうとࠊ下ᡞ㐩は㊭ᣏの௦りに直❧したままで一ᩧ

にᢿᡭしてஅにならうࠊというようなពであࢁう。

人によるᣦ導のᐇ例である」㸦∾ 1962:175㸧と㏙る。

∾はࢸࠊキスト㸿をࠊ⏨女のᕪがなく自⏤な振る⯙いが

チされている୰でࠊ人と下ᡞがࠊ同一のᢿᡭ対㇟に対

してともにᡭをᦻつという一つのሙ面をᥥいた文である

とゎ㔘している。 

᪉ࠊ∾はࢸࠊキスト㹀についてはࠊ「文ពはㄝくま

でもないがࠊ人と下ᡞとの㌟ศの開きがきかったこ

とが画くがዴくに書かれている」㸦∾ 1962:175㸧として

人と下ᡞとの㌟ศの㐪いが強ㄪされていることをᣦ

しࢸࠊキスト㸿との状ἣの㐪いを㏙る。 

 ∾によるࢸキスト㸿のゎ㔘はࠊそれまでのゎ㔘とき

く␗なるがࠊさらにࠊそのᖐ⤖としてᢿᡭ対㇟としての

㨣⚄をᏑᅾさࡏることになる。さらにきなၥ㢟はࠊᦻ

ᡭにࠊ㓇食がకうとするならࠊ♩としてのᡭᢿࡕのみな

らずࠊそれがࠊ後㏙するᐗにకうᡭᢿࡕを♧၀してしま

うことである。∾のゎ㔘はࠊᦻᡭの᳨ウにきなၥ㢟を

ᥦ㉳する。 

 

6.2.文ࡢ୪ࡧ 

∾によるࢸキスト㸿の୕⪅一体のㄝは興῝いがࠊ

このㄝを⥅ᢎするㄽ⪅はあまり多くない*9。そのことに

はࠊḟの理⏤があると⪃えられる。ࢸキスト㸿における

ೖ人伝のཎ文である「᭳同ᆘ㉳ࠊ∗Ꮚ⏨女↓ูࠊ人性

Ⴔ㓇」の後にはࠊ、ᯇஅ(372-451)のὀとしてࠊ「㨯␎᭣ 

▱正ṓᅄ⠇ ణ計⪔⛅ Ⅽ年⣖」㸦㨯␎にいわ

くࠊその正ṓᅄを▱らずࠊたࡔ⪔⛅をグして年

⣖となすのみ㸧㸦▼ཎ 1951:48㸧と⿵グされておりࠊその

後に「見人ᡤᩗࠊణᦇᡭ௨␜㊭ᣎ」と⥆く。このὀの

Ꮡᅾがࠊ๓後の文を一つのሙ面とみなすことをጉげてい

ると⪃えられる。しかしࠊこの、ᯇஅによるὀはࠊ後年

に書きຍえられたものである。 

ここでࢸࠊキスト㸿๓後の文の୪びにもࠊὀ目してみ

よう。ೖ人伝ではࠊa)同ᆘ㉳には∗Ꮚ⏨女ูなし。Ѝ

b)人性㓇をႴࡴ。Ѝc)人のᩗするᡤを見れࡤたࡔᡭを

ᦻࡕ௨て㊭ᣏにᙜつ。Ѝd)その人ᑑ⪃あるいはⓒ年ある

いは八༑年。௨ୖの㡰にグ㏙される。しかしࠊこの文

の୪びはࠊグ事が⥅ࡂはࡂ状に⥛られている༳㇟をえ

る。このことがࠊa)b)c)d)の関連性にࠊ複数のゎ㔘を生

 。ている一ᅉであると⪃えられるࡏさࡌ

 ᪉ࠗࠊ後₎書ᮾዀ伝 に࠘おけるࢸキスト㸿との対ᛂ⟠

ᡤにはࠊ「၏᭳同⏨女↓ู 㣧食௨ᡭ⪋用⡸㇋ ⓙᚐ㊨ 

௨㋽㋉Ⅽᜤᩗ 人性Ⴔ㓇 多ኖ⪃⮳ⓒ㣾ṓ⪅⏒⾗」㸦▼ཎ 

1951:119; Ⱳᭌ 2007:831㸧と書かれている。文の୪びに

ὀ目するとࠊೖ人伝とはࠊb)とc㸧の㡰ᗎが㏫でありࠊa)

たࡔ同には⏨女ูなし㸦㣧食にはᡭを௨てし⡸㇋を用

う㸧。Ѝc)はⓙᚐ㊨。㋽㋉を௨てᜤᩗをなす。Ѝb)人性

㓇をႴࡴ。Ѝd)多くはᑑ⪃ⓒవṓに⮳る⪅⏒ࡔ⾗し㸦▼
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ཎ 1951:56㸧。௨ୖの㡰となる。この୪びであるとࠊa)

からd)までをࠊ同ࡌ㞟の振る⯙いとしてࠊ↓理なく

ㄞࡴことができる。⪅が見⪺したሙ面をᩚ理なく㏙

ているようなೖ人伝のࢸキスト㸿がࠊ一つの景として

再構築されているかのようである*10。ࠗ後₎書࠘はೖ人

伝௨後に書かれているのでୖࠊグのグ㏙㡰ᗎの᳨ウはࠊ

キスト㸿を一つのሙ面とする∾の୕⪅一体ㄝをᨭᣢすࢸ

る᰿ᣐにはならないがࠊこのようにして比㍑᳨ウしてみ

るとࠊ∾の୕⪅一体のㄝもࠊそれどసⅭ的なㄝ᫂では

ないようにᛮえてくる。 

 

6.3.୕⪅୍యㄝࡢᒎ㛤 

 ∾の୕⪅一体のㄝはࠊೖ人♫に㌟ศ⛛ᗎがᏑᅾする

ሙ合にࠊそれが≉定の状ἣ下における振る⯙いにどう

ᫎされるかに目をྥけさࡏる。ࢸキスト㸿を「人を見て

ᩗ
つつし

ࠊとカみ下した山ᑿᖾஂはࠗ「ࠊᡤはࡴ 㨯ᚿೖ人伝࠘ᪧ

∧ではࠊ∾のゎ㔘をᨭᣢしࠊ「♩的なᬕれの「ᇽ」の

ሙ面であࢁうからࠊ年㱋ࠊ性ูのᗎิなくࡩるまいࠊ「

人」に対してもᢿᡭをするࡤかりࡔというのはࠊ「下ᡞ」

のことではあるまい」㸦山ᑿ 1972:168㸧と㏙る。またࠊ

同書新∧ではࠊ「㓇が出るようなࠊ⚍♩などࣁレの㞟いの

ᥥである。長ᗂ⏨女のูなく振⯙っている。᪥ᖖのᗎิ

が一的になくなる↓♩ㅮのሙではࠊ「人」にはいࡕい

㊭ᣏの例などはしない。᯽ᡭをᡴつ␎ᘧで௦用する。しࡕ

かし普ẁはそうはいかない。それが[ࢸキスト㹀]である」

(山ᑿ 1986:173)と㏙る。山ᑿによるゎ㔘はࠊᦻᡭに対

してࠊ∾の୕⪅一体のㄝ௨ୖにࠊᐗにకうᡭᢿࡕとするㄞ

み᪉をチしている。㓇食をకうሙ面であるとするならࠊは

 。ことができるࡴめからᝋびのᢿᡭとしてㄞࡌ

 ᪉ࠊୖග㈆はࠗ᪥本のṔྐ1：⚄ヰからṔྐへ࠘でࠊ

「人と下ᡞの㌟ศの㝸たりは┦ᙜなものであった。公の

⚍りのときなど「人がまず㸦⚍♭の対㇟にたいして㸧ᩗ

♩するとࠊ下ᡞたࡕは㊭いて♩ᣏをࡏずࠊ直❧したままᡭ

をうってこれにならい」と㏙る㸦ୖ 1973:226㸧。ୖ

ㄝではࠊ∾ㄝと同様にᢿᡭ対㇟としての⚄が定される。 

 

6.4.ཎᓥ♩にࡿࡼㄒ᳨ࡢウ 

ᢿᡭ対㇟としての⚄のࠊキスト㸿についての㆟ㄽはࢸ 

定のみならずࠊ⾜Ⅽする主ㄒのၥ㢟をᾋୖさࡏる。「見

人ᡤᩗ」における見る⾜Ⅽの主ㄒにὀ目したのがࠊཎ

ᓥ♩である。ཎᓥはࠗ᪥本ྂ௦♫の基♏構造࠘でࠊ

「人のᩗするᡤを見れࠊࡤたࡔᡭをᦻࡕ௨て㊭ᣏにᙜ

つ」とカみࠊ「普㏻ࠊ下ᡞが人の⚄をᩗするのをみて᯽

ᡭをうつとゎされている。∾Ặが[ࢸキスト㸿]*11を௨て

㑚ⴠの人ㄝをうらづけられた๓ᥦにはこのゎ㔘があっ

たとみてよい。しかしこの部ศに下ᡞが┬␎されている

とは⪃え㞴い。その๓には下ᡞというㄒྃがみられず[ࢸ

キスト㸿]の後にึめて下ᡞがグ㏙されているからࠊ下ᡞ

が[ࢸキスト㸿]の主ㄒࡔとすれࠊࡤ┬␎される➻もない

人の⾜Ⅽࠊࡤう。そのୖᢿᡭの主体を下ᡞとみれࢁࡔ

がఱもල体的にグ㏙されなかったことになる。この㏻ㄝ

はすࡄ๓の「の同・ᆘ㉳にはࠊ∗Ꮚ⏨女ูなし」と

この部ศを関連さࡏるとこࢁからきている」(ཎᓥ 1968: 

116-117)と㏙る。 

 ཎᓥはこうしてࢸࠊキスト㸿における「見れࡤ」の主

ㄒをၥう。そしてཎᓥはࠊ「ೖ人伝をみるとこれにఝた主

ㄒ┬␎のグ㏙が一例ࡔけある。「の㐨㔛を計るにࠊᖖに

✍のᮾ෬அᮾにᅾるし」は見⪺した人かస⪅が主ㄒ

でありࠊこのⅬからྑの文❶の主ㄒもそれと同様に見⪺

⪅と⪃えられる。[ࢸキスト A]はࠊ人が⚄に対して᯽

ᡭをᡴってᩗពを⾲した事ᐇを物ㄒるとゎすきࡔからࠊ

キストࢸ] A]から㑚ⴠの人を定することはできない」

(ཎᓥ 1968:116-117)と㏙る。ཎᓥによるとࢸࠊキスト

A における「見れࡤ」の主ㄒはࠊ見⪺⪅である*12。そし

てࠊ見る⾜Ⅽの主ㄒが見⪺⪅であるのならࠊᡭをᢿつの

は人でありࠊ人によるᢿᡭがྥけられているのはࠊ

᫂☜なᢿᡭ対㇟としての⚄でしかありえないとする。ཎ

ᓥはࠊ人とはࠊ下ᡞ㌟ศからᜤᩗされるᨭ㓄㌟ศ一般

の⛠でありࠊᙼらはࠊ⚄にᩗ♩する㝿にࠊᢿᡭをᢿつ

習័を有する⪅であるとする。᪉ࠊཎᓥはࢸࠊキスト

㹀についてはࠊ「人と下ᡞの㌟ศୖのⴭしいᕪは᫂白で

ありࠊこうした⾜Ⅽを下ᡞに強ไする体ไと習័が☜❧

していた」(ཎᓥ 1968:111)と㏙るのみである。 
 ཎᓥ௨後にࠊ見る⾜Ⅽの主ㄒを᫂♧するゎ㔘を♧して

いるのはࠊ水㔝♸である。水㔝はࠗ ホ㔘㨯ᚿೖ人伝 で࠘ࠊ

「人を見るにᩗするᡤは」とカみࠊ「ೖ人がୖ層の㌟

ศの高い人㝵層の人をみるとࠊ人をᩗう草として

は…」としたうえࠊᦻᡭは「ୖ長⪅層同ᚿのᣵᣜの᪉

を㏙たものである」(水㔝 1987:373-374)と㏙る。水

㔝によるとࠊ見る⾜Ⅽの主ㄒは「ೖ人」でありࠊᦻᡭはࠊ

ೖ人のୖ層⪅によるࠊさらに㌟ศの高いೖ人へのᣵᣜの

草である。௨ୖのようにࠊᢿᡭ対㇟としての⚄が定

されているかྰかࠊ㝵層ศ化が進ࢇでいるかྰかによりࠊ

ᦻᡭのពはࠊ変わらࡊるをᚓないのである*13。 
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6.5.⌧௦୰ᅜேࡢㄞࡳ 

 ೖ人伝はࠊ୰国でもㄞみ᪉に㆟ㄽがありྃࠊㄞⅬを施

して定本とするヨみも◊✲⪅により⾜われている。ㅰ㖭

ோはࠗ 㑧㤿ྎ国 ୰国人はこうㄞࡴ で࠘ࠊカྂ学⪅の❧ሙ

からࠊ「ೖ人伝」をㄞみ直しࢸࠊキスト㸿の⌧௦ㄒヂを「ᨭ

㓄層の人にᩗពを⾲するにはࠊもっࡥらᡭをᡴってࠊ

まづいてお㎡をする」(ㅰ 1983:46)とする。ここࡊࡦ

でࠊ「ᙜ㊭ᣏ」は「㊭ᣏの௦わりにする」とヂされずࠊ単

に「㊭ᣏをする」とされている(ㅰ 1983:34)。ㅰのゎ㔘

にᚑうならࠊᦇᡭと㊭く草はࠊあくまで人に対する

複数のᩗពの⾲し᪉の見たままでありࠊ୧⪅は比㍑され

ているのではない。ᡭをᢿつことと㊭く草をࠊともに

⾜ったとするㅰのゎ㔘は興῝いがࠊᡭᢿࡕと㊭ᣏとが

同であるかࠊᡭᢿࡕの後の㊭ᣏであるのかというၥ㢟

もࠊ新たに生ࡌさࡏている*14。 

 

6.6.ᢿᡭྰࡢ定 

 「見人ᡤᩗ」のゎ㔘にはࠊᦇᡭがᢿᡭのពではな

いとするものがある。⋤文ගとᚎはࠊೖ人は㓇を㣧

Ẹ⾗がᑛ⪅にうࠊときにࡴ㓇を㣧ࠊのがዲきでありࡴ

にはࠊ㊭ᣏの௦わりに「ᣗᡭ」するとㄝ᫂している㸦⋤・

ᚎ 1988:108㸧*15。またࠊ㫽㉺᠇୕㑻は「人をᩗうᡤを

見るに」とカみࠊ「人に対して㊭く௦わりにᡭをᡴった

とあるがࠊそれは㨯ᚿにそのように見えたのであってࠊ

ᐇ㝿は୧ᡭを合わࡏてᩗពを♧すものであった」(㫽㉺ 

2020:118-119)と㏙る。㫽㉺もࠊᦇᡭを合ᤸもしくはᣗ

ᡭの見㛫㐪えではないかと㏙ている。後㏙するがࠊ൲

ᩍのᣏ♩ではࠊᣗᡭするのがᙜ然であるとする▱見がࠊ

見㛫㐪えㄝをとらࡏている。 

 ᦇᡭがどࢇなものであったのかを▱るためにはࠊೖ人

伝について㏙られたࠊ୰国の文⊩も᳨ウしなけれࡤな

らない。ᦇᡭがᡭᢿࡕであるとしてもࠊそもそもᡭのᢿ

᪉もある。ೖ人伝のᦇᡭをࡕᦇᡭではないᢿࠊ᪉にはࡕ

正しくㄆ㆑するためにはࠊさまࡊまにྍ能なᡭᢿࡕの୰

でのࠊᦇᡭの⨨を⪃៖するᚲ要がある。 

 

7.୰ᅜࡢᢿᡭࡢ㛵ಀ 

7.1.୰ᅜࡢᢿᡭࡢ㉳※ 

 なࠊࡐೖ人伝ではࠊᡭをᢿつのに「ᦻᡭ」なのか。ᡭ

をᢿつのであれࠊࡤのᏐྃによる⾲⌧もྍ能である䚹

୧ᤸをᢿつ動సはࠊ୰国ではྂ௦からᏑᅾした。➹⪅は䚸

୰国の文⊩にみられるᢿᡭの⾲グにࠊᦇᡭࠊᢽᡭࠊᢽᤸ䚸

᧙ᡭࠊ᧙ᤸࠊᤸࠊᢑの㸵種を☜ㄆしている。どれもᡭ

をᢿつというពであるがࠊពはそれࡒれᑡしずつ␗

なる。これらのᢿᡭの୰でࠊ「ᦇ」はᡭに力をධれてᢿつ

ᢿࡕ᪉である。例をᣲげてみよう。 

 まずࠊ戦国௦㸦⣖ඖ๓ 5ୡ⣖-⣖ඖ๓ 221㸧に成❧し

たࠗ ࿘♩•ᐁ⪃工グ➨භ と࠘そのὀにࠊ䛂 “ᦇᇰஅ工。”

㒯⋞ὀ： “ᦇஅゝᢿஓ”」とある䚹「䛂土をこねて㝡ჾを

〇造する工はつある」という本文についての㒯⋞に

よるὀには「ᦇのゝたるᢿなり」とある」というពで

ある(本⏣ 1979:413)。ᦇはࠊᡭᢿࡕではなくࠊ力を㎸め

て྇くពである。またࠊ๓₎㸦⣖ඖ๓ 206-8㸧に成❧

したࠗྐグ࠘の「㨯ṊᏳิ伝」にࠊ「夫長ᴦ⾨ᑚ

❣⏠㣧，㍍㔜ᚓ，夫㓩，ᦇ⏠」(㟷木 2004:310)とある。

「₎ኴ℺夫は長ᴦ⾨ᑚ❣⏠とともに㓇を㣧ࡴ。ᑠ事と

事とをᚓられずࠊ℺夫は㣧みすࠊࡂ❣⏠をᦇつ」とい

うពであるがࠗࠊ ྐグ⣴㞃 に࠘おけるྖ㤿㈆のὀにはࠊ

ᦇについて᧬つとグされている(ྖ㤿㈆ 1964:3)。ᦇはࠊ

ᛣりを㎸めて྇くࠊあるいはẀりつけるពである。ḟ

にࠊ後₎㸦25-220㸧のṔྐをグしたࠗᮾ観₎グ࠘の「᐀

ᐊㅖ⋤Ꮥⓚ・㉿Ꮥ⋤Ⰻ伝」にࠊ「ගṊึ㉳ර，Ⰻᦇᡭ

᭣：「我ḧユ⣡ゝཝᑗ㌷。」ྏ ୖ㉳ཤ」(⌋等 1987:227)

とある。「ගṊ㸦⚽㸧が᭱ึにᣲරするとࠊⰋはᦇ

ᡭして「ཝᑗ㌷に伝えたい㸟」とྉࡔࢇ。Ⰻは⚽を

㈐し㏥ཤさࡏた」というពである。ᦇᡭはࠊᡭをᢿ

つことをពするがࠊᛣりを㎸めたᡭᢿࡕである。さら

にࠊ⠊ᭌ(398-445)によるࠗ 後₎書 の࠘「ᮤ㝞㱡㝞ᶫิ伝・

㱡ཧ伝」にࠊ「⏣ᚓቧ㜣ࠊ⚻✌ᚓධࠊᦇᡭᅔ❓ࠊ

↓ᮃ᮶⛅」(ྜྷᕝ 2003:474)とある。「㎰Ẹは⏣⏿を⪔す

ことができずࠊస物が✭されない。ᦇᡭするど生活

がᅔ❓しࠊ᮶年の⛅まで耐えられない」というពであ

る(・▮ྥ 2020:14)。ᦇᡭはᮤࠊ㈼ὀによれࠊࡤどう

しようもないࠊおᡭୖげというឤとともにᢿたれてい

る(ྜྷᕝ 2003:472)。同ࡌくࠗ 後₎書 の࠘「ⓚ⏠ᙇẁิ伝」

にࠊ「௨Ᏻ能ஂࠊᩋ๎経年ࠊ⮧ᡤ௨ᦇᡭ྇ᚰ⪋ቑჃ⪅

ஓ」(ྜྷᕝ 2004:50)とある。「それࡔからᖹ和が▷いのࡔ。

ᩋれたらᗄ年ものΰが⥆く。⚾はᦇᡭしてᚰを③め⁀

息をつく」というពである。⮧であるⓚ⏠はࠊᦇᡭ

しながら㌷㝲の目下のໃをჃいている。 

 どの「ᦇᡭ」もࠊ力を㎸めたࠊあるいはࣈࢸ࢞ࢿな

ឤを㎸めたᡭᢿࡕである。あえてᦇᡭのㄒを用いるこ

とによりࠊ㏻ᖖのᢿࡕ᪉と␗なるᡭᢿࡕであることを᫂

☜にしているとも⪃えられる。このことからࠊೖ人伝に
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グされるᦇᡭがࠊᡭᢿࡕではなくࠊᡭを用いるの動స

との見㛫㐪えであるとするㄝはࠊጇᙜではないと⪃えら

れる。合ᤸやᣗᡭのような動సをᥥくのであれ࢞ࢿࠊࡤ

なឤを㎸めて྇きつけるようにᢿたれる「ᦇᡭ」ࣈࢸ

のᏐྃはࠊ用いないのではないࢁࡔうか。 

 それでは㨯の人はࠊೖ人の㢼をグ㏙するのにࠊᦇ

ᡭというⲨࠎしさをෆໟするᡭᢿࡕのㄒを用いることに

よりࠊೖ人への㍍を♧そうとしたのࢁࡔうか。そうで

はあるまい。ೖ人によりᢿたれたᦇᡭはࠊ୰国でኻわれ

た♩法をࠊ␗Ẹ᪘の♫に見出そうとしていた⪅にࠊ

強い༳㇟をえたのではないࢁࡔうか。そのᡭᢿࡕのග

景をまࡊまࡊと伝えるためࠊあえて強く྇きつけるよう

にᡭをᢿつ「ᦇᡭ」の⾲⌧を用いたと⪃えたい。 

 

7.2.ࠗ⤒㔘文࠘にࡿࡅ࠾ゝཬ 

 ೖ人伝の「ᦇᡭ」はࠊその後の୰国の文⊩にࠊᙳ㡪を

えることになる。၈௦にはࠊೖ人伝の「ᦇᡭ」をཧ↷

しつつࠊ୰国における♩のあり᪉を㏙た文⊩が⌧れる。

㝣ᚨ᫂㸦550-630㸧によるᏐ書ࠗ 経㔘文 の࠘「࿘♩㡢⩏䛃

にはࠊ「ೖ人ᣏ௨୧ᡭ┦ᧁࠊዴ㒯夫அㄝࠊྂஅ㑇法」

㸦㝣 2012:195㸧㸦のೖ人ࠊᣏするに୧ᡭを௨て┦ᧁつ

ことࠊ㒯夫のㄝのዴし。しྂࠊの㑇法なり㸧とある。

「ೖ人のᣏはࠊ୧ᤸをᢿࡕ合わࡏているがࠊそれが୰国

におけるྂ㐨の法なのであࢁう」というពである。文

୰に「ೖ人」とあるがࠊこのᏐ書が成❧した期からࠊ

ೖ人伝のᦇᡭであると⪃えられる。さらにࠊᏵ௦の㡩書

であるࠗ 㞟㡩 (࠘1039)にはࠊ「動ࠊᣏஓࠊ௨୧ᡭ┦ᧁ⪋ᣏ。

ೖ人ᣏ௨୧ᡭ┦ᧁࠊྂஅ㑇法」( 2005:87)とある。

ࠗ経㔘文࠘をᘬ用した文であるがࠊ文୰の「動」はࠊ

後㏙する「振動」の動である。したがってࠊ「振動という

୧ᤸをᢿࡕ合わࡏるᣏがྂࠊ㐨の法にあるがࠊ後௦には

ᛀれཤられてしまいࠊೖ人のᣏからそれをംࡊࡤるをᚓ

ない⌧状である」とㄞࡴことができる。それではࠊこの

「振動」とはࠊ本᮶どのようなពであったのࢁࡔうか。

୰国᭱ྂの♩書の一つであるࠗ࿘♩࠘まで㐳って᳨ウし

てみよう。 

 

7.3.ࠗ࿘♩࠘ࡢື 

 ࠗ経㔘文 お࠘よびࠗ 㞟㡩 に࠘おいてゝ及されࠗࠊ㞟㡩࠘

では「動」としてᘬ用されているㄒがࠗࠊ ࿘♩ 「࠘ᐁ᐀

➨୕・⚃」にグされているࠊᣏの♩法としての「振

動」のㄒである。「ᘚᣏ。一᭣✍㤳。᭣㡻㤳。୕᭣✵

㤳。ᅄ᭣振動。᭣ྜྷᣏ。භ᭣ปᣏ。᭣ወᣏ。八᭣〔

ᣏ。᭣⫓ᣏ。௨ாྑ⚍♭」㸦ᣏをᘚず。一に᭣く✍㤳。

に᭣く㡻㤳。୕に᭣く✵㤳。ᅄに᭣く振動。に᭣く

ྜྷᣏ。භに᭣くปᣏ。に᭣くወᣏ。八に᭣く〔ᣏ。

に᭣く⫓ᣏ。௨て⚍♭にாྑす㸧(本⏣ 1977:762)とある。

ᣏはࠊいずれもᡭを用いる複合的なᣏ法であるが㸦⸨

㔝 1976:317-318㸧ࠊᅄの「振動」にはࠊ୧ᤸをᢿつ動స

であるとするゎ㔘がありࠊ後௦にೖ人のᦇᡭと関連づけ

られてゝ及されている。振動がఱをពするかについて

はࠊ後㏙のようにㅖㄝあるがࠊまずࠊ振動をᡭᢿࡕであ

るとするゎ㔘はࠊ直ឤ的にはゎしにくいものである。

しかしࠊ振動がもしᡭをᢿつ動సをពするならࠊࡤ୰

国でᢿᡭについてゝ及された᭱ྂの例であることになる。

このためࠊ᪥本の᭱ྂのᢿᡭであるᦻᡭとの比㍑がなさ

れるのである。 

 

8.᪂ⓑ▼にࡿࡼ㔚ዛ
ࢇ࡚ࡁࡏ

సἲ 

 本✏の᳨ウはࠊここからࠗ 㨯ᚿೖ人伝 と࠘㞳れていく。

ೖ人伝の「ᦇᡭ」をཧ↷したࠗ経㔘文࠘の「ೖ人ᣏ

௨୧ᡭ┦ᧁࠊዴ㒯夫அㄝࠊྂஅ㑇法」の一文はࠊ⩻

ってࠊỤᡞ௦୰期にࠊ新白▼㸦1657-1725㸧によりᇳ

りわれた൲ᩍ⚍♭にᙳ㡪をえる。それを᳨ウしよう。 

 Ụᡞᖥ府はࠊᖥ府の⚍♭に൲ᩍ♩を取りධれるためࠊ

ඖ⚘4(1691)年௨後ᇳをの「ዛ㔚」ていおにᇽ⪷ᓥࠊ

り⾜っていた。この♩にࠊ新白▼により変更がຍえ

られたときࠊその新しい㔚ዛのの୰でࠗࠊ ࿘♩࠘の「振

動」を᰿ᣐとするᢿᡭがᢿたれた。 

 ᐆỌ年㛫ࠊ毎年のようにࠗ࿘♩࠘をභ௦ᑗ㌷ᚨᕝᐙᐅ

に進ㅮしていた白▼はࠊ㔘ዛの♩を࿘௦の㔘ዛస法に

ᡠしてᇳり⾜うきࡔと主ᙇしࠊᚑ᮶の林ᐙの㔘ዛస法

をᢈุしࠊᐆỌ7(1710)年にࠗࠊ 㔚ዛὀ࠘としてᨵ正す

ることをࠊᐙᐉに⏦し出た。白▼によるこのὀはࠊᖥ

府に採用されている。白▼のࠗᢡたくᰘのグ࠘୰ᕳにお

けるᐆỌ7(1710)年にはࠊ「「⪷ᗨにཨらࡏ給ࡴにࠊ形のࡈ

とくにも⚰を⾜はれࡊらࡴにはࠊしかるからず。㔚

ዛのによりてࠊḟ➨をまいらすし」と௮下さる。

[……]ᣎの୰ࠊ振動ᣎに⮳てはࠊ「ೖᅧに⚰のこり

ᣎのさづ⚄」ࠊとてࡤ㒯夫がㄝにも見えたれࠊと「ࡠ

けまࢄらࡏよ」とありしかࠊࡤをᤵけዊりたりき」

㸦ᑠ高 1964:260ࠊᯇ村 1999:190㸧とある。⪷ᇽにཧᣏ

するにあたってࠊ白▼のὀに๎してࠊ「振動ᣏ」すな

わࡕᢿᡭを用いるというものである。白▼はࠊ⚄ᣏのう
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᪥㡭からࠊに࿘௦のస法の㑇Ꮡがあるとㄆ㆑しておりࡕ

それをᐙᐉに伝えていた。文୰に「さづけまࢄらࡏよ」

とありࠊᐙᐉが自ら変更をᣦ♧したように書かれている

がࠗࠊᢡたくᰘのグ࠘を᳨ウしたᐑᓮ㐨生はࠊ「白▼に

対し一ᛂㅎၥがあってࠊその⤖ᯝそういうㄆ㆑がえられ

たと見るき」(ᐑᓮ 1964:285)と㏙ている。ᐙᐉはࠊ

1710年8᭶1᪥に白▼から⚄ᣏのを習い4ࠊ᪥にはཧユが

ḟのように⾜われている。ࠗ ᫀᖹᚿ࠘にはࠊ「ᐙᐉはୖᇽ

してᮾのୖ␚に╔ᗙするとࠊᑠጣ᭤ῲ景⾮・一ᰗ直⮧が

〥ᖒした。このときᐙᐉがዊ⸀したᖯᖆはࠊ㫽ᒃᛅⱥよ

り林学㢌ಙ⠜にᤵけられࠊಙ⠜はこれをཷけてᏊのಙ

にᤵけ⚄ᗙに⊩ࡌたのである。そこでᐙᐉはᣏにつ

いて再ᣏしࠊ自ら∖をᇳり㓇をỮࢇで⪷ീにዛ供すると

㔜ねて再ᣏして㏥ᗙした*16」(㡲⸨ 2001:48)とグされて

いる。ᚨᕝᑗ㌷が自らዛ供することはそれまでにはなくࠊ

は⡆␎にされたがࠗࠊ ᢡたくᰘのグ࠘においてࠊ「㒯

夫のㄝ」と㏙ていることからࠊこの再ᣏにおいてࠊᐙ

ᐉによるᢿᡭが⾜われたことは☜かである*17。 

 振動に⏤᮶するᡭᢿࡕを㔜どする白▼のጼໃはࠊ朝㩭

⠇との対ㄯをグした 1711 年の「Ụ関➹ㄯ」にも見られ

る。同書で白▼はࠊ「༾ୟዴ၈㝣ᚨ᫂࿘⚰㡢⩏அ書一。

ᘬ㒯夫அㄝ一。௨∔本㑥有ྂஅ㑇法一。ྍ୕௨見

᱾概一⪥。㏆ୡⴿ⚍。൲ᐙ㡾౫ᮒᏊᐙ⚰一⪋⾜レஅ」と

して「ᣏ௨୧ᡭ┦ᧁ」にゝ及している㸦新 1906-2:729㸧。

また1716ࠊ 年のࠗྂྐ㏻ᡈၥ࠘ではࠊ「࿘⚰ᐁ⚃の

ᣎに⏤を振動といࡩ事をೖ人ᣎ௨ඳᡭ一┦ᧁ

ྂஅ㑇法と㝣ᚨ᫂がㄝに見へしがࡈときは⊰もṈ⩏あ

り ྑに八ᖹᡭをうつなどいࡦしにや㏆くはにᢿᡭᡴ

などいࡩはすなはࡕこれなり 㣾ᙼ୕௦அ⚰*18 の我ᅧ

に㑇れるすくなからずᚲこれ我ᅧのୖୡより┦ബࡩるᡤ

ありしとこそ見へたれ」㸦新 1906-1:392㸧と㏙てい

る。このᘬ用文ではࠗࠊ ࿘♩࠘の「ᣏ」におけるᢿᡭと

八開ᡭや⚄㐨におけるᢿᡭとのつながりが㏙られてい

る。しかしࠊそれらはあくまでࠗ経㔘文࠘等をした

㛫᥋的なゝ及でありࠊ白▼はࠊೖ人伝のᦇᡭそのものに

ついてはゝ及していないのである。 

 ೖ人伝をよく▱る白▼はࠊ㔚ዛのにᢿᡭを取りධれ

ておきながらࠊなࡐᦇᡭにゝ及しないのであࢁうか。そ

の理⏤を▱るためにはࠊ白▼が൲学⪅であることを⪃៖

しなけれࡤならない。白▼はࠊỤᡞᖥ府にḟࠎと♩のไ

定をᥦしていたがࠊそこで白▼がᛕ㢌に⨨いていたの

はࠊ自らが理とする♩ᴦの振興であった。例え1710ࠊࡤ

年๓後に書かれたࠗ Ṋᐙᐁ᮰⪃ に࠘はࠊ「先⋤ኳ下国

ᐙ࣓ࣤラレシࢽᚲラࢬ♩ᴦࣚࢽリ⋢ヒシࠊࣁᯝシࢸコ

レ㎽㐲ノᚚコトࢽラザル࣋シ」㸦新 1907:481㸧とあ

りࠊ白▼の♩ᴦ㔜どのጼໃがうかがえる。㔘ዛస法にお

いてもࠊ白▼はࠊその᰿ᣐを♩ᴦにồめたのでありࠊᡭ

をᢿつᡤసはࠊあくまで♩ᴦの書においてゝ及されたᡤ

సでなけれࡤならなかった。そのためࠊ同ࡌᢿᡭであっ

てもࠊ♩ᴦからษり㞳された᪥本⊂自の㢼にはࠊあえ

てゝ及するᚲ要がないと⪃えたのではないࢁࡔうか*19。 

 

9.ᣏにࡿࡅ࠾ື 

9.1.ືࡢṇయ 

 新白▼がࠊ㔚ዛを定めるにあたりࠊ振動をᢿᡭとして

そのに取り㎸ࡔࢇことはࠊỤᡞᖥ府の൲ᩍ♩における

ὀ目すきできࡈとである。しかしࠊそもそも「振動」や

「ᣏ」とはࠊどࢇな♩ᐜであったのࢁࡔうか。䛄࿘♩䛅

のグ㏙はල体性にஈしくࠊᢿᡭとするㄝも᠈ にすࡂない。 

 振動はࠗࠊ ࿘♩࠘のὀでㄽࡌられているがࠗࠊ ࿘♩࠘に

はࠊ₎௦の㒯⋞によるὀࠊ၈௦の㈩公ᙪのなど多くの

ὀ㔘がありࠊさらにࠊ「振動」にはその後も複数のㄝが࿊

♧されている。本✏ではࠊ振動に関する㆟ㄽが積したࠊ

Ύ௦のὀ㔘に↔Ⅼをᙜてる。Ύ௦のὀ㔘ではࠊᜨኈወ

(1671-1741)のࠗ♩ㄝ࠘ࠊẁ⋢(1735-1806)のࠗ࿘♩₎

ㄞ⪃࠘ࠊそれらに⪃ドゎをຍえたᏞヘㆡ(1848-1908)

のࠗ ࿘⚰正⩏ (࠘1899)が▱られる。本✏ではࠗࠊ࿘♩正⩏࠘

ᕳ49「⚃」におけるグ㏙をもとにࠊᣏにおける振動

のゎ㔘を概観する。なおࠗࠊ࿘♩正⩏࠘のゎ㔘を㔜どし

た⸨㔝ᒾによるㄽ⪃もཧ↷する*20。 

 

9.2.ືࡢពゎ㔘 

 ࠗ࿘⚰正⩏ で࠘はࠊᣏ♩のうࠊࡕ✍㤳ࠊ✵㤳ࠊ㡻㤳ࠊ

振動のᅄ種をᣏの正としておりࠊ振動はᣏ♩として㔜

どされている(Ꮮ 1987:2007)。振動のពをどのように

ゎ㔘するとしてもࠊまずはࠊそれがᣏ♩であることを㢌

に␃めておくᚲ要がある。 
 ではࠊ振動をᢿᡭとするㄝはࠊどのように成❧したの

」ࠊうか。㝣ᚨ᫂㸦550-630㸧のࠗ経㔘文࠘にはࢁࡔ

ೖ人ᣏ௨୧ᡭ┦ᧁࠊዴ㒯夫அㄝࠊྂஅ㑇法」とある

ことを先に㏙たがࠊ文୰にある㒯夫ㄝを࿊♧したの

はࠊ後₎の㒯⋞(127-200)でありࠊそれらは㒯⋞ὀとして

▱られている。ࠗ ࿘♩ὀ ༹༑ に࠘おける㒯⋞ὀに

はࠊ振動について複数のㄝが㏙られているがࠊそれら
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の୰にࠊ㒯夫のㄝとしてࠊ「動ㆫⅭⴷ書ᡈⅭⴷ。振

ⴷ௨ඳᡭ┦᧬ஓ」(㒯 1957:917)とグされている。㒯夫

ㄝによるとࠊ振動とは「振ⴷ」のことでありࠊさらにࠊ

振ⴷは「୧ᡭを௨て┦ᧁつなり」とㄝ᫂されている。振

動はᡭᢿࡕであると᫂☜に㏙られている。 

 Ύ௦になるとࠊᜨኈወ(1671-1741)がࠗ♩ㄝ 「࠘ᐁ୕䛃

において㒯夫ㄝをᒎ開しࠊ「振動⪅⯙㋡அᐜஓ振動ᡈస

振ⴷ㒯夫ㅝ振ⴷ⪅ඳᡭ┦᧬ඳᡭ┦᧬᭣ᢑ」㸦ᜨኈወ 

1861:26㸧㸦振動は⯙踏のᐜなり。振動ࠊᡈは振ⴷにసる。

㒯夫ㅝࠊࡩ振ⴷとは୧ᡭもて┦ᧁつ。୧ᡭもて┦ᧁつを

ᢑと᭣ࡩ㸧と㏙ている。振動とは⯙踏でありࠊ⯙踏にక

うᡭᢿࡕである「ᢑ」と同ࡌពであるとㄝ᫂されている。

௨ୖࠊ振動をᢿᡭとするゎ㔘にはࠗࠊ 㒯⋞ὀ࠘における㒯

夫ㄝࠊ㝣ᚨ᫂のࠗ経㔘文  。ᜨኈወࠗ♩ㄝ࠘があるࠊ࠘

 

9.3.ືは⤖ᒁᢿᡭࡢ࡞  

 しかしࠊ振動には୧ᤸをᢿつとする௨እのゎ㔘がある。

そもそも൲ᩍではࠊ⚄㐨のように「ᢿᡭ」するᣏ♩はな

かったとされている。そのことはࠗ࿘♩正⩏࠘にも᳨ウ

があるがࠊ振動をᡭᢿࡕとするㄝをၥどする見᪉もࠊ

᰿強くᏑᅾする。 

 㒯⋞ὀにはᮭࠊᏊのㄝとしてࠊ「ᮭᏊப振ㄞⅭ振

㚫அ振[……]動ㄞⅭယ៍அ៍」(㒯 1957:918)とある。

ᮭᏊはࠊ「振ࠊㄞࢇで㚫
すず

を振るの振とⅭし[……]動ࠊ

ㄞࢇでယ៍の៍とⅭす」としࠊ「振」を振るࠊ「動」を

ယしࡴとㄝ᫂したとされる。さらにᮭࠊᏊはࠊල体的

な動సのෆᐜを㏙てはいないもののࠊป事には振動♩

を⾜いྜྷࠊ事には✍㤳♩を⾜うとㄝ᫂したとされる。ᮭ

Ꮚのゝをཷけてࠊᘐሓはࠗ♩経㔘例y࿘ᐁᣏゎ࠘

㸦1809௨後㸧でࠊ「振動，Ṉ༶႙♩ᣏ⪋後㋀ஓ。振動அᣏ，

ㅖ൲ゝ人人Ṧ，ᝳ ᮭᏊᚓஅ。┏ป事அ有振動y，⊰ྜྷ事

அ有✍㤳，ⓙᣏஅ᭱㔜⪅。」( 1985:30)と㏙ている。

ᘐሓはࠊ振動とは႙の♩においてᣏのあとに㊴びୖが

る動సでありᮭࠊᏊが♧၀するような㔜ࠎしいᣏ♩で

あるとしている。ᘐሓによるとࠊ振動はࠊ✍㤳*21と㊴

♩とを㌿さࡏるᣏ♩であることになる。 

 Ꮮヘㆡはࠗ࿘♩正⩏࠘でこれらㅖㄝを᳨ウしたあとࠊ

振動を㊴♩とするㄝにၥを࿊している。Ꮮヘㆡが㊴♩

ㄝをၥどしたのはࠊ✍㤳と㊴♩との㌿が၈✺に見え

るからであると⪃えられる。ᣏとは㊭くものであるがࠊ

㊴♩では❧ୖࡕる。すなわࠊࡕᘫいのᣏが㋀になりࠊᣏ

の後に㊴ࡪことになる。ᮭᏊは㊴♩がそのままᣏ♩で

あるとするがࠊᏞヘㆡによるとࠊ㊴♩とᣏ♩とは␗なる

ものである。Ꮮヘㆡはࠊ動సを㌿する၈✺さに対してࠊ

ៅ㔜な見ゎを㏙るのである*22*23。 

 振動は୧ᤸをᢿつことではないとするゎ㔘にはもう一

つある。㒯⋞ὀにおいて㒯⋞はࠊᙼ自㌟のㄝとしてࠊ「⋞

ㅝ振動，戦ុ変動அᣏ。」と㏙ておりࠊ振動とは戦ᰩと

変動のᣏでありࠊල体的には「✍㤳ᣏ」と同ࡌ草であ

るとㄝ᫂している。しかしࠊᏞヘㆡはࠊ振動が✍㤳ᣏと

同ࡌᣏ♩であるならࠊあえて✍㤳ᣏとูに振動をᣏとし

て設ける理⏤がないとしࠊ振動を✍㤳ᣏとする㒯⋞ㄝを

᫂☜にྰ定する。 

 それではࠊᏞヘㆡ自㌟はࠊ振動のᐇែをどうㄆ㆑して

いたのࢁࡔうか。Ꮮヘㆡはࠊ振動とはࠗࠊ࿘♩・ᐁᴦ

ᖌ࠘にグされるྜྷ事の「環ᣏ」であるྍ能性があると㏙

ࢇこの「環ᣏ」とはどࠊている(Ꮮ 1987:2014)。では

なᣏ♩ࢁࡔうか。まずࠊ「ᐁᴦᖌ」にはࠊ環ᣏについてࠊ

「環ᣎ௨㙂㰘一∔レ⠇」(本⏣ 1977:683)とグされている。

すなわࠊࡕ環ᣏはࠊ㚝㰘をᢿᏊとするᣏとしてㄝ᫂され

る。᪉ࠊ㒯⋞ὀにはࠊ㒯ྖ㎰㸦㒯⾗*24㸧のㄝとしてࠊ

「環は᪕ᅇのពでありࠊᣏは直ᣏである」とグされて

いる。そうするとࠊ「環ᣏ」とはࠊ㡢をకうかࠊもしく

は連⥆する動きによるᣏでありࠊしたがってࠊ㡢ᴦもし

くは⯙㋀によるᣏであることになる。ᡠってࠊᏞヘㆡはࠊ

振動と環ᣏを同ࡌものと⪃えているのでࠊその⤖ᯝࠊ「振

動」はྜྷࠊ事もしくはป事におけるࠊ㡢ᴦもしくは⯙㋀

によるᣏとしてㄝ᫂されることになる。 

 

9.4.ືᢑࡢ㛵ಀ 

ここでࠊᜨኈወやᏞヘㆡのようにࠊ「振動」を㡢ᴦもし

くは⯙㋀とㄆ㆑したときの状ἣを⪃えてみる。まずࠊ୧ᤸ

をつ๎的にᢿてࠊࡤそこにᢿが生ࠊࡌ㡢ᴦがసられるがࠊ

ྂ௦୰国においてࠊ㡢ᴦにకうᡭᢿࡕをពするᏐྃにはࠊ

先に㏙た「ᢑ」がある。࿅Ặ⛅㸦ྂᴦ⠍㸧にはࠊ「ᢑ」

に関してࠊ「ᖇᄪ௧人ᢑࠊᡈ㰘㰝ࠊᧁ㚝☽ࠊ྿ⱎࠊᒎ管

⠡。ᅉ௧㬅㫽ࠊኳ⩪⯙அ。ᖇᄪ႐，௨ᗣᖇᚫ。」㸦࿅ 

2011:151㸧とある。「ᖇᄪはᴦ人に㰘・㰝をᡴたࠊࡏ㚝・

☽をたたかࠊࡏ➛・ቲ・管・⠡を྿かࠊࡏᴦに合わࡏて㬅

㫽とኳ⩪に⯙を⯙わࡏた。ᖇᄪは変႐びࠊこのᴦによっ

てᖇのᚫはㆽえられた」というពである㸦ᴋ山 1996: 

135,138㸧。「ᢑ」はᡴつことをពするがࠊそれは୧ᤸを

ᢿࡕ合わࡏることに㝈定されていない。「ᢑ」としてࠊ㰘

などをᡴてࠊࡤᝋびが⾲⌧されるとある。振動をᡭᢿࡕで
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あるとしたᜨኈወもࠗ♩ㄝ࠘でࠊ「Ⅽᢑ⯙後ୡ⯙㋡ᐿ出

Ṉ౾人ᣎ⊰然ྂஅ⚰ஓ」㸦れをᢑ⯙とⅭす。後ୡの

⯙㋡はࠊᐇにṈに出づ。ೖ人の♩⊰然り。ྂ の♩なり㸧

㸦ᜨኈወ 1861:26㸧と㏙ࠊ振動が「ᢑ」に㏻ࡌるᡭᢿࡕ

でありࠊ㡢ᴦ⯙㋀のጞཎに連なるものであると㏙る。 
 しかしながらࠊここにࠊ⯙㋀のጞཎとなり႐ᝋすら生

法の「振動」と♩ࠊとしての「ᢑ」とࡕてしまうᡭᢿࡌ

をࠊはたして同一のものとしていいのかというၥがṧ

る。Ꮮヘㆡもこのၥをᢪいていたとᛮわれࠊ♩法とし

ての「振動」と「ᢑ」とを対比的に関連づけている。振

動を環ᣏ㸦㡢ᴦ㸧であるとしたᏞヘㆡはࠊ「୧ᡭ┦ᧁ，ྂ

ㅝஅᢑ，⯅ᣏ↓΅，ᨾ後㒯ᚑ」㸦୧ᡭもて┦ᧁつ。ྂ

அをᢑとㅝࡩ。ᣏと΅る↓しࠊᨾに後㒯㸦㒯⋞㸧ᚑは

ず㸧㸦Ꮮ 1987:2015㸧と㏙る。すなわࠊࡕ୧ᡭをᧁࡕ

あわࡏることを「ᢑ」というがࠊᏞヘㆡによれࠊࡤᢑはࠊ

環ᣏと㐪ってࠊᣏ♩のとはならない動సである。 

 Ꮮヘㆡはࠊ௨ୖのようにࠊ振動のㄝ᫂をៅ㔜に進めてい

る。まずࠊᏞヘㆡはࠊᣏはどこまでも㊭くものであるとす

る⪃えにもとづきࠊ✍㤳と㊴♩との㌿などࠊ㉳ᣏを⧞り

㏉すような⃭しい動సはࠊᣏ♩にはࡩさわしくないと⪃え

る。そしてࠊ振動ᣏにもࠊ⦆やかでᣢ⥆的な動సがఝつか

わしいとする。᪉ࠊᢿᡭはᡭᢿᏊに変しうるものであ

りࡦࠊいては႐ᝋを誘うものであるとしࠊᣏである振動

をࠊᡭᢿࡕと同一どする⪃えにもࠊやや㞴Ⰽを♧す。そし

てࠊᏞヘㆡはࠊ振動をࠊ㚝㰘をᡴつかࠊもしくは連⥆する

動きによるᣏである「環ᣏ」であるとㄝ᫂するのである。 

 ᪉ࠊụ⏣ᅄ㑻ḟ㑻はࠗࠊ ࿅Ặ⛅࠘にグされる「ᢑ」

をᣏではないとするᏞヘㆡの᳨ウに対してࠊၥを࿊し

ている。ụ⏣はࠗࠊ ࿅Ặ⛅ の࠘例はさておきࠗࠊ ᴆ㎡ 「࠘ኳ

ၥのὀ」には「ᡭᢿ᭣レᢑࠊᕩᐙ有ᢑ⯙ᣏ一ஓ*25」

㸦ụ⏣ 1968:79㸧とみえるのでࠊ「ᢑ」はᣏになりうる

とする。ụ⏣はこうしてᢑとしての振動をࠊᡭᢿࡕによる

ᣏとしてㄝ᫂しようとする。⸨㔝ᒾもࠊụ⏣のこのゎ㔘

をᨭᣢする㸦⸨㔝 1976:327㸧。⸨㔝はまたࠊụ⏣のこのㄝ

᫂からࡦࠊいてはೖ人のᦻᡭについてもࠊそれをᢑとみな

すことがྍ能でࠊさらにそれをᣏと見すこともできる

と㏙る㸦⸨㔝 1976:326㸧。ణしࠊụ⏣がᘬ用した「

ᕩᐙ有ᢑ⯙ᣏஓ」のᣐについてࠊ➹⪅がᨵめて᳨ウし

たとこࠊࢁΎ௦の㒃ᠶ⾜によるྐ書のᢒ㘓ࠗ Ᏽ⍢ㄒ に࠘見

出されるのみであったこともᣦしておく。 

 Ꮮヘㆡはࠊ振動のᣏにはࠊ環ᣏのような⛛ᗎࡔった

స法がఝつかわしくࠊ✍㤳と㊴♩との㌿のような対↷

的な動సの 㑏や၈✺な㡢の生㉳を⌧ᐇ的でないと㏥け

た。振動はࠊᏞヘㆡがᣦするようにࠊᡭᢿࡕではなくࠊ

✜やかな㌟体動సや㡢の振る⯙いであるのかもしれない。

➹⪅もࠊ振動のᏐྃからはࠊ急⃭な変であるよりもࠊ

変化が⦆やかにᣢ⥆する༳㇟をཷける。振動はࠊᣏに

おいて正のᣏとㄆ㆑されている♩ではあるがࠊどこま

でもㄆ㆑しづらい動సである。 

 ௨ୖのೖ人伝の関連文⊩についての᳨ウはྂࠊ௦のᢿ

ᡭに関してḟの⪃ᐹに導く。振動はࠊいずれにࡏよ動き

をకうᣏ♩である。この動きのきさはࠊ႐ᝋにもᝒࠊ

Ⴣにもഴきうるものである。しかしࠊ振動がᣏであるな

らࠊᣏ♩としての振動がࠊ႐ᝋをᚿྥするᢑとどࢇな関

ಀにあるかを᥈らࡊるをᚓない。Ꮮヘㆡは᳨ࠊウのᮎࠊ

ᢑとしてのᡭᢿࡕをࠊᣏ♩の源Ἠとするゎ㔘を断ᛕした。

Ꮮのこのゎ㔘はࠊ൲ᩍ♩にᢿᡭを用いることの᰿ᣐを

ዣうことになる。 

 ᪉ࠊ新白▼は振動をᢿᡭとするゎ㔘にၥをᢪく

ことがなかった。白▼の振動のㄆ㆑にはࠊその⫼景にࠊ

ೖ人のᢿᡭがあったからである。ೖ人のᢿᡭのᏑᅾこそ

がࠊ白▼にࠊ൲ᩍ♩を㔜どしつつもࠊそこにᢿᡭを取

りධれることに対してᚰをᢪかࡏずࠊ㔚ዛにᢿᡭを用

いる⾜動を導いたのである*26。ೖ人伝のᦇᡭの᳨ウはࠊ

こうして地域も௦もೖ人伝からずっと㞳れたࠊ白▼の

㔚ዛやᣏの振動の᳨ウへと目をྥけさࡏるのである。 

 

10.ᡭࢆᢿࡘ㑇≀ 

10.1.୰ᅜࡢᢿᡭಎ 
 ここまでೖ人伝のᦇᡭに関してࠊ᪥本と୰国における

ゝ及とㄆ㆑のされ᪉をたどりつつ᳨ウしてきたがࠊここ

でどⅬを変えࠊೖ人伝と比㍑的㏆い期の⪃ྂ資料に目

を㌿ࡌてみよう。⪃ྂ資料をもとに同௦の୰国のᢿᡭ

⾜Ⅽのᐇែの一➃を▱れࠊࡤೖ人のᦇᡭを୰ᚰとしたᣏ

♩のពをࠊ再ㄆ㆑できるかもしれない。ೖ人のᦇᡭと

の୪⾜性を᳨ウするための⪃ྂ資料としてはࠊ後₎௦

と୕国௦のᢿᡭಎが適ษな㢟材となる。 
 しかしࠊ⪃ྂ資料を用いたᢿᡭの᳨ウには㞴しいၥ㢟

がある。ᢿᡭする動సをྍ能な㌟体動సから≉定しよう

とするときࠊᢿᡭと㛫㐪われやすい草がࠊᣗᡭと合ᤸ

である。⿇の୰に⭎を組ࡴᣗᡭはࠊ൲ᩍのᣏ♩に見ら

れる草であるしࠊ合ᤸはࢪのᩍᅪにおける一般

的な草である。したがってࠊ類ఝする動సからᢿᡭと

ุ断するならࠊそれ┦ᛂの᰿ᣐがなけれࡤならない。ま
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たࠊ後₎௦の⪃ྂ資料に見られるᢿᡭはࠊとࢇどが

ḷ⯙のሙにおけるᢿᡭである。ḷ⯙やዌᴦのሙでᴦჾዌ

⪅と୪ࢇでᢿたれるᢿᡭはࠊその多くがᡭᢿᏊである。

同ࡌᡭᢿࡕであってもࠊ♩ᩗస法におけるᢿᡭとࠊḷ⯙

のሙでのᡭᢿᏊとをࠊ同一どすることはできない。 

 ➹⪅と➹⪅の◊✲ᐊにᡤᒓするⱁ⾡工学府ⱁ⾡工学ᑓ

ᨷコンࢸンツ・クリエーࢹࣈࢸザインコースの㝞ᬂᏱ

はࠊ戦国௦から༡朝௦までのࠊቨ画ࠊናにᥥかれ

た⤮をྵめたࠊᢿᡭのྍ能性がある㑇物のሗを㞟めて

いる。ᢿᡭಎについてはࠊ⌧地ㄪᰝもᐇ施している。ま

ずࠊᢿᡭが造形されたಎであるならࠊᡭを๓に出してい

るはずである。しかしࠊᡭを๓に出していてもࠊ物をᣢ

っているጼໃと༊ูがつきにくい。またࠊᡭをᢿってい

ると⪃えられてもࠊᢿᡭであるか合ᤸであるかが᭕で

ある例が多い。୧ᤸをᙜてるというጼໃはࠊᢿᡭにࠊ物

をᣢつጼໃのࠊ合ᤸやᣗᡭとゎ㔘するྍ能性をྵみᣢ

たࡏてしまう。さらにࠊ୧ᤸをᢿっているとุ断されて

もࠊᢿᡭとしてᢿつのかᡭᢿᏊとしてᢿつのかについてࠊ

見ᴟめはྍ能である。本✏ではࠊそうしたไ⣙に目㓄

りしながらࠊ興῝い 3 例について㏙ていこう。 

 

10.2.Ἑ༡ᑀᮾ₎ࡢᢿᡭಎ 

 図㸯は1980ࠊ 年にἙ༡┬ᑀ県の㯤⁁‴村で出土した

後₎௦୰後期における㞧ᢏをᥥいた「ᢿᡭಎ」である。

同ࡌᐊで発見された 3 体のうࡕの 1 体であるがࠊ⌧ᅾは

公開されていない。1987年 1᭶の「Ἑ༡ᑀᮾ₎Ύ理

⡆ሗ」(ᙇ 1987:37-42)によるとࠊ高さ 12 の㰯がࢳンࢭ

高い人物でࠊ㊭ᆘで㢌にᑤったᖗᏊをかࡪりࠊ๓をྥい

ている。ᕥྑのᤸは 2

ど開いていᙅࢳンࢭ

る。同ሗ࿌書にはࠊ「ᢿ

ᡭ」が造形されている

と᫂グされている。≉

ᚩはࠊ⫝をࡰ⫪の高

さで水ᖹにᙇっている

ことである。ྑᡭをୖ

からᕥᡭを下からᙜて

るᢿࡕ᪉はࣈࠊルー

ノ・レࣉࢵによるࠊᢿ

ᡭ形状のศ類にお  い

てࠊᕪᡴࡕにศ類さ

れる。 

10.3.᭪ኵᴥᮧでฟᅵࡢ㨯ᙬ⤮㞧ᢏ⬌ಎ 

 図㸰は2013ࠊ 年に山す┬同市の᭪夫ᴥ村で出土した

㨯௦㸦386-534㸧の㞧ᢏをᥥいた「㨯ᙬ⤮㞧ᢏ⬌ಎ」 

 

でありࠊ⌧ᅾは山す┬༤物㤋に保管されている。ࠗ同㞜

ᖌ㝔㨯群 㸦࠘ 2008:53-55㸧によるとࠊ㞧ᢏ⬌ಎ

は 9 人の人物で構成されている。ᴦჾを₇ዌするなどし

てࠊ୰ኸの人物の₇ᢏをᄳし❧てている 6 人のうࠊࡕ㉥

で♧したྑから人目はࠊこのጼໃに対ᛂするᴦჾを

定できずࠊᡭをᢿっているとุ断される*27。⛠㈶のᢿ

ᡭであるかࠊᴦჾ₇ዌに合わࡏたᡭᢿᏊであるかは᫂

である。の 5 人と␗なり一人ࡔけ➎のୖを見ୖげてい

ることからࠊᡭᢿᏊでなく⛠㈶のᢿᡭが造形されている

のかもしれない。あるいはᡭをᢿつことによりዌᴦの㡢

㢌取りの役割を₇ࡌているྍ能性もある。一人ࡔけୖ᪉

を見ているのでࠊᡭᢿᏊとゎ㔘すれࠊࡤᢿっているጼໃ

や㡢を࿘ᅖに♧するᢿࡕ᪉にもとれる。᪥の㐨ⱁ

においてもࠊ㞴度と༴㝤度の高いࢢࣕࢪリンࢢの⛠㈶で

はࠊᡭᢿᏊとᢿᡭがするഴྥがみられる。なおࠊᕥ

から人目はཱྀࠊを開いていることからࠊኌをけてい

るかḷっているかのどࡕらかであると⪃えられる。 

 

10.4.ᐩୡ㙠†බᅬࡢᑗ㌷ಎ 

௨ୖの 2 例はࠊ♩ᩗとしてのᢿᡭではなくࠊ⛠㈶とし

てあるいはᡭᢿᏊとしてᡭをᢿっている。ではࠊ♩ᩗと

してᡭがᢿたれているಎはないࢁࡔうか。まࠊࡔ➹⪅等

は見つけていないがࠊそのྍ能性がある例を一つᣲげよ

う。図㸱は2018ࠊ 年にᅄᕝ┬自㈉市ᐩ㡰県ᐩୡ㙠†公

ᅬの工事⌧ሙで発見されたᑗ㌷ಎにおける㰘ᤸಎであ

る。同年 7 ᭶ 24 ᪥のᦏ≴新⪺にはࠊ高さ 26-42  のࢳンࢭ
ᅗ 1 ᑀᮾ₎ࡢᢿᡭಎࠗἙ༡ 

ᑀᮾ₎Ύ理⡆ሗ࠘1987 

ᅗ 2 㨯ᙬ⤮㞧ᢏ⬌ಎࠗྠ㞜ᖌ㝔㨯⩌࠘2008 
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㉳❧ಎࠊ㰘ᤸಎࠊౝ女ಎが合わࡏて 17 体発見されたとグ

されている㸦ᐩ 2018㸧。2020 年 12 ᭶⌧ᅾࠊሗ࿌書がᮍ

ห⾜であるのでࠊ௦等のヲ⣽は᫂であるがࠊ₎௦か

ら၈௦に⮳る期に造形されたと⪃えられる㔙㝡のಎで

ある。㰘ᤸಎは㉥で♧した後 2 ิྑ 3 人目でࠊ୧ᤸを

低い⨨で開いているಎである。⫝を下げ⬗にけてい

るためࠊᤸが⬚の⨨である。୧⭎のᖜはࠊ⫪ᖜよりや

や⊃くࠊ物をᣢっているとも⪃えられるがࠊこれから୧

ᤸをᙜてようとする▐㛫が造形されているྍ能性がある。

႐ᝋの⾲はなくࠊまっすࡄ๓᪉を見ている。またࠊ࿘

ᅖのౝ女ಎはࠊ୧ᡭを⬚๓で組み合わࡏるᣗᡭಎが多くࠊ

ᴦჾを₇ዌするಎも見られない。この㰘ᤸಎが୧ᤸをᙜ

てようとする動సであるならࠊࡤḷ⯙にకうᢿᡭではな

くࠊ♩ᩗとしてのᢿᡭが造形されているྍ能性がある。

いずれにࡏよࠊሗ࿌書がᮍห⾜で᫂なⅬが多い。 
 

10.5.ᢿᡭࢆ≉ᚩ࡙ࡿࡅ⾲⌧ 
 ୧ᤸを開いた状ែでᢿᡭを⾲⌧していると見られるಎ

を♧した。ᢿᡭは୧ᤸをᙜてて㡢を発する動సである。

しかしࠊ୧ᤸを᥋㏆さࡏるよりもࠊ୧ᤸを㞳しୖ⭎ࡈと

開㛢さࡏる草をᥥいた᪉がࠊᢿᡭらしく見える。またࠊ

ᅗ 1 のᑀᮾ₎のᢿᡭಎはࠊ⫝をᣲげているがࠊ➹⪅

が見た₎௦のᢿᡭಎの多くはࠊ⫝を⬗にけてᢿってい

る。᪉ࠊᅗ 2 の㨯ᙬ⤮㞧ᢏ⬌ಎはࠊ⫪ᖜ௨ୖに୧⭎

を開いているがࠊこのようなጼໃでᡭをᢿっているとみ

られるಎをࠊにも見出している。௨ୖの᳨ウはࠊೖ人

のᦇᡭとは↓関ಀである。しかしࠊᢿᡭの㑇物が㐲く㞳

れた地域で୪⾜的にᏑᅾしていたかもしれないことはࠊ

ㄆ㆑しておいていいࢁࡔう。 

10.6.日ᮏࡢ⪃ྂ㈨ᩱᢿᡭ 

 ೖ人伝㸦280 㡭㸧௨後ࠗྂ事グ 㸦࠘712 㡭㸧までࠊᢿᡭ

に関する文⊩資料はない。ではࠊ᪥本のྂ௦においてᢿ

ᡭ㑇物はᏑᅾしたのࢁࡔうか。㏆␥地᪉を୰ᚰに出土し

ている⤮画土ჾにはࠊ୧ᡭをᣲげる人が多数ᥥかれてい

る㸦⸨⏣ 2006:77㸧。㏆年にもࠊᡭを広げている࣏ーࢬの

土അの発᥀がሗ࿌されている。しかしࠊそれらはᢿᡭと

は⛬㐲い。単にᡭをᕥྑに広げているࡔけのጼໃはࠊ୧

ᤸをᢿࡕ合わࡏる▐㛫へとど⥺を誘うものではない。 

 ᪉ࠊ㟷森県八ᡞ市㢼ᙇ(1)㑇跡から出土した土അはࠊ

ᗙった状ែで୧⭸を❧てࠊᡭを正面で合わࠊࡏ୧⭎の⫝

とᡭの୰㛫部を⭸にけている。ᡭは一つにまとめら

れࠊᕥྑのᡭのᣦを組ࡔࢇጼໃであることからࠊ合ᤸ土

അと⛠される(⸨⏣ 1990)。しかしࠊこの土അの合ᤸをᢿ

ᡭと見なすことはできないと⪃える。᪥ࠊᕥྑのᣦを

組ࡔࢇ状ែでࠊ୧ᤸをᙜてるᢿᡭ動సがࠊ見られないわ

けではない。しかしࠊ⫝を⭸につけたままᡭをᢿつ動స

はࠊጼໃがᔂれやすくᏳ定である*28。さらにࠊᕥྑの

ᡭのᣦを組ࡔࢇ状ែでのᡭᢿࡕではࠊ㡢が༑ศに発ࡏら

れない。 
 
10.7.ᢿᡭࡿࡍᇰ㍯はᏑᅾࡿࡍ 

 ⪃ྂ学◊✲⪅によりࠊᢿᡭのጼໃとするㄝが࿊♧され

た 6 ୡ⣖のᇰ㍯が 3 体あるのでࠊゐれておこう。 
10.7.1.▼ᕝ┴ᑠᯇᕷ▮⏣㔝ྂࣜࢪ࢚ቡฟᅵࡢዪᛶീ 

 ▮⏣㔝エࢪリྂቡは 6 ୡ⣖๓半の๓᪉後ቡであるがࠊ

࿘ᇼの୰からまとまって出土した合計 11 ಶ体の人物ᇰ

㍯の୰にࠊ୧ᤸを合わࡏるᡤసのᇰ㍯が 2 体ある。一つ

㸦人 1㸧は女Ꮚで1992ࠊ 年のࠗ▮⏣㔝エࢪリྂቡ発᥀ㄪ

ᰝሗ࿌書࠘にはࠊ「長い୧⭎は๓にᕪし出しཱྀࠊの正面

でᡭのࡦらを合わࡏて♳りのጼໃを♧す。ぶᣦはᆶ直に

❧てࠊあとのᣦはᥞえて斜めୖ᪉をᣦしている」

(1992:31)とある*29。もう一つ㸦人 2㸧も女Ꮚでࠊ⭎は人

1 と同様の動సであるがࠊ୧ᤸは 1cm ⛬㞳れている*30。

⪃ྂ学◊✲⪅のⱝᯇⰋ一はࠊ「▮⏣㔝エࢪリྂቡの 2 体

の資料は一᪉がᡭのᖹを合わࠊࡏ᪉がᡭのᖹを㞳して

〇సされたことはᢿᡭをᡴつ一連の動సのそれࡒれの▐

㛫をព㆑的に⾲⌧ศけたものとゎ㔘することがチされ

るࢁࡔう」(ⱝᯇ 1997:35)と㏙る。さらにࠊ「人 2 の

ሙ合ࠊᡭのᖹが㞳れていた事ᐇは㔜要どしなけれࡤなら

ない。それは合ᤸではなくࠊᢿᡭをᡴつᡤసと⪃えうる

からである。ᢿᡭは୧ᡭを広げた後にこれを合わࡏᡴつ

ᅗ 3 ᑗ㌷ಎࡢ㰘ᤸಎࠗᦏ≴᪂⪺࠘2018 
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一連の動సであるからࠊᇰ㍯で⾲⌧するሙ合ࠊどの▐ၥ

が⾲⌧されているのかということがၥ㢟となる」(ⱝᯇ 

1997:41-42)と㏙てᢿᡭᇰ㍯ㄝをᒎ開する。 

10.7.2.⩌㤿┴⥥㈏ほ㡢ᒣྂቡฟᅵ⬌ᆘ⏨Ꮚീ  

⥥㈏観㡢山ྂቡは 6 ୡ⣖後半௨後の造営とされ1968ࠊ

年にᇰ㍯などが出土している。1998 年のࠗ群㤿県ᇙⶶ文

化㈈ㄪᰝ事業ᅋ体発᥀ㄪᰝሗ࿌書➨ 242 㞟࠘「⥥㈏観㡢

山ྂቡ I：ቡୣ・ᇰ㍯⦅」にはࠊ「୧⭎は体の๓᪉で᭤

げられࠊ㢡の๓でᡭのࡦらを合ᤸするように合わࡏてい

る。ぶᣦをはࡌめとしたྛᣦの先➃はḞᦆしている。ᡭ

にఱかをᣢっていたのかྰかのุ断は⌧状ではᅔ㞴であ

る」(1998:261)とある。これに対しࠊⱝᯇはࠊ「そのᡭ

の合わࡏ᪉は まさにᢿᡭをᡴつ様のなかでの୧のᡭが

ᡴࡕ合わされた▐㛫を再⌧したものと見てよいࢁࡔう」

(ⱝᯇ 1997:42)と㏙る。 
10.7.3.ᢿᡭືసࡢ᭷↓ 
 ௨ୖの 3 体をᢿᡭする人物ᇰ㍯とみることができるࡔ

リྂቡ出土の女性ീににおけࢪ㔝エ⏣▮ࠊうか。まずࢁ

る人 1 はࠊ୧ᤸを合わࡏる工夫があることからࠊ୧ᤸを

ᢿつとするㄝ᫂もྍ能である。しかしࠊ⣬状のものを୧

ᡭにᣳࠊࡴもしくは合ᤸであってもᛮ㆟はないとᛮわ

れる。᪉ࠊ人 2 はࠊ人 1 よりもࠊ᥋㏆している୧ᤸの

⨨が正面ややྑᐤりでありࠊまたࠊሗ࿌書にあるよう

にࠊᣦがそりࡂみでありࠊᐇ性をḞいた造形である。

人 2 もࠊᢿᡭに見えるがࠊ物をᣢつጼであるようにも見

える。ᢿᡭであるྍ能性はあるがྍࠊ能なㄝ᫂の一つで

あるにとどまるとᛮわれる。ḟにࠊ⥥㈏観㡢山ྂቡ出土

⬌ᆘ⏨Ꮚീはࠊᡭをᢿつࠊ合ᤸするࠊ物をᣢっているࠊ

このいずれのㄝ᫂もྍ能であると⪃えられる。୧ᤸを合

わࡏておりࠊᡭをᢿつጼໃであるかもしれないがࠊ合ᤸ

であるとも⪃えられる。ᢿᡭと≉定するࡔけの≉ᚩは見

ᙜたらないとᛮわれる。୧ᡭでᤝげᣢつࠊᢪえᣢつጼで

あるとㄝ᫂されてもᛮ㆟はない。ࠊࢇࢁࡴᣦがḞᦆし

た状ἣなのでࠊ物をᣢっているかどうかも≉定できない。 
 ⱝᯇのᢿᡭᇰ㍯௬ㄝにおいて興῝いᣦはࠊᢿᡭを

ᢿつྛẁ㝵㸦ᢿࡕጞめのᡭが開いた状ែ・ᡭの合う直๓・

ᡭの合った▐㛫㸧を᳨ウするᚲ要性が♧されていること

である㸦ⱝᯇ 1997:49)*31。ⱝᯇが♧した 3 例においてはࠊ

ᢿᡭ動సの≉定は㞴しいようにᛮわれるがࠊᢿᡭが᪥ᖖ

的な動సであってみれࠊࡤᇰ㍯においてᡭをᢿࡕ合わࡏ

るጼໃが造形されているྍ能性はࠊそのつど᳨ウされる

う*32ࢁきであ *33。 

 ྂቡ௦にᢿᡭをᢿつ習があったのかどうかࠊ➹⪅

は▱見をᣢたないがࠊ➹⪅の見ゎではୖࠊグの例に㝈ら

ずࠊᢿᡭの造形の有↓に関わるのはࠊᢿᡭの習័の有↓

とともにࠊ合ᤸの習័の有↓である。合ᤸの習័がᏑᅾ

したとすれࠊࡤᢿᡭを造形するときࠊそれを合ᤸと༊ู

するためࠊ୧ᤸを㞳した造形を⾜うのではないࢁࡔうか。

合ᤸに⮳る๓動సを造形することࠊ୧ᤸを㞳しࠊࢇࢁࡴ

もあるかもしれない。しかしࠊ㟼止動సを⾲⌧するため

にࠊあえて動きのある๓ẁ㝵の動సを造形するとは⪃え

にくい。᪉ࠊ合ᤸの習័がᏑᅾしなけれࠊࡤᡭを合わ

 。㡢を発する▐㛫を造形しているྍ能性があるࠊてࡏ

 

11.ᮏᒃᐉ㛗ࡢᢿᡭ論ᦻᡭ 

11.1.ᐉ㛗ࡀゝཬࡿࡍᡭᢿࡕ 

ᢿᡭのṔྐを文⊩にたどるときࠊೖ人伝のᦇᡭのḟに᳨

ウされるきであるのはࠗࠊ᪥本書⣖࠘ᕳ୕༑ᣢ統ኳⓚに

グされる༶ᘧのᢿᡭであࢁう。しかし3ࠊ ୡ⣖のೖ人伝

から 8 ୡ⣖のࠗ᪥本書⣖࠘までにはきな㝸たりがあ

る。7 ୡ⣖௨後のᢿᡭについては✏をᨵめることとしࠊ

本✏では᭱後にࠊᦇᡭをもとに᪥本のᢿᡭのᅾり᪉を⪃え

ていくときに᳨ࠊウがᚲ要になるࠊ本ᒃᐉ長㸦����Ѹ����㸧

のᢿᡭㄽについて㏙ておく。ᐉ長によるೖ人伝へゝ及がࠊ

᪥㢳みられることはあまりないがࠊೖ人伝のᦇᡭと 7 ୡ

⣖௨後のᢿᡭとの連⥆性のㄆ㆑を᳨ウするときࠊᐉ長のᢿ

ᡭㄽを㑊けることはできないのである。 

ᐉ長はࠊしかしながらࠊೖ人伝をはࡌめとする୰国の

ྐ書に対してᛕをᢪいていた。ೖ人伝をᢈุ的にㄽࡌ

た1777年のࠗḯ≬人࠘ࠊおよび୰国や朝㩭半ᓥとの΅

のあり᪉を㏙た1785年のࠗ㥀ᡁ៓ゝ࠘ではࠊ䛂ᦻᡭ」に

ゝ及していない。᪉1798ࠊ年に成したࠗྂ事グ伝࠘

にはࠊ㛫᥋的なゝ及がありࠊ「から書࿘⚰にࠊᣎをᨀげ

たる୰にࠊ振動とபᣎありてࠊὀにࠊ௨୧ᡭ一┦ᧁஓと

பࠊまたೖ人ᣎࠊ௨୧ᡭ一┦ᧁࠊྂஅ㑇法などபる

ことあり」㸦本ᒃ 1974：301㸧と㏙ている。しかしࠊこ

のゝ及があるのはࠊ「朝ᐑ下ᕳ」におけるࠊ一ゝ主⚄

によるᡭᢿࡕのὀ㔘のᮎᑿでありࠊグ⣖や⚄㐨における

ᢿᡭについてㄽࡌ終えࠊᢿ
かしわ

ᡭのㄗったゎ㔘をᢈุした後

にࠊ⏦しヂ⛬度にῧえられているࡔけである。「௨୧ᡭ┦

ᧁࠊྂஅ㑇法」とᘬ用されているのでࠊೖ人のᦻᡭが

♧၀されているかに見えるもののࠊこのゝ及はᦻᡭにࠊ

直᥋ゝ及するものではない。あくまでೖ人のᡭᢿࡕに୰

国の㑇法を見たとするࠗ経㔘文࠘をᘬいてのࠊ፣᭤な
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ゝ及である。ᐉ長はࠊ᪥本本᮶のᢿᡭのあり᪉に関してࠊ

୰国とのつながりを⪃えなかった。 
 ᪥本人によってᢿたれた᭱ྂのᢿᡭがࠊ୰国人によりグ

㏙されたことをࠊᐉ長がよしとࡏずࠊそれを㢼のഅ然の

一⮴としていることはࠗࠊḯ≬人࠘に「ᅧࠎおのづから同

㸦本ᒃ 1974:285㸧などとあ「ࡴ㢼なる事もなどかならࡌ

ることからもわかる。ೖ人のᦻᡭをࠗࠊ ྂ事グ࠘にᥥかれて

いるᡭᢿࡕからࠊ㐲ࡊけようとしているようにもㄞめる。 

 ではࠊᐉ長はࠊそもそもᢿᡭというものをࠊどう⪃え

ていたのࢁࡔうか。ᐉ長のᢿᡭㄽはࠗྂ事グ伝࠘にᩓᅾ

するがࠊᦻᡭのゎ㔘と関わる⪃え᪉はࠊまずࠊ๓㏙の「朝

ᐑ下ᕳ」における一ゝ主⚄
しのかみࡠとことࡦ

によるᡭᢿࡕのὀ㔘にみ

られる。ࠗྂ事グ࠘「ⴱᇛ山」には「ኳⓚគ⏽⪋白 

ᜍ我⚄ 有Ᏹ㒔ᚿព⨾⪅ࠝ自Ᏹ下Ꮠ௨㡢ࠞむ白⪋ 

ᚚย及ᘪ▮ጞ⪋ ⬺ⓒᐁ人等ᡤ᭹⾰᭹௨ᣎ⋙∞一ゝ

主⚄ࠊᡭᢿཷᤝ物」㸦ኳⓚにគ⏽みて白したまࡦ

しくࠊ「ᜍしࠊ我が⚄ࠊᏱ㒔ᚿព⨾有らࡴとはࠊᏱより

下のᏐは㡢を௨ࢄよ。むらࡊりき。」と白してࠊᚚย

及ᘪ▮をጞめてࠊⓒᐁの人等の᭹ࡏる⾰᭹を⬺がしめてࠊ

ᣎみて⋙りたまࡦき。∞にの一ゝ主⚄ࠊᡭᡴࡕて

のᤝげ物をཷけたまࡦき㸧㸦㔝 1958:316-317㸧とある。

㞝␎ኳⓚがࠊⴱᇛの⌧人⚄一ゝ主⚄に㠀♩を㝞ㅰしᤝ

げものをしたとこࠊࢁ一ゝ主⚄がᡭをᢿってそのᤝげ

物をཷけたくࡔりであるがࠊᐉ長は一ゝ主⚄のᡭᢿࡕ

のពを1ࠊ) 物をᚓ㈷ࡩをṅ႐㈷ࡩែなり2ࠊ㸧ཪ物を

ཷ取るとてࠊᢿことあり3ࠊ㸧ᣎてᢿなり㸦本ᒃ 1974：

299-300㸧の୕種にศ類しࠊ一ゝ主⚄のᡭᢿࡕはࠊいず

れのពもᣢつと㏙ている。 
 ᦻᡭのゎ㔘と関わるもう一つの⪃え᪉がࠊᘏᬺ18(799)

年の῾ᾏ国のの᮶᪥においてࠊ♩法としてのᢿᡭをや

めてしまったことをᢈุするくࡔりにみられる。ࠗ᪥本後

⣖࠘ᘏᬺ༑八(799)年のෑ㢌に「ⓚᖇᚚᴟẊ一ཷレ朝。

文Ṋᐁရ௨ୖⶽᐈ等ྛ㝙レ。ῶᅄᣎ一∔再ᣎ一。

レᢿレᡭ。௨レ有῾ᾏᅧ一ஓ。」㸦黒ᯈ 1934:15㸧㸦ᖇࠊ

ᴟẊにましましてࠊ朝をཷく。[……]ᅄᣏをῶࡌ再ᣏ

となしࠊᡭをᢿたず。῾ᾏ国ᅾるを௨てなり㸧とある

のに対しࠊᐉ長はࠊ「῾ᾏᅧノの有しにᅉてᡭをᢿツこ

とを止められしはࠊ全₎に見ࡴࡏためにていとあࡖき

なしࠊ␗ᅧ人にはことさらにもⓚᚚᅧの⚰をこそ♧

る。ᐉ長なれ」㸦本ᒃ 1974:227㸧と㏙ࡊしきわまࡏ

はࠊこのᗫ止にⱞゝを࿊しࠊ᪥本のᢿࡕ᪉を㝣にも

るきであったとグしている。 

11.2.Ⳣᨻࠗࡢ₎⡠ೖே⪃࠘ᐉ㛗ࡢᢿᡭ論 

 ᐉ長のᢿᡭについての௨ୖのㄆ㆑をࠊೖ人伝の「ᦻᡭ」

に関連づけたのがⳢ政(1824-1897)である。Ⳣは1892ࠊ

年のࠗ ₎⡠ೖ人⪃ ୰ で࠘ࠊᐉ長のࠗ ྂ事グ伝 を࠘ᘬ用しࠊ

ᐉ長のᢿᡭㄽのࠊ「ᦻᡭ」への適用をヨみている。まずࠊ

Ⳣはࠗࠊ ྂ事グ伝 「࠘朝ᐑ下ᕳ」におけるᡭᢿࡕの୕種

のពにゝ及しࠊ「グノ伝ࠊୖࢽ ྂノ人ࠊࣁ物ࣤᚓࢸṅࣈ

ࠊࢳ࢘ࢽ物ࣤཷ取ルトࢸᢿࠊࢳᑛキᚚ๓ࣤᣎ࣒ルトࢸ

ࠊル୕ࢸ࢘ ノูルコトࣤࠊጤシクイࣁレࢱリ」(Ⳣ 1892 

(1908):318)とᘬ用する。そしてࠊೖ人伝のᦻᡭについてࠊ

「␜㊭ᣎ一トࠊࣁᣎ࣒ࣤリࢽᦻࢱࢳルࣤ見ࢸシカᛮヒナ

シࢱルナリ」と㏙る。Ⳣはࠊ見⪺⪅はೖ人がᣏࡴよう

にᢿつのを見たのであるからࠊこのᢿᡭのពはࠊᐉ長

がᡭᢿࡕに࿊♧した୕種のពのうࠊࡕᣏみのពにヱ

ᙜするとㄝ᫂する。Ⳣによるこのᣦによりࠊᐉ長のᢿ

ᡭㄽがࠊೖ人伝のᦻᡭをໟᦤするものとしてㄝ᫂される。

⥆いてࠊⳢはࠗࠊ ྂ事グ伝 「࠘朝ᐑ下ᕳ」にあるその

のᢿᡭ例をᘬ用しつつࠊᦻᡭをྂ事グ௨後のᢿᡭの⣔㆕

につなげようとヨみる㸦Ⳣ 1892(1908):318-319*34㸧。 

 

11.3. 㑣⌃㏻ୡࠗࡢ㨯ᚿೖேఏ࠘ᐉ㛗ࡢᢿᡭ論 

 㑣⌃㏻ୡ(1851-1908)は1894ࠊ 年のࠗ 㨯ᚿೖ人伝 で࠘ࠊ

ᐉ長がࠗ ྂ事グ伝 で࠘࿊♧したᢿᡭㄽをೖ人伝にᣑᙇしࠊ

ೖ人伝にึ発するᢿᡭㄽとるものをᒎ開している。 

 まずࠊ㑣⌃はࠗࠊ ྂ事グ伝 「࠘朝ᐑ下ᕳ」におけるᢿ

ᡭㄽについてࠊ「ᴦシクḼࣈᚰࣚリᢿツトࠊḼࣁࢽࣈ㠀ࠊࢬ

「ࢤ様ノ例ドࣔࣤチ多ᣲࠊᢿツトࢸ物ࣤཷ取ルトࢲ

と㏙ࠊᐉ長が࿊♧した୕種のពのうࠊࡕḼ႐のᢿᡭ

とཷ取りのᢿᡭの種にゝ及しࠊᦻᡭのពに関してࠊ

୧⪅のྍ能性をど㔝にධれる。⥆いてࠗࠊ ㈆観ᘧ に࠘お

けるᣏみのᢿᡭࠗࠊ ࿘♩࠘とࠗ経㔘文࠘における振動に

ゐれたうえࠊ「Ṉ等ノᢿᡭࠊࣁ多クࣁ⚄ࣤᣎ࣒ノ事ナレ

ドࣔࣤྩࣁྂࠊᣎࠊࣔࢽ࣒ᡭࣤᢿツコトリキ」㸦㑣⌃ 

1958:336-337㸧としྂࠊ௦にはኳⓚをᣏࡴときにᡭをᢿ

っていたことにゐれる*35。さらに「Ṉノྂ⚰ࠊࣁ㨯ᚿノ

文ࢽ౫レࠊࣂ⚄トྩトࣤᣎࣔࢽ࣒㝈ラࠊࢬซࢸ人ࣤᩗ

スルࣔࢽ用ヒࢱルナリ」㸦㑣⌃ 1958:337㸧としྂࠊ௦の

ᢿᡭがྥけられる対㇟はࠊ⚄とኳⓚに㝈定されるもので

はないことをᣦする。 

 ᪥本ではୖྂとୖ௦にはኳⓚにྥけてᡭをᢿっていた

という事ᐇがある。このことをᐉ長と同様に㔜どする㑣

⌃はࠊ῾ᾏ国のの᮶᪥のᢡにᡭをᢿつことを止めてし
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まった事例にもࠊᐉ長同様にゝ及する。しかしࠊ㑣⌃はࠊ

さらにࠊೖ人伝のᦻᡭを᰿ᣐにࠊᢿᡭする対㇟をᣑしࠊ

それは⚄と人に㝈らずࠊすての人に対してྥけられ

ているはずであると㏙る。こうして㑣⌃はྂࠊ௦のᢿ

ᡭがᣢつ普㐢性をࠊೖ人伝のᦻᡭからの⣔㆕としてㄆ㆑

し直そうとする。ᐉ長はࠊᢿᡭをㄽࡌるのにೖ人伝のᦻ

ᡭを㍍どしたがࠊ㑣⌃はそのことを▱りつつࠊᐉ長のࠗ ྂ

事グ伝࠘のゝㄝをᣑᙇしてࠊᦻᡭにጞまるᢿᡭの普㐢性

をㄽࡌようとしたのである*36。 

 

12.⪃ᐹ 

ೖ人伝のᦻᡭについて᳨ウしたあとࠊ୰国の関連文⊩

のゝㄝࠊ⪃ྂ資料ࠊ新白▼ࠊ本ᒃᐉ長等のゝㄝを᳨ウ

した。᭱ 後に᳨ࠊ ウから導かれるၥ㢟をまとめておこう。 

 

12.1. ᦇᡭ᳨ウࡢᡭࡾࡀ 

ࠗ㨯ᚿೖ人伝 の࠘◊✲は数多くあるがࠊ「ᦻᡭ」に的を

⤠った◊✲となるとᑡない。それでもࠊᦻᡭがどࢇな状

ἣでᢿたれたのかに関してࠊ௬ㄝが࿊♧されࠊそれらを

もとに᳨ウがなされている。ᶫ本ቑྜྷࠊ∾ࠊ山ᑿᖾ

とこࡴキストのᏐྃをカࢸれࡒそれࠊཎᓥ♩等はࠊஂ

それにもとづいてᦻᡭのពをゎ㔘してࠊから出発しࢁ

いる。ᢿᡭ⪅とᢿᡭ対㇟⪅ࠊ㌟ศの㝸たりࠊ環境ࠊ⚄の

定などࠊᦻᡭがᢿたれた状ἣの᳨ウはࠊೖ人伝のᦻᡭ

を᳨ウするときにၥ㢟をᥦ㉳する。本✏ではࠊ᪥本᭱ྂ

のᢿᡭを取りᕳくこうしたၥ㢟に多ᑡともゝ及した◊✲

を取りୖげて᳨ウした。 

ೖ人伝のᦻᡭはࠊ㨯の⪅によりࠊ㊭ᣏに௦わるᢿ

ᡭであるとグされた。しかしࠊそのᐇែにはୖࠊグの◊

✲にも関わらずࠊ㔘然としないとこࢁがある。よくわか

らないのはࠊ♩ᩗのᢿᡭであるのにࠊなࠊࡐᛣりを㎸めࠊ

あるいはࠊ力を㎸めてᢿたれるᦻᡭとしてグ㏙されてい

るのかである。それについてࠊ➹⪅の見ゎも♧したがࠊ

ᢿᡭの᭱ྂのグ㏙はࠊこうしてពが㔘然としない動స

からጞまっている。同様によくわからないᡭᢿࡕがࠗྂࠊ

事グ࠘の「国ㆡり⚄ヰ」にある。ኳ↷⚄から出㞼の国

をㆡるようにゝわれた国主がࠊ長⏨の事௦主⚄
ことしࡠࢁしのかみ

に㏉

⟅をồめたとこࠊࢁ事௦主⚄はࠊᢎ▱してኳの㏫ᡭをᢿ

った。このᡭᢿࡕにはᝒࠊしみやᛣりが㎸められている

とするゎ㔘がある(▮ྥ 2019)。ኳの㏫ᡭもࠊពが㔘然

としないᡭᢿࡕの例であるがࠊᢿᡭの㉳源を◊✲するの

ならࠊそうしたグ㏙をᡭかりにするしかࠊ᪉法がない

のである。 

そもそもೖ人伝にᦻᡭが⌧れるのは一度㝈りでありࠊ

さらにࠊこのᡭᢿࡕにはᨾとなるものがない。そのた

めࠊᦻᡭがどうᢿたれたかに関してࠊ文⊩資料を用いた

◊✲には㝈⏺がある。それ௨ୖを▱るためのᡭがかりはࠊ

ᢿᡭのពの源Ἠである㌟体動సにồめるしかない。こ

のときࠊまず᳨ウしなけれࡤならないのはࠊᢿᡭはどࢇ

な動きの୰でᢿたれているかということである。ᢿᡭはࠊ

ఱらかのጼໃから๓動సを㏻して開ጞされる。ᢿᡭをᣏ

♩としたሙ合でも然りである。ᣏ♩は㟼止的な動సであ

ることが多いがࠊᣏのᣏではࠊᡭを地にけたりࠊ

㢌で地面を྇いたりする。振動をᣏのᢿᡭとするゎ㔘

の㠀をめࡄる㆟ㄽにおいてもࠊ✍㤳と㊴♩との㌿ࠊ

すなわࠊࡕ㉳ᣏを⧞り㏉すような⃭しい動సをᐜㄆでき

るかどうかがㄽⅬであった。ᢿᡭを文⊩資料において᳨

ウするときࠊ㌟体動సのㄆ㆑というཎⅬにᅇᖐしなけれ

 。それを適ษにㄆ㆑することができないのであるࠊࡤ

㌟体性のഃ面からのࣟࣉーࢳにおいてはࠊ㌟体をල

体的に㇟っている⪃ྂ資料の᳨ウもᡭがかりになる。᪥

本の資料に関してはࠊᢿᡭㄝはࠊⱝᯇⰋ一の◊✲のに

は見られないがࠊ୰国の資料に関してはࠊᢿᡭಎなどを

᳨ウする機がቑえている。㛛⏣ㄔ一の◊✲も興῝い

(㛛⏣ 2019)。ᢿᡭに関する⪃ྂ資料は多くはないがࠊ

後ࠊ新たな発見があるかもしれない。いずれにࡏよࠊᢿ

ᡭの◊✲では᳨ࠊウがどのẁ㝵にあってもࠊ状ἣのゎ㔘

にຍえて㌟体性との多様な対ᛂを⤯えずၥい直すことが

ồめられている。 

 

12.2. ពࡢኚ㌿ 

ೖ人伝のᦻᡭをはࡌめとするྂ௦のᢿᡭを᳨ウすると

きの㞴しさはࠊ資料がᑡないとこࢁにあるࡔけではない。

それはࠊᢿᡭする動సがᣢつもう一つの性㉁ࠊすなわࠊࡕ

ᡭをᢿつことのពがࠊ一つのពに᮰するのではな

くࠊ複数のពに取り௦わる性㉁をᣢつとこࢁにもある。

ᡭをᢿつ⾜Ⅽはࠊᣏ♩のためにᢿたれるときにもࠊ႐ᝋ

のᡭᢿᏊのពをྵࢇでしまうことがあるしࠊそこにᛣ

りやᝒしみのឤが生ࡌることがある。ᢿᡭのこの性㉁

がྂࠊ௦におけるᢿᡭのពを≉定し㞴くしているので

ある。このためࠊᢿᡭを⪃ᐹするときにはࠊᣏ♩స法と

してのᢿᡭとࠊ႐ᝋやᝒჃのᢿᡭとの関ಀがどࢇなもの

かをࠊそのつど᳨ウすることがḞかࡏないのである。 

このⅬからೖ人伝のᦻᡭをၥい直してみよう。ᦻᡭを
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ᢿつのはࠊ人と下ᡞに㌟ศᕪがあるためにࠊ♩とし

てやࡴをᚓずᢿつのか。それともࠊ㌟ศᕪにあまり関わ

りなくࠊᩗពをᡶってᢿつのか。ᢿつときにᝋびはある

のか。あるとすれࠊࡤᝋびはࠊ人と下ᡞのどࡕらのഃ

にࠊより多く生ࡌているのか。ᶫ本ቑྜྷࠊ∾ࠊ山ᑿ

ᖾஂࠊཎᓥ♩等はࠊᦇᡭについて自ㄝをᒎ開するとき

にࠊこれらのၥいをࠊᛕ㢌に⨨いていたはずである。 

᪉ࠊᢿᡭする⾜Ⅽがᣢつࠊこの本源的な性㉁に対し

てࠊそれを⪃えにධれながらもࠊあえて᫂☜なែ度を♧

そうとしたのがࠊᏞヘㆡそして本ᒃᐉ長である。Ꮮはࠊ

႐ᝋすら生ࡌてしまうᡭᢿࡕとしての「ᢑ」とࠊ♩法の

「振動」とを同᰿と見なすことを㌋㌉しࠊその見ゎと合

わࡏるためࠊ振動をᡭᢿࡕとするㄝを㏥けた。ᐉ長はࠊ

一ゝ主⚄のᡭᢿࡕのពをࠊḼ႐ࠊ㈔いཷけࠊᣏの୕

ഃ面からᤊえࠊそれらは取り௦わるものとㄆ㆑したがࠊ

ᢿᡭの᰿源はࠊ⤖ᒁのとこࠊࢁᣏ♩としての形ᘧ性の᪉

にあるとཷけ止めた。ణしࠊᐉ長はᢿᡭというものの普

㐢性をࠊ㊭ᣏにずるᦇᡭにではなくࠗࠊ ྂ事グ に࠘⌧れ

るᡭᢿࡕに見出そうとする。 

 ೖ人伝にグされるᦇᡭはࠊ⩻ってࠊೖ人伝௨後におい

てもࠊᙳ㡪をṧした。㝞ᑑはࠊᙜึࠊ強いዲወᚰをᣢっ

てೖ人をᥥいていており(Ώ㎶ 2012:65)*37ࠊ㊭ᣏに௦え

たᦇᡭに対してもࠊ㢼としてᑛ㔜するጼໃを見ࡏてい

た。ࠗ経㔘文࠘においてೖ人のᦇᡭが「けࡔしྂえの

㑇法」とグされることにはࠊ⩎ᮃのẼᣢࡕがこめられて

いるとする見ゎすらある(⋤ 2000:129)。ೖ人のᦇᡭを積

ᴟ的にホ౯する୰国でのこうしたゝ及ែ度はࠊさらにࠊ

Ụᡞ௦の᪥本にࠊᙳ㡪をえることになる。൲学の♩

法の᪥本でのไ定を目ᣦしていた新白▼はࠊೖ人伝の

ᢿᡭが୰国の文⊩にグされていることを㔜どしࠊそれを

ᖥ府の൲ᩍ♩である㔚ዛに活かそうとした。しかしな

がらࠊ㔚ዛの⚍♭をᇳり⾜うのにࠊ白▼は♩ᴦを理と

しながらもࠊ⚄㐨のᢿᡭをཧ⪃にしている。ೖ人伝のᦇ

ᡭがࠊ「事ᐇ」のグ㘓であるのに対してࠊ⚄㐨やグ⣖に⌧

れるᡭᢿࡕはࠊ「⚄ヰ」のୡ⏺のᡭᢿࡕである。ᦇᡭを

᳨ウするときに見㏨してならないことはࠊ୰国でのゝㄝ

や⚄ヰୡ⏺を㏻㐣することによりࠊ事ᐇ性としてのᦇᡭ

にࠊ新たなពがే発していることである。そしてࠊこ

のことはさらにࠊ本ᒃᐉ長のᢿᡭㄽの୰にᦇᡭを⨨づ

けるときにもㄆ㆑すきことである。白▼とは㐪いࠊᐉ

長にとってࠊೖ人伝のᢿᡭはᏑᅾしないも同然であった。

ᐉ長がᢿᡭに見出したᣏ♩としての形ᘧ性はࠊあくまで

ࠗྂ事グ࠘にもとづき導かれている。にもかかわらずࠊ

それはࠊᦇᡭというもののゎ㔘にࠊᢿᡭのཎ理ㄽのഃか

らගをᙜてる。そしてこのことはࠊᐉ長௨後のᢿᡭ◊✲

⪅がࠊᐉ長のᢿᡭㄽを᳨ウするときにࠊ⚄ヰୡ⏺のその

ᘏ長⥺ୖにある「事ᐇ性」にࠊ᫂☜なពをえること

を強いることになる。ྂ௦のᢿᡭ◊✲においてࠊീを⤖

こうして㔜みをᣢっࠊないೖ人伝のᦇᡭというᏑᅾがࡤ

てくるのである。 

 

 にࡾࢃ⤊.13

 ᪥本のᢿᡭの㉳源に関する㆟ㄽの᰾ᚰにあるものはࠊ

それが♩であるのかࠊそれ௨እのពをྵみもつのかで

ある。本✏ではࠊೖ人伝に⌧れたᦇᡭを୰ᚰにそのᡭが

かりを᥈りながらࠊ௨後の௦においてこのၥ㢟をㄽࡌ

ていくᡭ๓までを᳨ウした。まずࠊೖ人伝のᦻᡭについ

てࠊそれがᢿたれた状ἣに関してのこれまでのゎ㔘を᳨

ウした。ḟにࠊ関連するゝㄝとしてࠗ ࿘♩ に࠘⌧れた「振

動」の概ᛕのゎ㔘について㏙た。ḟにࠊ⪃ྂ資料ࠊ新

白▼ࠊ本ᒃᐉ長のゝㄝについてもゐれながらࠊᦻᡭの

ㄆ㆑の広がりをたどった。ᢿᡭはいつの௦にも同ࡌよ

うにᢿたれわけではないがࠊいつの௦にもᢿたれてい

たことは㛫㐪いない。᪥本における᭱ྂのᢿᡭとされる

ᦇᡭの᳨ウはࠊそうしたᢿᡭのᅾり᪉を᳨ウするときにࠊ

ᛕ㢌に⨨くきၥ㢟をᾋき᙮りにする。本✏の᳨ウを䚸

7 ୡ⣖௨後のᢿᡭと比㍑することがࠊᢿᡭ◊✲のḟのㄢ

㢟である。 

 

ㅰ㎡ 

ᕞ学学㝔ⱁ⾡工学府ⱁ⾡工学ᑓᨷの㝞ᬂᏱࠊ及び

同学府◊✲生のⴍには本◊✲に༠力いたࡔいた。 

 

ト 

*1 ௨後本✏ではࠗࠊ 㨯ᚿೖ人伝࠘をೖ人伝と␎グする。 

*2 本✏の₎⡠・୰国ㄒ文⊩の書ྡ及びᘬ用文はཎ๎として᪥本のᖖ用Ꮠ

体を用いているがࠊᚲ要にᛂࡌてཎ書のᏐ体を用いた。ᘬ用文は㏉り

Ⅼを┬␎した例がある。下⥺は➹⪅による。 

*3 ཎ文すࡄ後の( )ෆは同一文⊩にある書き下し文である。௨下の関連

 。であるࡌキストについても同ࢸ

キスト㹀はࢸ。キスト㸿における「ᦇᡭ」を本✏の᳨ウ対㇟とするࢸ 4*

ࠗ㨯ᚿೖ人伝࠘のゎㄝ書等でࢸࠊキスト㸿と比㍑される関連ࢸキスト

である。 

*5 ⾨⸨はこのᡤసを⚚の伝えの୰の同人┦の♩ᣏとグしている(⾨⸨ 

1958:57)。 

*6 ᘬ用文୰の[ ] にはࠊ㸿または㹀のࢸキストがධる。 

*7 本✏では᳨ウしないがࢸࠊキスト㹀後半における「対ᛂのኌをᄁとい  
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うࠊ比するに然ㅙのዴし」におけるኌがࠊ下ᡞの人に対するኌであ

るかࠊ人の⟅♩のኌであるかについてもࠊㅖㄝが࿊♧されている。 

*8 このࠊすỤ㞝ඣはࢸࠊキスト㸿とࢸキスト㹀を比㍑しࠊ๓⪅は人

に自ศの㢦を見ࡏてྥき合っているのに対してࠊ後⪅は㢦をఅࡏてい

るとこࢁがきな㐪いであると㏙る㸦すỤ 1995:270㸧。 

*9 ୕木ኴ㑻はࠊ「ೖ人の㞟のሙではࠊᗙᖍの㡰ᗎや❧ࡕᒃ振る⯙いに

∗Ꮚや⏨女による༊ูはなくࠊ人ࠎの性格は㓇ዲきである。[㞟の

ሙで]有力⪅にᩗពを⾲するにはࠊたࡔᡭをᡴってそれでࡊࡦまづい

て♩ᣏする௦わりにしている」(୕木 1988: 20-21)と㏙ておりࠊ∾

ㄝをᨭᣢしている。またࠊబはࠊ「人性Ⴔ㓇」が「᭳同ᆘ㉳ࠊ∗

Ꮚ⏨女↓ู」に⥆いてグされているのでࠊ同のᖍにはࠊᖖに㓇が振

る⯙われたはずࡔと㏙ている(బ 2000:182-183)。 

*10 ࠗ後₎書ᮾዀ伝࠘における c)の㋽㋉はࠊೖ人伝においてはࢸキスト

㹀のෆᐜである。 

*11 ᘬ用文୰の下⥺はཎᓥによる。またࠊཎᓥのᘬ用文୰の[ࢸキスト㸿]

はࠊ「人のᩗするᡤを見れࠊࡤたࡔᡭをᦻࡕ௨て㊭ᣏにᙜつ」のみ

をᣦす。 

*12 Ṋගㄔ⦅ࠗ㑧㤿ྎ国㎡࠘ではࠊこのཎᓥㄝがᨭᣢされている(Ṋග 

1986:132-133)。 

*13 ཎᓥらはࠊ人と下ᡞとの㌟ศᕪはきいとㄽࡌているがࠊそう⪃

えないㄽ⪅もいる。例えࠊࡤబ有Ύはࠊ後㏙するࠗ経㔘文࠘をᘬ

きࠊ「「人」へのᜤᩗの♩として㊭ᣏをࡏずࠊ単に୧ᡭをᡴࡕあわࡏ

るࡔけなのはೖの「人」が一般Ẹ⾗と㝸⤯した地になかったこと

を♧၀する」(బ 2000:189)と㏙ている。またࠊᇼཱྀ一学はࠊబ

の㆟ㄽを踏まえࠊ人は人同ኈࠊ下ᡞは下ᡞ同ኈでᡭをᢿࡕ合い

㊭ᣏにᙜてていたのではないかと㏙る(ᇼཱྀ 2020:201-202)。 

*14 ᪉୕ࠊ木ኴ㑻は「見人ᡤᩗ」のㄞみ᪉にはㅰ㖭ோをጞめㅖㄝあ

るとしたうえࠊ「人を見てᩗうᡤは」とㄞみࠊ௨下のྃを㞟のሙ

における下ᡞの␎ᘧ♩としてㄝ᫂する㸦୕木 1988:29㸧。 

*15 ᣗᡭとは୧ᤸを⬚の๓で㔜ね合わࡏる草である。 
*16 「㏆ౝ一人㓃㓇ዊ∖⪋進ࠊྩṔෆ㝵ぶ⊩ዛ↉ࠊ♩ⓙྩ⨾ᡤ進

㆟ஓࠊ᪤ギࠊྩ下Ẋྛᐁ⛣⌜」㸦㡲⸨ 2001:48㸧とグ㘓にある。 

*17 しかしࠊᐑᓮはࠊ㔘ዛのをᇳり⾜ったⅬでの白▼は「⚄♫や⚄

㐨についての◊✲はᚲずしも༑ศであったとはᛮわれない」㸦ᐑᓮ 

1964:285㸧とも㏙る。 

*18 ኟẂ࿘୕௦の♩ไのことである。 

*19 ೖ人のᦇᡭは人にዊげるものであるのに対してࠗࠊ࿘♩࠘における

ᣏはࠊいずれもࠊ人㨣をா⚍しࠊᒈに食を່めࠊኳ⚄地♲を⚍♭するも

のࠊすなわࠊࡕ⚄にᤝげるものであるとされる。しかしࠊ白▼がࠊこの

㐪いをᛕ㢌に⨨いてࠊೖ人伝のᦇᡭへのゝ及を㑊けたとはᛮえない。 

*20 ࠗ࿘♩࠘の⣽に関してはࠊ᪥の୰国ではࠗࠊ࿘⚰正⩏࠘のゎ㔘

が多くからᨭᣢされている。 

*21 ✍㤳にもㅖㄝあるがࠊいずれも地に㢌をつけるᣏである。 

*22 ㉳ᣏは❧つとᗙすとを⧞り㏉す。ఀໃ⚄ᐑの八度ᣏ八開ᡭなどは㉳

ᣏを⣲᪩く 8 ᅇ⾜う。✍㤳と㊴♩との㌿とఀໃ⚄ᐑの㉳ᣏとはまっ

たくูのものであるがࠊこの㌿の動సがᚲずしも၈✺なస法である

とはゝえないということもᣦしておく。 

*23 ᪥本においてࠊ㊭ᣏしᢿᡭするస法はྂくからᏑᅾした。例えࠊࡤ

ࠗᘧ ᕳ࠘➨ 㸦୕㊶⚀ა⚍୰㸧のにྂࠊ モや⯙のዌୖに⥆いてࠊ

ⓚኴᏊ௨下が㊭いてᢿᡭすることが定められている。「ᅧᰨዌྂ㢼

成ࠊḟᝆ⣖ᅧዌ国㢼ᅄ成[……]ⓚኴᏊ௨下・௨ୖࠊᑵᗞ୰∧ࠊ㊭

ᢿᡭᅄ度ࠊ㹙度ู八㐢ࠊ⚄ㄒᡤㅝ八開ᡭஓ㹛」㸦ᆏ本 1980:83㸧と

ある。 

*24 後₎の経学⪅でࠗ࿘♩࠘のὀを書いたとされる。 

*25 ⸨㔝は「ᡭᢿをᢑと᭣ࡩ。ᕩ㸦女ᕩ㸧のᐙにᢑ⯙ᣏ有り」と

カࡌている㸦⸨㔝 1976:326㸧。 

*26 もࠗࠊࢇࢁࡕ࿘♩正⩏࠘についてはࠊ白▼のṚ後に書かれたのでࠊ

白▼はࠊその新たなゎ㔘を▱る⏤もない。 

*27 ᡭᢿࡕのゎ㔘はあくまで➹⪅の推ᐹである。ሗ࿌書であるࠗ同㞜

ᖌ㝔㨯群 㸦࠘ 2008:53-55㸧にᡭᢿࡕと᫂グされているわけで

はない。 

*28 1989年出土で⦖文௦後期後半(⣙ 3,500年๓㡭)とされる。やや後᪉

にり㢦面はୖ᪉を見るような状ែである㸦⸨⏣ 1990:82㸧。なおࠊ⫝

を⭸につけてᡴつ動సはࠊ᪥では標‽的ではなくࠊ⛠㈶のᢿᡭとして

ᢿたれるሙ合ࠊ㍍を㎸めた⛠㈶ࠊᢞげやりな⛠㈶としてᡴたれる。 

*29 ⱝᯇはࠊこれに対しࠊ「ၥ㢟のᡤసについてはࠊわずかに๓ഴする

ጼໃをとりࠊ୧ᡭを水ᖹより高く๓᪉にఙࡤしてཱྀࡰࠊの高さでᤸ

を合わࡏている。ᣦはᢺᣦを❧てࠊの 4 本のᣦをᥞえるようにして

いる」㸦ⱝᯇ 1997:41㸧と㏙る。 
*30 同ሗ࿌書には「ྛᣦはୖりࡂみでࠊᥞえて斜めୖ᪉をᣦすがࠊᕥᡭ

ᣦが 6本かとᛮわれたりࠊぶᣦらしい⾲⌧をḞくなどࠊやや自然な༳

㇟である。ᣦの取りけはࠊ⭎先をᖹたく₽して᧕状のᡭのࡦらとしࠊ

そのୖに⢓土をᲬ状にめてసったᣦを୪ている」㸦1992:34-35㸧と

ある。ⱝᯇはࠊこれに対しࠊ「୧⭎はやはりཱྀの高さにまっすࡄఙࡤさ

れࠊᤸを合わࡏようとしているがࠊᡭのᖹは 1cmど㞳れている。▼ᕝ

県❧Ṕྐ༤物㤋に出㝞のおりࠊᐇ物を⇍ぴさࡏていたࡔいたがࠊᡭのᖹ

は∦᪉が྇きㄪᩚࠊもう∦᪉はナࢹㄪᩚが⾜われࠊ㞳がㄆめられな

かったのでࠊもともとᡭのᖹをព㆑的に㞳して〇సしたものと⪃えてⰋ

いようである」(ⱝᯇ 1997:41)と㏙ている。 

*31 ᇰ㍯は୰国のಎと比㍑してᐇ的ではないのでࠊこれらのุ断はៅ

㔜に⾜うᚲ要がある。 

*32 ⱝᯇはୖグの᳨ウを踏まえࠊ「のྂቡからᡭのᖹの合っているᇰ

㍯が出土したሙ合にもࠊそれは合ᤸとは㝈らずࠊᢿᡭをᡴつᡤసを⾲

⌧したྍ能性を⪃えることがチされるࢁࡔうか。ྂ ቡ௦後期のẁ㝵

でᢿᡭをᡴつという習がᏑᅾしたとする๓ᥦに❧てࠊࡤそれはチさ

れるであࢁう」(ⱝᯇ 1997:42)と㏙ࠊᢿᡭᇰ㍯のྍ能性を♧၀する。 

*33 ሯ⏣Ⰻ㐨はࠊⱝᯇのᢿᡭᇰ㍯ㄝに対しࠊ「㬆ᘻࠊᢿᡭをᡴつࠊ➖をᢕ

るといったㄆ㆑もࠊಶࠎのᡤసをそのように㝈定して理ゎできるかはࠊ

ᡤస௨እの᰿ᣐがᕼⷧである」㸦ሯ⏣ 2007:187㸧とᣦしている。ሯ

⏣のᣦはࠊⱝᯇのᕩ女ᇰ㍯ㄝに対する⩏の୰で㏙られている。 

*34 Ⳣはࢸࠊキスト㹀の「㐁ᕠධ草」に「ぶシク事ࣤ見ࢱリシࣔノࠊ

➹㗴ࢽ᧸リシナラン」㸦Ⳣ 1892(1908):324㸧と㏙ࠊ見⪺⪅のᐇ的

な観ᐹを┿ᐇのものとしている。 

*35 㑣⌃がᣦするヱᙜ⟠ᡤはࠗࠊ᪥本書⣖࠘ᕳ୕༑ᣢ統ኳⓚの「ᅄ年

正᭶ᠾᐥ᭾ࠊ[……]ⓚྡྷ༶ኳⓚ。公ཀⓒᑅࠊ⨶ิᣎࠊ⪋ᢿᡭ↉」

㸦[……]␌りてᚷ部ᐟ⚲Ⰽ夫▱ࠊ⚄⎛の・㙾をⓚྡྷにዊୖる。ⓚྡྷࠊ

༶ኳⓚす。公ཀⓒᑅࠊ⨶ิりてくᣏみたてまつりてࠊᡭᢿつ㸧(ᆏ

本 1965:500-501)である。 

*36 Ⳣと㑣⌃௨後にࠊᦇᡭをᐉ長が♧した୕種のពに関連づけた୕ရ

はࠊ「ᦻᡭの習はいまなお⚄ユ等の᪥ᖖ生活の୰に生きておりࠊそ

の習の᰿強さを▱りうる」(୕ရ 1970:115)と㏙る。 

*37 ࠗ୕国ᚿ࠘⦅⧩ഃのㄆ㆑を᳨ウしたΏ㎶⩏ᾈはࠊೖ国の習のグ㏙

にはࠊ㝞ᑑの೫ྥがྵまれていることをᣦしつつもࠊ㝞ᑑはೖ人を

ዲព的にᥥいていると㏙ている(Ώ㎶ 2012:65)。 
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Conservation Priorities B ased on Current Conditions of W ooden M onas-

teries in M yanmar

イーࢱンࢲーࢪョー1                   ୖ朝㞝 2  
Ei Thandar Kyaw                   INOUE Tomo     

Abstract
ンマー全土࣑ࣕࠊンマーはᩗなᩍ国であり࣑ࣕ

には㑇跡もྵめて数多くのᑎ㝔がⅬᅾしてる。࣑ࣕンマ

ーにおけるᩍᑎ㝔は࣑ࣕンマーの文化をㄒるうえでと

ても㔜要であるがࠊ経済発ᒎのἼの୰でいくつかのᑎ㝔

はᾘ⁛の༴機にℜしている。とくに木造のൔ㝔はその構

造的な≉ᚩからࠊ一度࣓ンࢸナンスが放Რされると⪁ᮙ

化がຍ㏿しࠊ一ᣲにᗫቕになりかねない༴㝤性をはらࢇ

でいる。この◊✲のୖの目標は࣑ࣕࠊンマーの木造ൔ

㝔の保全のための࢞イドラインをస成することにあるがࠊ

まずは本ሗにおいてࠊその⌧状をሗ࿌し࢞ࠊイドライン

స成のためのㄢ㢟をᩚ理した。

1. Introduction

Throughout the history of M yanmar where has been home 

to diverse ethnic groups that migrated to the region as well as 

the stage for the rise and fall of many kingdoms. Therefore, a 

large number of precious cultural properties and heritage sites 

ex ist that embody the history of ancient cultures. In M yanmar, 

there are essentially three kinds of B uddhist structures:  ( 1)  stu-

pas ( bell-shaped structures with Holy B uddha relics)  ( 2)  tem-

ples ( place of worship) , and ( 3 )  monasteries ( religious build-

ings where monks reside and meditate) . Among them, this re-

port will concentrate on the conservation prioritization for 

wooden monasteries. These are very important not only as 

prominent symbols of B urmese history but also should be pre-

served for future generations to maintain the national and cul-

tural identity of M yanmar. 

However, there is no systematic policy for the preventive 

conservation of built cultural heritage in M yanmar. Therefore, 

it is necessary to consider the conservation priorities for pro-

tecting the cultural attributes of the wooden monasteries in M y-

anmar. This research will focus on the main structure of phys-

ical places to identify issues that need to be prioritised in con-

servation efforts. This approach is based on evaluating and us-

ing combinations of the attributes to define and implement the 

priorities for structural conditions and place-based conserva-

tion actions. 

Conservation prioritisation is about decision support for 

conservation planning. It aims to answer questions about when, 

where, and how we can efficiently achieve conservation goals. 

（※掲載決定後に編集ጤဨで記載）
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Conservation prioritisation utilizes assessment tools and anal-

yses that are relevant for conservation actions for future con-

servation management plan.1 G enerally, three main steps are 

involved in assigning conservation priorities:  ( i)  acquisition 

and assessment of information on the ex isting baseline building

and on potential impacts, ( ii)  assignment of values to the struc-

tural components concerned and integration of these overall 

values for alternative possible conservation targets, and ( iii)  in-

corporation of legal considerations to determine the practical 

priorities based on the problems of heritage conservation.2

B ased on the literature on these immediate challenges for con-

servation, many conservation professionals and organizations

have recognised that greater cohesion, connection, and integra-

tion are needed in the conservation field. Therefore, the con-

servation priorities are the basic essential key step to imple-

ment the actions to be taken before the nex t steps on heritage 

protection policies, management plan, and intervention. This

key step in this research ought to be integrated better and em-

bedded with the relevant fundamental contex ts for monitoring 

a broader operational category of systematic conservation ap-

proach. 

For these reasons, high-priority strategies and projects 

should have significant scope for the impact on threats affect-

ing wooden monasteries, which may have significant impacts 

on many areas of conservation prospects. It is necessary to de-

termine the conservation priorities and ex amine whether the 

current potential strategies abate the threats at multiple conser-

vation sites based on the scope of common problems and issues. 

B y evaluating the impact of problems-based priorities, it will 

be easier to prescribe further key points for conservation pro-

cesses in terms of how to make legislative protection with rel-

evant policy and management plans for the nex t upcoming pro-

cedures. M oreover, it will enhance the strategies of minimal 

intervention processes particularly for future sustainability of 

the conservation monasteries as well. 

1.1. P urp ose

- To define the heritage values of the monasteries with verified 

documents and survey resources for physical evidence. 

- To make the inventory survey as the hidden heritage collec-

tions of wooden monasteries in M yanmar. 

- To highlight the critical need of conservation priorities by 

identifying on these religious structures based on heritage val-

ues and assessments.

1.2 . O rig inal  P oints of  th e  R e se arch  

The main characteristics of the research are the possible 

conservation interventions to tackle current and local conserva-

tion priorities. The priorities were selected based on past ex pe-

riences and recorded after modifying them to comply with con-

servation ethics and regulations. The current study highlights 

the importance of recognising the authentic value of architec-

tural heritage and spreading awareness about conservation pri-

orities and strategies that would target the urgent and important 

problem areas and help prolong the life of wooden monasteries 

in M yanmar. B asic strengthening measures can be applied to 

theses wooden monasteries as per priority and grading level as-

sessment. The principal objective is to help preserve M yanmar’ s 

cultural hub of traditional wooden monasteries using inspired

conservation efforts and best management practices. 

1.3 . P robl e m  S tate m e nt

The problem statements in this research will be formulated 

by determining the major measurable impacts of heritage con-

servation, including heritage tourism, cultural industries, center 

city revitalisation, and cultural values for religious properties. 

The research focus is on how to conserve the cultural properties 

of vernacular structures that could also regenerate the city’ s ur-

ban fabric without destroying or neglecting it.

1.4 . M e th od of  Anal y sis

The research methodology is composed of three main re-

search processes:  review, discovery, and utilization mainly 

based on verified documents on cultural and historical signifi-

cances, the conditions of religious buildings in M yanmar, and 

maintenance of current evidences and structural typologies to 

congregate the fundamental strategies of preventive approaches.

Fig.1.1. Diagram of Research M ethodology

Review Discovery Utilization
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According to this diagram 1.1, cultural heritage assets 

should be followed with providing the wooden monasteries in 

selected survey data collection in different parts of M yanmar. 

The analysis underlines the critical approach of inventory plan 

as foremost with the public, which may serve in a straightfor-

ward, honest evaluation for integrating the contrast dimensions 

of conservation methodology depends on the local current con-

ditions.

2 . B ack g round H istory  and Inf l ue ncing  F actors of  W oode n 

M onaste rie s in M y anm ar

M ost religions in M yanmar are mainly relied on B uddhism;  

therefore, the B uddhist monasteries feature prominently among 

the religious structures. In the old times, the monasteries were 

highly elaborated to depict the advancement of traditional M y-

anmar art and architecture. This is one of the reasons why the 

wooden monasteries are very meaningful and precious for M y-

anmar citizens;  they not only have religious significance but 

also represent the development of M yanmar’ s architecture in 

history and epitomize M yanmar’ s own architectural dignity, 

which deserves to be respected, honored, and valued. Therefore, 

the 18th and 19 th centuries were the most developed period of 

monastic architecture in M yanmar, mostly known for wooden

structures. 

Therefore, it could be assumed that the traditional M yan-

mar art and architecture mainly flourished in these eras.3 For 

this reason, considering the cultural properties of wooden mon-

asteries is necessary for the conservation priority scheme as it 

will help to conserve them in the appropriate way. Thus, the 

integrity and authenticity of wooden monasteries should be 

conserved systematically for the future sustainability of tangi-

ble heritage structures. 

It involves positive intervention to keep wooden monaster-

ies as close to their original condition for as long as possible.

W ith an honest approach to conservation, the initial stage starts 

with designating priority levels to the heritage structures being 

conserved in wooden monasteries in different regions of M y-

anmar. This may lead to the discovery of diverse characteristics 

of monasteries corresponding to the diverse ethnic cultures and 

communities across the nation. 

2 .1. Arch ite ctural  C h aracte ristics of  a W oode n M onaste ry

The monastery ex hibits the use of many traditional B ur-

mese styles having ancient artistic, cultural, and traditional 

value. The monastery is an attractive traditional wooden build-

ing, one of the few types of historical buildings to have sur-

vived until now. It consists of many impressive woodcarvings 

and contains a number of admirable works of art and architec-

ture.

There were four main apartment divisions in a traditional 

wooden monastery. G enerally, it consists of a principal shrine 

room, an adjoining intermediate area which may serve as a 

room for the abbot or as a passageway between the shrine and 

the cavernous main room ( including the eastern and western 

parts) , and a smaller apartment at the western end, which usu-

ally serves as a store room. The edifice was usually surrounded 

by a wide veranda where monks perform their daily ex ercises. 

To emphasise the hallowed nature of the building, each apart-

ment is marked ex ternally as a set of distinctive multi-storied 

roofs. Historically, most of the wooden monasteries in M yan-

mar were only one story high as in form.3 The most important 

part of the building is located at its symbolic centre - it is a large 

rectangular hall divided into two square rooms by a partitioning 

wall.  

  
   Fig.2.1. A Typical Plan L ayout of W ooden M onastery* 1           Fig.2.2. G eneral B urmese M onastic Architectural Concept* 2
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The room nearest to the eastern entrance is a public space 

where a B uddha image is displayed and rituals involving both 

monks and laymen are celebrated. The western room is re-

served for activities in which only monks are involved. To the 

west beyond the main hall, a storeroom is situated that may be 

attached or unattached to the main structure. The entire struc-

ture is visually unified by the continuous horizontal terraces 

and eaves of the various roofs, as seen in figure 2.3 .

G enerally, the structural composition of a wooden monas-

tery can be divided into three parts as seen in figure 2.3 :  ( 1)  the 

upper parts symbolise the realm of the heavens, including roof-

ing, tiered roofs, sculptures, and traditional roof decorative el-

ements;  ( 2)  the middle parts represent the realm of mortal and

Fig.2.3 . Structural Composition of a M onastery * 3  

Fig.2.4. M yanmar' s Eight Physiographic Regions* 6 

sub-human ex istence, including walls, windows, doors, pillars, 

and balustrades, and ( 3 )  the lower parts characterise the subter-

ranean world, that is, the part below the balustrades, including 

short supporters, stairs, and the ground decorative elements of 

a monastery3 . 

2 .2 . W e ath e r E f f e ct B ase d on C l im atic C onditions of  

W oode n M onaste rie s

This section will discuss the effect of weather on the mon-

asteries. It is also important to identify that the main building 

material is wood, which is a challenging building material. It 

burns, it decays, its strength varies depending on the way the 

grain is oriented, and it is very sensitive to the weather condi-

tions such as temperature and humidity. G enerally, wooden 

structures have cracks or loose joints caused by temperature 

variation. M ost of the wooden monasteries situated in the cen-

tral dry zone of M yanmar in the circle area of figure 2.4 have 

been ruined because of the ex tremely dry climate, which pulls 

moisture out, causing cracking or warping.

As most of the wooden monasteries were built in the cen-

tral dry zone, the most challenging factors are high-temperature 

variation and severe rain. According to the field survey results, 

most of the structural components of wooden buildings are se-

verely damaged by the lack of weatherproofing, regular treat-

ments, and maintenance. Therefore, it is necessary to analyse 

ex treme events and review the key climate processes applying 

the structural risk information;  for ex ample, roof deterioration, 

cracking on the wooden pillars and moisturisation directly from 

the ground may damage the ground floor’ s short supporters and 

long pillars particularly.

Thus, conservation efforts must decide the priority level of 

each action and determine how to help the monastery survive 

the weather by conducting local vulnerability assessments and 

adaptation planning activities that are necessary for weather-

proofing and treatment procedures on these vernacular monas-

teries.

2 .3 . T y p e s of  T re e  S p e cie s U se d in W oode n M onaste rie s

In the history of B urmese traditional architecture, wooden 

buildings occupy an important place, with the most popular 

building material being teak wood, a tropical hardwood tree 

species. M yanmar, also known as B urma, is one of the Asian 

countries where the overwhelming majority of buildings are 

wooden and also their architectural and ornamental quality is 

very high.4
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Owing to the current high cost of teak wood across the 

world, it is difficult to obtain large quantities of teak wood for 

replacing old wood in restoration projects, especially for his-

toric conservation. M ost of the surveyed monasteries in this 

study were built from teak wood in ancient times. At that time, 

M yanmar was rich in forest resources and the type of wood 

used for building structures represented the rank and status of 

the owner. However, nowadays most of the monasteries built 

of teak wood are endangered due to the lack of maintenance or 

unsympathetic restorations, an issue emphasised by the rare-

ness and high cost of teak wood, and the loss of craftsmanship. 

W ithout proper restoration, the artistic wood carvings on 

the monasteries would be lost and it would be impossible to 

reconstruct the traditional features. Therefore, owing to the 

scarcity and high cost of teak wood, some wooden buildings in 

restoration projects are mended using other tree species like 

hardwood types;  Pyin-Ka-Doe ( x ylia x ylocarpa) ;  a kind of 

ironwood tree;  and Ingyin ( shorea siamensis) , a kind of tall in-

digenous tree. 

2 .4 . S ite  S e l e ction f or S urv e y e d M onaste rie s 

The site selection for the physical field survey is a very im-

portant part of this research because wooden monasteries are 

very rare nowadays in every region of M yanmar. The idea of 

site selection came from the literature on the evolutionary his-

tory of the monasteries, most of which is related to the history 

of M yanmar Kingdom, wherein the last Kingdom Palace was 

established in the central part of M yanmar. In that era, espe-

cially the 18th and 19 th centuries, the donation of B uddhist mon-

astery was favored. M oreover, the building characteristics of 

the monastery including skillful construction techniques, ma-

terials, architectural features, and monastic ornamentation, had 

to be varied depending on the status of the donor. This is one 

of the interesting points to be studied in those area. 

Hence, this research focused on surveying the current con-

ditions of wooden monasteries, mainly in the different regions 

of M yanmar where has enriched of old wooden monasteries. 

Therefore, the survey was mainly done into two times, espe-

cially in the central area of M yanmar where a large number of 

traditional wooden monasteries are located. Owing to its loca-

tion between India and China, M yanmar has nurtured a diver-

sified identity. It is cultural hub where people of various eth-

nicities and races have come and gone. This cultural heritage, 

in particular, is a physical proof of M yanmar’ s cultural richness 

and diversity that continues to this day, and a number of its 

cultural artefacts can be said to represent the cultural heritage 

of the entire Southeast Asia. 

However, under the political and social circumstances in 

M yanmar after independence, measures for cultural heritage 

protection remained insufficient for a long time. This is part of 

the reason why some proposed sites only in M yanmar have 

been inscribed on the W orld Heritage L ist, even though the 

country is home to some of the world’ s most famous monu-

ments and is a member of the W orld Heritage Convention.5 

The table 2.1 shows the list of survey regions into two 

parts;  August 2018 and April 2019 . These regions possess a 

rich historical background and highly unique cultural heritage 

properties. The above survey regions make the physical assess-

ment of wooden monasteries’  criteria based on data acquisition 

and monastic structural behavior. Then, each region is de-

scribed by the name of the monastery, construction year, the 

present conditions, and functions of the wooden monastery 

which may be:  adaptive reuse, occupied by monks, vacant, de-

teriorated, ruined, burnt down, or neglected. 
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According to the list of 63  monasteries in these survey re-

gions, it can be ex tracted to study the specific surveys particu-

larly in this central region of M yanmar where have been lots of 

wooden built heritages developed. 

2 .5 . R e storation P roj e ct of  S h w e - N an- D aw  M onaste ry  

This section will conduct a case study on one of the wooden 

monastery restoration projects in M andalay. Shwe-Nan-Daw 

monastery was originally part of the Royal Palace in Amara-

pura, which was the capital of M yanmar twice 11 ( 1783 -1821 

and 1842-1859 )  during the Konbaung period ( 1752-1885) . 

W hen the capital city was moved to M andalay, the building 

was dimantled, transported to M andalay from a former capital 

 

  

Owing to the current high cost of teak wood across the 

world, it is difficult to obtain large quantities of teak wood for 

replacing old wood in restoration projects, especially for his-

toric conservation. Most of the surveyed monasteries in this 

study were built from teak wood in ancient times. At that time, 

Myanmar was rich in forest resources and the type of wood 

used for building structures represented the rank and status of 

the owner. However, nowadays most of the monasteries built 

of teak wood are endangered due to the lack of maintenance or 

unsympathetic restorations, an issue emphasised by the rare-

ness and high cost of teak wood, and the loss of craftsmanship. 

Without proper restoration, the artistic wood carvings on 

the monasteries would be lost and it would be impossible to 

reconstruct the traditional features. Therefore, owing to the 

scarcity and high cost of teak wood, some wooden buildings in 

restoration projects are mended using other tree species like 

hardwood types; Pyin-Ka-Doe (xylia xylocarpa); a kind of 

ironwood tree; and Ingyin (shorea siamensis), a kind of tall in-

digenous tree. 

2.4. Site Selection for Surveyed Monasteries 

The site selection for the physical field survey is a very im-

portant part of this research because wooden monasteries are 

very rare nowadays in every region of Myanmar. The idea of 

site selection came from the literature on the evolutionary his-

tory of the monasteries, most of which is related to the history 

of Myanmar Kingdom, wherein the last Kingdom Palace was 

established in the central part of Myanmar. In that era, espe-

cially the 18th and 19th centuries, the donation of Buddhist mon-

astery was favored. Moreover, the building characteristics of 

the monastery including skillful construction techniques, ma-

terials, architectural features, and monastic ornamentation, had 

to be varied depending on the status of the donor. This is one 

of the interesting points to be studied in those area. 

Hence, this research focused on surveying the current con-

ditions of wooden monasteries, mainly in the different regions 

of Myanmar where has enriched of old wooden monasteries. 

Therefore, the survey was mainly done into two times, espe-

cially in the central area of Myanmar where a large number of 

traditional wooden monasteries are located. Owing to its loca-

tion between India and China, Myanmar has nurtured a diver-

sified identity. It is cultural hub where people of various eth-

nicities and races have come and gone. This cultural heritage, 

in particular, is a physical proof of Myanmar’s cultural richness 

and diversity that continues to this day, and a number of its 

cultural artefacts can be said to represent the cultural heritage 

of the entire Southeast Asia. 

However, under the political and social circumstances in 

Myanmar after independence, measures for cultural heritage 

protection remained insufficient for a long time. This is part of 

the reason why some proposed sites only in Myanmar have 

been inscribed on the World Heritage List, even though the 

country is home to some of the world’s most famous monu-

ments and is a member of the World Heritage Convention.5 

The table 2.1 shows the list of survey regions into two 

parts; August 2018 and April 2019. These regions possess a 

rich historical background and highly unique cultural heritage 

properties. The above survey regions make the physical assess-

ment of wooden monasteries’ criteria based on data acquisition 

and monastic structural behavior. Then, each region is de-

scribed by the name of the monastery, construction year, the 

present conditions, and functions of the wooden monastery 

which may be: adaptive reuse, occupied by monks, vacant, de-

teriorated, ruined, burnt down, or neglected. 

Table 2.1. Survey area of wooden monasteries in Myanmar 

 

According to the list of 63 monasteries in these survey re-

gions, it can be extracted to study the specific surveys particu-

larly in this central region of Myanmar where have been lots of 

wooden built heritages developed. 

2.5. Restoration Project of Shwe-Nan-Daw Monastery 

This section will conduct a case study on one of the wooden 

monastery restoration projects in Mandalay. Shwe-Nan-Daw 

monastery was originally part of the Royal Palace in Amara-

pura, which was the capital of Myanmar twice (1783-1821 and 

1842-1859) during the Konbaung period (1752-1885). When 

the capital city was moved to Mandalay, the building was dis-

mantled, transported to Mandalay from a former capital Ama-

rapura, and rebuilt there as part of the new all teak Royal Palace 

in 1857. King Mindon (1853-1878) used the building for his 

Survey year Survey area Physiography No. of survey monasteries

Mandalay Central dry zone 15
Innwa Central dry zone 1

Amarapura Central dry zone 1
2018 August Bagan Central dry zone 6

Sa-le Central dry zone 5
Inle Lake Eastern Hilly 10

Nyaung-Shwe Eastern Hilly 2
Mandalay Central dry zone 3
Sagaing Central dry zone 1
Hsipaw Eastern Hilly 5

Monywa Central dry zone 5
Pakkoku Central dry zone 7

63

2019 April

Total no. of monasteries
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Amarapura, and rebuilt there as part of the new all teak Royal 

Palace in 1857. King M indon ( 1853 -1878)  used the building 

for his personal living quarters in the compound of the palace. 

After King M indon passed away in 1878, his son King Thibaw 

( 1878-1885)  12 decided to dismantle and rebuild it as a monas-

tery in order to commemorate his father. For this reason, King 

Thibaw relocated the building to its current location outside of 

the palace grounds, where it was converted into a monastery in 

1880. The form and space composition of Shwe-Nan-Daw 

monastery gives a symmetrical effect with a simple rectangular 

plan. The concept of this monastery was the form and space 

composition of the hierarchical concept and idea as the conti-

nuity in the arrangement of plan layout precisely into a single 

linear composition.6 Even though it was a single chamber, 

which was different from other monastery’ s characteristics, it 

features artistic and powerful ornamentation of great historical 

value as it was commissioned by a King. 

The National M useum, M andalay;  the Department of Ar- 

chaeology, M andalay;  and the W orld M onuments Fund have 

been conducting this restoration project since 2014. The struc-

tural problems found especially on the southern and western 

end of the buildings were caused by the following main issues 

that are necessary for priority restoration. They are the water 

drainage system around the monastery and the replacement of 

old pillars and floors. Additionally, it is necessary to conserve 

the Kongbaung era’ s artwork, particularly woodcarving sculp-

tures on the balustrades. The water drainage system was man-

aged systematically to create a drainage outlet with an appro-

priate design around the monastery. 

The prime focus of this project was on restoration;  condi-

tional assessment of the pillars that had deteriorated were per-

formed, especially in the south-west parts where the subterra-

nean ornamentation such as the Nayar ( Dragon-Serpent)  sculp-

tures, as seen figure 2.8 are relatively in the stage of very ad-

vanced deterioration, physically weakened, and structurally 

compromised. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
ڦ  Shrine Hallڦ  Reception Hallڦ M ain Hall

Fig.2.5. L ayout Plan of Shwe-Nan-Daw M onastery* 8                          Fig.2.6. Shwe-Nan-Daw M onastery* 7 

         Fig.2.7. Elevation of Shwe-Nan-Daw M onastery* 8                  
          

Fig.2.8. Repairing of Dragon- 
Serpent ( Nayar)  sculptures* 3

Fig.2.9 . Replacement of New 
Teak W ood Pillar* 5
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The teak pillars covered with the marble cap had been dam-

aged by termites - which are white ants that feed mostly on cel-

lulose ( wood) , as shown in figure 2.10, leading to structural 

problems and severe rain. M oreover, these teak pillars were di-

rectly ex posed to the moisture-laden ground due to the weak 

maintenance of the foundation. The floor adjacent to the ve-

randa has also been damaged by M andalay’ s hot and dry 

weather due to the lack of proper conservation. The Kongbaung 

era’ s woodcarving artwork will also be restored to its original 

state by famous and ex pert carpenters. 

The pillar replacement in this project uses the following re-

placement techniques;  ( 1)  total replacement, ( 2)  partial replace-

ment, and ( 3 )  infill replacement. This restoration project aims 

at the conservation of the monastery and revitalising its sur-

rounding area, in addition to developing a work force com- 

prised of local craftsmen trained on conservation practice and 

site management skills;  including traditional carpentry crafts, 

traditional timber framing, water damage treatment, and pro-

tective measures against fire. This endeavor runs in partnership 

with local communities and M yanmar' s government.7  

Therefore, a conservation study was conducted on the tra-

ditional building technologies employed at the site to gain an 

understanding of the deterioration and threats to the building’ s 

primary building material, teak wood, in the tropical environ-

ment. B ased on these activities, emergency structural, founda-

tion, and drainage repairs were undertaken. Then, the subse-

quent work focused on water management upgrades, repair of 

the monument’ s staircases, and a comprehensive program tar-

geting the monastery’ s veranda, where a first floor-level walk-

way surrounds the building.8 

  

  
    Fig.2.10. Deterioration found on the Termite Issues* 9              Fig.2.11. Shwe-Nan-Daw M onastery’ s Restoration W orks* 10 

 

     
Fig.2.12. Details of Pillar Restoration in Shwe-Nan-Daw M oastery* 9  
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3 . C urre nt C onditions of  W oode n M onaste rie s 

In M yanmar, wooden monasteries are one of the greatest 

ensembles of religious structures where may ex plore traditional 

B urmese art and architecture. Such kind of buildings are 

mainly necessary to consider as the historical assets for multi-

ple levels of priorities depending on the status of the current 

conditions. Accordingly, the following 63  wooden monasteries 

will state that most of them were built in Konbaung dynasty 

( 1752-1885)  at least over 100 years old structures with the de-

scriptions of survey lists and individual information. Then, the 

heritage value assessment has conducted according to the sig-

nificance values found on the wooden monasteries by different 

disciplines to the problems of conservation planning and local 

conditions relatively.9  

The physical field survey was mainly done on the structural 

assessment with development plan into;  ( 1)  protection status, 

( 2)  brief description of the monastery, and ( 3 )  sketch plan and 

recorded photos on site. For protection status, it is designated 

for protected monastery or proposed protected monastery or 

not. Concerning about the descriptions which may include with 

history, the construction year, materials, faç ade ornamentation 

and environmental settlements. Finally, it is also necessary to 

check the fire safety level and conservation priorities level. 

3 .1. P h y sical  Asse ssm e nt of  W oode n M onaste rie s 

To find out the priority level of conservation, the criteria of 

this research mainly based on the physical conservation or 

maintenance of current conditions heritage value assessment. 

Specifically, it has been addressing on the building age, the sta-

tus of the current use for ex ample which is original or new ones 

depends on its architectural features and functionality. M oreo-

ver, there is another important perspective to be noticed that it 

is fire safety because the structure of the building was mainly 

built in wood and it is necessary to investigate the conditions 

of electricity supply for fire prevention measures and fire as-

sessment for providing the fire safety basic level or not;  for in-

stance, is there any preparing of fire ex tinguisher or accommo-

dating water resources like water buckle as in be ready condi-

tions just in case of fire. 

Finally, it comes to the important part of the field survey to 

establish the priority level based on the physical deterioration 

assessment and structural failure. The four priority levels can 

be categorized into;  1 –  ex cellent condition or minimal deteri-

orates that do not require refurbishment works but need mainte-

nance works, 2 –  good condition or small deteriorates in the 

structure that do not require immediate actions for conservation 

but regularly require superficial repairs works, 3  –  moderate 

condition or relevant deteriorates with unavoidable danger but 

require appropriate interventions to reinforce the structure, and 

4 –  poor condition or major deteriorates whereas the monaster-

ies are newly constructed or old and new materials are in mix ed 

conditions and also unstable structural problems and urgently 

require reinforcement actions and adaptation of critical safety 

measures for appropriate conservation respectively. In these 

following tables, Kyaung means monastery in M yanmar terms. 

The result of grading levels of wooden monasteries is pro-

ceeded according to the significance values of history, building 

age, architecture, maintenance system. It is also necessary to 

consider the conservation capacity based on the limited conser-

vation resources and situations of M yanmar as developing 

country. In this study, the criteria for the conservation grades 

make on the qualitative content analysis was used to evaluate 

the relationship between the monastic architectural heritage 

and conservation conditions. It can be concluded that the con-

servation system can be investigated and analyzed at the four 

grades by the cultural value, economic value, historical value 

and identity greatly influence the local evaluation to develop 

the priorities for its conservation of those architectural heritage. 

According to the above data, the criteria for physical as-

sessment of these monasteries are mainly figured out into struc-

tural behaviors and current conservation conditions and 

maintenance systems. However, the fire assessment which is 

surprisingly found out nearly 0%  of fire protection in most of 

the wooden monasteries. M oreover, the following pie chart is 

the ex planation of the grading level assessment differentiated 

on the priority levels of wooden monasteries in different re-

gions of M yanmar. 

G rade 1:  Outstanding monasteries, to be systematically in-

spected and preserved in perfect condition ( G -1)  –  8%  

G rade 2:  Ex ceptional monasteries, to be regularly inspected, 

maintained and repaired ( G -2)  –  27%  

G rade 3 :  Important monasteries, to be periodically inspected, 

maintained and repaired when urgently needed ( G -3 )  –  3 6%  

G rade 4:  M iscellaneous groups which are newly constructed or 

old and new materials mix ed ( G -4)  –  29 %  
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The above percentages for each grade show the analytical 

survey based on the current conditions of wooden monasteries 

focusing on conservation management plan. These tables show 

the old wooden monasteries’  structures nowadays are very ru-

ined and destroyed by the natural and by the people misunder-

standing maintenance systems. M oreover, the conservation 

methods in some regions are very drained because of the local 

intervention. Therefore, these records are taken to the old 

wooden monasteries at least over 100 years by photographs, 

drone and some ground measurements and collected some of 

the documents and old books for further data references pro-

ductively.

Table 3 .1 P h ysic al assessment of wooden monasteries Table 3 .2 P h ysic al assessment of wooden monasteries

 

  

The above percentages for each grade show the analytical 

survey based on the current conditions of wooden monasteries 

focusing on conservation management plan. These tables show 

the old wooden monasteries’ structures nowadays are very ru-

ined and destroyed by the natural and by the people misunder-

standing maintenance systems. Moreover, the conservation 

methods in some regions are very drained because of the local 

intervention. Therefore, these records are taken to the old 

wooden monasteries at least over 100 years by photographs, 

drone and some ground measurements and collected some of 

the documents and old books for further data references pro-

ductively. 
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Region Name Built Year Status
Electricity 

Supply
Fire 

Assessment
Priority level

Nat-Taung Kyaung 19th C Monastery Yes No 2

Dakinawun Kyaung 19th C Monastery Yes No 2

Taung-Bi Kyaung 
(Eastern)

19th C Vacant No No 2

Nyaung-U Nat 
Daunt Kyaung

Konbaung 
Period

Monastery Yes No 3

Hman-Kyaung Around 1870 Fired in 2017 - - 4

Yoke-Sone Kyaung 1882
Museum(Ada-

ptive reuse)
No No 1

Lei-Tha Kyaung 1870 Monastery Yes No 2

Mahar-Gandawun 
Kyaung 19th C Monastery Yes No 4

Kyauk-Sa-Yon 
Kyaung

1888 Monastery Yes No 3

Thein Kyaung 1858 Monastery Yes No 3

Nga-Phe-Chaung 
Kyaung

1843 Monastery Yes No 2

Kyaung-Ni Kyaung 1846 Monastery Yes No 4

Bago Kyaung 1973 Monastery Yes No 4

A-Nauk-Shwe 
Kyaung

1940s Monastery Yes No 4

Patama-Taik Around 1846 Monastery Yes No 4

Thar-Lay-Taung 
Kyaung

1832 Monastery Yes No 4

Bein-Daw Kyaung 1925 Monastery Yes No 4

Myay-Ni-Gone 
Kyaung

1851 Monastery Yes No 4

Nyaung-Oak 
Kyaung

Around 1832 Monastery Yes No 3

Shwe Kyaung 1924 Monastery Yes No 4

 Tate Nam Kyaung 1903 Monastery Yes No 4

 Shwe-Yan-Pyay 
Kyaung

1888 Monastery Yes No 2

Pakhangyi Kyaung 1886
Museum(Ada-

ptive reuse)
No No 1

Pakhannge Kyaung 1864
Remains. 

Ruins
No No 3

Ohn-Don-Bin Shwe 
Kyaung

1738
Vacant, 

maintained 
by the monk

No No 2

Atula-Mingalarthiri 
Kyaung 19th C Monastery Yes No 4

Khan-Taw-Taung 
Kyaung

19th C Monastery Yes No 3

A-Neint Kyaung 19th C Fired in 1989 - - 4

Yoke-Sone Kyaung 19th C Fired in 1957 - - 4

Mandalay Taik 1907 Monastery Yes No 2

Two 
Monasteries 

in one 
Yes No 3

Konbaung 
Period

Yesagyo

Pakkoku

Taw-Way-Kan 
Kyaung

Bagan period 
(11th – 13th 

C)

Bagan Nyaung-U Yoke 
Sone Kyaung

Monastery Yes No 3

Sa-le

In-le 
Lake

Nyaung-
Shwe

Region Name Built Year Status
Electricity 

Supply
Fire 

Assessment
Priority 

Level

Shwe-Kyin Kyaung 1860 Monastery No No 1

Shwe-Nan-Daw 
Kyaung

1878-83
Museum(Ada-

ptive reuse)
No No 1

Taik-Taw 
Monastery

1857
Remains, 

Ruins
- - 4

Yamethin Kyaung 1870s Monastery Yes No 2

Moe Kaung Kyaung 1871-75 Monastery Yes No 3

Kye-Myin Kyaung 1875 Monastery Yes No 2

Sa-Daw-Wun-Min 
Kyaung

1878-1885
80% 

Ruination
No No 3

Thin-Gaza Kyaung 1861 Monastery Yes No 3

Shwe-In-Bin 
Kyaung

1895 Monastery Yes No 1

Mya-Daung 
Monastery

1884
Remains, 

Ruins
- - 3

Thakawun Kyaung 1879 Vacant No No 2

Bha-Mo Kyaung 1820 Monastery Yes No 2

Mahar-Min-Htin 
Kyaung

1878 Monastery Yes No 3

Ashoka-Yama-Taik, 
Yadana-Bon-Kyaw 
Monastery

1787-1790
Remains, 

Ruins
- - 3

Pin-Thar Monastery 1878-1885 Monastery Yes No 2

Medaw Kyaung, 
Queen Mother’s 
Monastery

1842
Remains, 

Ruins
- - 3

Thameedaw 
Kyaung, The 
Princess Monastery

1842
Remains, 

Ruins
- - 3

Pyi-Min-Thar 
Kyaung

1839 Monastery Yes No 2

Innwa Bagaya 
Kyaung

1834
Museum(Ada-

ptive reuse)
No No 2

Innwa

Period

Amarapura Bagaya 
Kyaung

1782-83
New with 

brick 
structure

Yes No 4

Bo-Daw Kyaung 1891 Monastery Yes No 3

Maha-Nanda-
Kantha Kyaung

1848 Monastery Yes No 2

Maddayar-Shwe 
Kyaung

1863 Monastery Yes No 3

Kyin-Thee Kyaung 1774 Monastery Yes No 3

Yayhaw Kyaung 1893 Monastery Yes No 3

Sagumaw Kyaung 1936 Vacant, Ruin No No 3

Taing-Tayar 
Kyaung

1896 Vacant, Ruin No No 3

Mahar-Zawtika-
Yama Taik

1894 Monastery Yes No 4

Min-Ye Kyaung 1375 Monastery Yes No 3

Bon-Pyan Kyaung 1858
Monastery, 

Ruin
Yes No 3

Manda-
lay

Ariya-Wun-Tha 
Kyaung

Monastery Yes No 2

Hsipaw

Monywa

 

  

The above percentages for each grade show the analytical 

survey based on the current conditions of wooden monasteries 

focusing on conservation management plan. These tables show 

the old wooden monasteries’ structures nowadays are very ru-

ined and destroyed by the natural and by the people misunder-

standing maintenance systems. Moreover, the conservation 

methods in some regions are very drained because of the local 

intervention. Therefore, these records are taken to the old 

wooden monasteries at least over 100 years by photographs, 

drone and some ground measurements and collected some of 

the documents and old books for further data references pro-

ductively. 
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RegionNameBuilt YearStatus
Electricity 

Supply
Fire 

Assessment
Priority level

Nat-Taung Kyaung19th CMonasteryYesNo2

Dakinawun Kyaung19th CMonasteryYesNo2

Taung-Bi Kyaung 
(Eastern)

19th CVacantNoNo2

Nyaung-U Nat 
Daunt Kyaung

Konbaung 
Period

MonasteryYesNo3

Hman-KyaungAround 1870Fired in 2017--4

Yoke-Sone Kyaung1882
Museum(Ada-

ptive reuse)
NoNo1

Lei-Tha Kyaung1870MonasteryYesNo2

Mahar-Gandawun 
Kyaung19th CMonasteryYesNo4

Kyauk-Sa-Yon 
Kyaung

1888MonasteryYesNo3

Thein Kyaung1858MonasteryYesNo3

Nga-Phe-Chaung 
Kyaung

1843MonasteryYesNo2

Kyaung-Ni Kyaung1846MonasteryYesNo4

Bago Kyaung1973MonasteryYesNo4

A-Nauk-Shwe 
Kyaung

1940sMonasteryYesNo4

Patama-TaikAround 1846MonasteryYesNo4

Thar-Lay-Taung 
Kyaung

1832MonasteryYesNo4

Bein-Daw Kyaung1925MonasteryYesNo4

Myay-Ni-Gone 
Kyaung

1851MonasteryYesNo4

Nyaung-Oak 
Kyaung

Around 1832MonasteryYesNo3

Shwe Kyaung1924MonasteryYesNo4

 Tate Nam Kyaung1903MonasteryYesNo4

 Shwe-Yan-Pyay 
Kyaung

1888MonasteryYesNo2

Pakhangyi Kyaung1886
Museum(Ada-

ptive reuse)
NoNo1

Pakhannge Kyaung1864
Remains. 

Ruins
NoNo3

Ohn-Don-Bin Shwe 
Kyaung

1738
Vacant, 

maintained 
by the monk

NoNo2

Atula-Mingalarthiri 
Kyaung19th CMonasteryYesNo4

Khan-Taw-Taung 
Kyaung

19th CMonasteryYesNo3

A-Neint Kyaung19th CFired in 1989--4

Yoke-Sone Kyaung19th CFired in 1957--4

Mandalay Taik1907MonasteryYesNo2

Two 
Monasteries 

in one 
YesNo3

Konbaung 
Period

Yesagyo

Pakkoku

Taw-Way-Kan 
Kyaung

Bagan period 
(11th – 13th 

C)

BaganNyaung-U Yoke 
Sone Kyaung

MonasteryYesNo3

Sa-le

In-le 
Lake

Nyaung-
Shwe

RegionNameBuilt YearStatus
Electricity 

Supply
Fire 

Assessment
Priority 

Level

Shwe-Kyin Kyaung1860MonasteryNoNo1

Shwe-Nan-Daw 
Kyaung

1878-83
Museum(Ada-

ptive reuse)
NoNo1

Taik-Taw 
Monastery

1857
Remains, 

Ruins
--4

Yamethin Kyaung1870sMonasteryYesNo2

Moe Kaung Kyaung1871-75MonasteryYesNo3

Kye-Myin Kyaung1875MonasteryYesNo2

Sa-Daw-Wun-Min 
Kyaung

1878-1885
80% 

Ruination
NoNo3
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Period
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Manda-
lay
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Hsipaw

Monywa

 

  

The above percentages for each grade show the analytical 

survey based on the current conditions of wooden monasteries 

focusing on conservation management plan. These tables show 

the old wooden monasteries’ structures nowadays are very ru-

ined and destroyed by the natural and by the people misunder-

standing maintenance systems. Moreover, the conservation 

methods in some regions are very drained because of the local 

intervention. Therefore, these records are taken to the old 

wooden monasteries at least over 100 years by photographs, 

drone and some ground measurements and collected some of 

the documents and old books for further data references pro-

ductively. 
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Region Name Built Year Status
Electricity 

Supply
Fire 

Assessment
Priority level
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Region Name Built Year Status
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Supply
Fire 
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Priority 
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3 .2 . B ag an

The following monasteries are ex tricable tied to conserva-

tion’ s primary objective in B agan region. Kyaung means mon-

astery in M yanmar terms.

3 .2 .1. N at- T aung  K y aung

This elegant Nat-Taung Kyaung is possibly known as the 

oldest monastery in the Taung-B i area also called M ya-Taung 

taik ( monastic compound) . Concerning the founding of the 

main monastery around 19 th century dating back to about 200 

years ago. The monastery has been refurbished time by time 

because of the monastic antiquity design is very detailed and 

ornamentation especially in the majority of wood-carvings. 

The current conditions of this monastery is regularly repaired 

and maintained by the monks. ( See fig 3 .1 –  3 .2)  

3 .2 .2 . D ak inaw un K y aung

This monastery is situated in the same compound of Hman 

Kyaung and had been stood as a monastic site around 19 th cen-

tury for 200 years in B agan. The balustrades and the few re-

maining carvings are older and probably came from an earlier 

building. B ut the current conditions have found that some in-

tervention in roofing area in the entrance of western style ma-

sonry staircases and it was refurbished as the original restora-

tion in 19 9 6 for the basic necessity’ s enhancement of the struc-

ture. It is now maintained by the monks. ( See fig 3 .3  –  3 .5)

3 .2 .3 . T aung - B i K y aung  ( E aste rn)

This large monastery is close to the town of B agan which 

is locally known as Taung-B i monastery in 19 th century around 

200 years old. It was refurbished in 19 9 1 and dismantled under 

the supervision of the Department of Archaeology. This mon-

astery has been vacant from 19 9 8 to until now and it has also 

plan to settle the monks over there because the structural con-

dition is very well to reside and it is necessary to maintain the 

traditional monastic architecture for future perspectives as her-

itage in UNESCO world heritage zone. ( See fig 3 .6 –  3 .8)  

        
              Fig.3 .1. Plan of Nat-Taung Kyaung* 8                            Fig.3 .3 . Plan of Dakinawun Kyaung* 8 

    
.            Fig.3 .2. Nat-Taung Kyaung* 4          Fig.3 .4. Dakinawun Kyaung in 19 9 8* 8         Fig.3 .5. Dakinawun Kyaung* 4

       

  Fig.3 .6. Taung-B i Kyaung ( Eastern) * 4        Fig.3 .7. Taung-B i Kyaung ( Eastern) * 4         Fig.3 .8. Taung-B i Kyaung ( Eastern) * 4
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3 .2 .4 . N y aung - U  Y ok e - S one  K y aung

This monastery dates to the Kon-B aung period. It was re-

furbished in 19 9 8 and inhabited by the monks where is located 

in Nayung-U township, B agan. It is surrounded by the new mo-

nastic compound and the original monastery is maintained by 

the chief monk. There has found out some interventions for 

original structural enhancement. B ut the structural condition 

has deflection on west and south side of this monastery. ( See 

fig 3 .9  –  3 .11)  

3 .2 .5 . N y aung - U  N at- D aunt K y aung

Nayung-U Nat-Daunt Kyaung is also the compact monas-

tery in its compound dating back to the Kon-B aung period. It 

has been occupied by the monks and maintained with the help 

of local people. It has the characteristics of Kon-baung monas-

tic composition and architectural elements are simple linear 

composition ex pressing the traditional B urmese art and archi-

tecture. There has also found out some interventions for origi-

nal structural enhancement. ( See fig 3 .12 –  3 .15)  

3 .2 .6 . H m an K y aung

Hman Kyaung is located within the precincts of the Ananda 

Temple at B agan. It was built around 1870 and in 19 9 8, the 

monastery was in a most perilous state of repair. B ut after this, 

the original structure was unfortunately fired in 2017 and now 

this monastic compound is newly constructed with brick struc-

ture monasteries and the remains of the original building can-

not be seen in this compound. ( See fig 3 .16 –  3 .17)  

   

Fig.3 .9 . Plan of Nyaung-U Kyaung* 8     Fig.3 .10. Nyaung-U Yoke-Sone Kyaung* 4       Fig.3 .11. Nyaung-U Yoke-Sone Kyaung* 4 

Fig.3 .12. Nyaung-U Nat-Daunt Kyaung* 4   Fig.3 .13 . Nyaung-U Nat-Daunt Kyaung* 4    Fig.3 .14. Old Furniture in Nyuang-U Kyaung* 4

Fig.3 .15. Interior of Nyaung-U Kyaung* 4                

                                                                         

Fig.3 .16. Former Plan of 
Hman Kyaung* 4

Fig.3 .17. New M onastic Compound of 
Hman Kyaung* 4
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Fig.3 .9 . Plan of Nyaung-U Kyaung* 8     Fig.3 .10. Nyaung-U Yoke-Sone Kyaung* 4       Fig.3 .11. Nyaung-U Yoke-Sone Kyaung* 4 

Fig.3 .12. Nyaung-U Nat-Daunt Kyaung* 4   Fig.3 .13 . Nyaung-U Nat-Daunt Kyaung* 4    Fig.3 .14. Old Furniture in Nyuang-U Kyaung* 4
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Fig.3 .16. Former Plan of 
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Fig.3 .17. New M onastic Compound of 
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3 .3 . S a- L e  

The following monasteries are ex tricable tied to conserva-

tion’ s primary objective in Sa-L e region. Kyaung means mon-

astery in M yanmar terms.

3 .3 .1. Y ok e - S one  K y aung

This monastery, which is famous for its fine wood-carvings, 

is located in Sa-L e, an important town during the B agan period 

( 1044-1287) . It was built in 1882 and now it is reused as the 

museum of traditional monastery building but it has been stolen 

many wooden carvings and into a state of disrepair. In the 

19 70s, the structure was refurbished what was left of the build-

ing and placed it on a concrete slab. It is now under the conser-

vation by the Department of Archaeology. ( See fig 3 .18–  3 .20)  

3 .3 .2 . L e i- T h a K y aung

L ei-Tha monastery is located Sa-L e nearby the Yoke-sone 

monastery. It was built around 1870 donated by the farmer cou-

ple during the reign of King M in Don. Fortunately, some de-

tails regarding its founding have been preserved for posterity 

in the monastery library. In 19 9 8, the monastery underwent 

renovations by the Department of Archaeology, B agan. ( See 

fig 3 .21 –  3 .22)  

3 .3 .3 . M ah ar- G andaw un K y aung

M ahar-G andawun Kyaung is located in Sa-L e region and 

built in 19 th century monastic building. There is no ex actly rec-

ords of this monastery but the remains of staircase and the ar-

chitectural features show the linear composition of late Kon-

B aung era. The remaining stairs is the original styles and some 

parts are replaced with new materials especially found on the 

main roof and the additional roof on stairway area. The current 

condition of this monastery is maintained by the monks. ( See 

fig 3 .23  –  3 .24)  

3 .3 .4 . K y auk  S a- Y on K y aung ,  S h in- P in- S ar- G y o M onastic 

C om p ound

This monastery is towards the rear or western entrance of 

Shin-Pyin-Saw-G yo monastic complex , founded in 1888. It is 

resembled like a B urmese house of the colonial era. This has 

also some intervention on the ground faç ade with fences for the 

prevention of animals and theft. It is quite far from Sa-L e city 

and the whole compound is constructed with pagoda, wooden 

monasteries, ordination hall and rest shelters for the pilgrims or 

in case of flood victims from nearby regions. ( See fig 3 .25 –  

3 .26)

Fig.3 .18. Plan of Yoke-Sone Kyaung* 8          Fig.3 .19 . Yoke-Sone Kyaung* 4     Fig.3 .20. Yoke-Sone Kyaung* 4
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Fig.3 .25. Plan of Kyauk 
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3 .3 .5 . T h e in K y aung ,  S h in- P in- S ar- G y o M onastic C om -

p ound

This monastery in Shin-Pin-Sar-G yo large monastic com-

pound is located about 16km to the south of Sa-L e city. The 

tradition asserts that the first monastery there was founded in 

13 3 8 during the early Ava period and other buildings have been 

added from time to time. However, the current buildings are 

dating back from 1858. The compound has also numerous rest 

houses to accommodate for visiting pilgrims and in the sea-

sonal flooding period, these are like refugee camp for the local 

people from neighboring villages. This monastic complex can 

be found pagoda, wooden monasteries, ordination hall and rest 

shelters for the pilgrims or in case of flood victims from nearby 

regions. ( See fig 3 .27 –  3 .28)  

3 .4 . Inl e - L ak e  and N y aung  S h w e

The following monasteries are ex tricable tied to conserva-

tion’ s primary objective in Inle-L ake and Nyaung Shwe re-

gions in Shan State. Kyaung means monastery in M yanmar 

terms.

3 .4 .1. N g a- P h e - C h aung  K y aung

This large spacious Nga-Phe-Chaung Kyaung is also 

known as jumping cat monastery was built around 1843  from 

village donations in Ywa-ma, In-L e L ake. The vicinities of this 

monastery are bordered by the lake and maintained by the local 

people and the monks. It is necessary to consider the humidity 

and moisture to the structure because it is constructed in the 

lake. In Shan states, the monasteries are slightly difference 

from B urmese culture according to Shan traditional style of 

their ethnic and regional characteristics. ( See fig 3 .29  –  3 .3 0)   

3 .4 .2 . K y aung - N i K y aung

Kyaung-Ni Kyaung is constructed in 1846 and donated 

with the help of local villagers. In Shan monasteries, the mo-

nastic ornamentation is simple and less. It is constructed in the 

lake and there is necessary for careful conservation approaches 

for restoration of Shan monasteries. Furthermore, the current 

condition is regularly maintained by the monks and local vil-

lagers but there is less knowledge of conservation plan for the 

restoration of original structure. ( See fig 3 .3 1 –  3 .3 2)  

     Fig.3 .27. Thein Kyaung* 4            Fig.3 .28. Thein Kyaung* 4          Fig.3 .29 . Plan of Nga-Phe-Chaung Kyaung* 8 

Fig.3 .3 0. Nga-Phe-Chaung Kyaung* 4      Fig.3 .3 1. Kyaung-Ni Kyaung* 8         Fig.3 .3 2. Plan of Kyaung-Ni Kyaung* 4
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3 .4 .3 . B ag o K y aung

This edifice B ago Kyaung in In-L e lake has long supported 

a monastic building built by public donations in 19 73 . B ut the 

monk and the local people maintained the original style of the 

basic layout remained unchanged. Therefore, this giant wooden 

two-storyed monastery is very precious for Shan people and 

they believe with their ethnic and culture for future persistence.  

The functional composition of Shan monastery is mainly em-

ployed for the main hall especially for the teaching for the nov-

ices and spacious ex pression. ( See fig 3 .3 3  –  3 .3 4)  

3 .4 .4 . A- N auk - S h w e  K y aung

This monastery is similar in plan to Kyaung-Ni Kyaung

built in the 19 40s from public donations. The current condition 

is very new building because most of them are more than con-

servative intervention such as modern color and decorative el-

ements. ( See fig 3 .3 5 –  3 .3 6)  

3 .4 .5 . P ah tam a T aik

Also called ‘ first monastery’  located in Ywa-ma village, 

the special architectural interest is colonial style covered ve-

randahs and telescopic roofing different from other monaster-

ies. The monastery built in 1846 by public donations and there 

has been occupied by the monks in current conditions. ( See fig 

3 .3 7 –  3 .3 9 )  

3 .4 .6 . T h ar- L ay - T aung  K y aung

This ancient Thar-L ay-Taung Kyuangg is located in In-L e 

L ake. It was built in 183 2. The monastic characteristics is sim-

ilar to the Konbaung monastic characteristics in central region

of M yanmar. The conservation plan has not well developed yet 

but regularly checked and maintained the deterioration parts of 

the structure with the help of local villagers and public dona-

tions. This monastery is now maintained by the monk ( See fig 

3 .40 –  3 .41)  

  
   Fig.3 .3 3 . Plan of B ago Kyaung* 8                Fig.3 .3 4. B ago Kyaung* 4                Fig.3 .3 5. Plan of A-Nauk Shwe Kyaung* 8

             
    Fig.3 .3 6. A-Nauk Shwe Kyaung* 4                   Fig.3 .3 7. Plan of Pahtama Taik* 16               Fig.3 .3 8. Pahtama Taik* 4 
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3 .4 .7 . B e in- D aw  K y aung

It is situated in Ywa-M a village in In-L e lake. It was do-

nated by U Toe L one, a wealthy Teak trader, in 19 25 AD. This 

is the only two-storied monastery built on stilt among the sam-

ples. It is said to be built by the builders from L ower M yanmar. 

The construction techniques and the use of materials show this 

monastery as a modernized building among the others built in 

the same period. Some alterations such as replacing wire net-

ting with glass panels in the windows on the roof neck to pre-

vent from bailing rain water and addition of two entrance brick 

staircases with multi-tiered roofs can be seen. The monastery 

is well maintained by the monks and it is very traditional Shan 

style monastery.10 ( See fig 3 .42 –  3 .43 )  

3 .4 .8 . M y ay - N i- G one  K y aung

This monastery is located in the M yay-Ni-G one village on 

In-L e lake which was built in 1851 AD. It was donated by local 

people of this period. At the present, the monastery is sincerely 

guarded by the villagers for its considerable number of antique 

B uddha images. In order to maintain the original superstructure 

of the old building, the floor was lowered approx imately one 

meter below. No evidence of original building ex cept the B ud-

dha hall is left. The very new ex tended shrine was built in 2000 

AD. 10 ( See fig 3 .44)  

3 .4 .9 . N y aung - O ak  K y aung

This monastery is located in Inn-dein village on the south-

ern bank of B ilu Chaung Creek. It is situated beside the covered 

walkway which leads to the famous Shwe Inndein Pagoda 

group of Inle lake. Facing towards B ilu Chaung Creek, it is an 

old monastery of which the construction time and the donor are 

not clearly known. It is said to be constructed long before the 
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3 .4 .11. T ate - N am  K y aung

The monastery is located in one of the busiest area of 

Nyaung-Shwe township which is the quay side to the villages 

around Inle L ake. Tate-Nam Kyaung means the monastery at 

the quay. It was constructed in 19 03 AD. It was supposed to be 

common donations since the name of the donors are inscribed 

on the columns. Only B uddha Hall and Abbot’ s room show the 

original structures. The alterations in reception hall vary from 

the normal way of ex tensions among the samples. It is main-

tained by the monks and local villagers. 10 ( See fig 3 .47)  

3 .4 .12 . S h w e - Y an- P y ay  K y aung

This famous Shwe-Yan-Pyay Kyaung is located in 

Nyaung-Shwe. This is the gem of the mix ture of Shan-B urmese 

religious architecture built in 1888 by Nyaung-Shwe Saopha 

( Shan Kingdom) . Not only the ex terior but the interior is very 

ornamented with glass mosaic and architectural interest in style 

of oval-shaped window in that era as to enhance the dignity and 

power of donors. Now this is under the protection of Depart-

ment of Archaeology, Nyaung-Shwe township. ( See fig 3 .48 –  

3 .53 )

            

          Fig.3 .47. Plan of Tate-Nam Kyaung* 16                                                Fig.3 .48. Plan of Shwe-Yan-Pyay Kyaung* 8  

     Fig.3 .49 . South Elevation of Shwe-Yan-Pyay Kyaung* 17           Fig.3 .50. East Elevation of Shwe-Yan-Pyay Kyaung* 17 

    

                         Fig.3 .52. Shwe-Yan-Pyay Kyaung* 4               Fig.3 .53 . Shwe-Yan-Pyay Kyaung* 4

      

                     Fig.3 .51. Shrine Area of Shwe-Yan-
Pyay Kyaung* 4

3 .4 .11. T ate - N am  K y aung

The monastery is located in one of the busiest area of 

Nyaung-Shwe township which is the quay side to the villages 

around Inle L ake. Tate-Nam Kyaung means the monastery at 

the quay. It was constructed in 19 03 AD. It was supposed to be 

common donations since the name of the donors are inscribed 

on the columns. Only B uddha Hall and Abbot’ s room show the 

original structures. The alterations in reception hall vary from 

the normal way of ex tensions among the samples. It is main-

tained by the monks and local villagers. 10 ( See fig 3 .47)  

3 .4 .12 . S h w e - Y an- P y ay  K y aung

This famous Shwe-Yan-Pyay Kyaung is located in 

Nyaung-Shwe. This is the gem of the mix ture of Shan-B urmese 

religious architecture built in 1888 by Nyaung-Shwe Saopha 

( Shan Kingdom) . Not only the ex terior but the interior is very 

ornamented with glass mosaic and architectural interest in style 

of oval-shaped window in that era as to enhance the dignity and 

power of donors. Now this is under the protection of Depart-

ment of Archaeology, Nyaung-Shwe township. ( See fig 3 .48 –  

3 .53 )

            

          Fig.3 .47. Plan of Tate-Nam Kyaung* 16                                                Fig.3 .48. Plan of Shwe-Yan-Pyay Kyaung* 8  

     Fig.3 .49 . South Elevation of Shwe-Yan-Pyay Kyaung* 17           Fig.3 .50. East Elevation of Shwe-Yan-Pyay Kyaung* 17 

    

                         Fig.3 .52. Shwe-Yan-Pyay Kyaung* 4               Fig.3 .53 . Shwe-Yan-Pyay Kyaung* 4

      

  

Fig.3 .51. Shrine Area of Shwe-Yan-
Pyay Kyaung* 4

�2 Vol� 34, 2021 Geijutsu Kogaku� the Journal of Design



3 .5 . M andal ay

The following monasteries are ex tricable tied to conserva-

tion’ s primary objective in M andalay division. Kyaung means 

monastery in M yanmar terms.

3 .5 .1. S h w e - K y in K y aung

Shwe-Kyin Kyaung originally founded in 1860 by the King 

M in-Don located in the northern slopes of M andalay hill. This 

monastery has positively intervention on the posts, roof deco-

ration profuse than the original. In 19 9 3 , as part of the govern-

ment renovation program, it was restored as the original glory 

of monastic elements and well-preserved for the wooden herit-

age for the long run persistence. ( See fig 3 .54 –  3 .56)  

3 .5 .2 . S h w e - N an- D aw  K y aung

Shwe-Nan-Daw Kyaung is very famous for its intricacy ar-

chitectural details and donated by the last Kon-B aung Kingdom 

of M yanmar in 1878-1883  in M andalay. It is the most signifi-

cant of M andalay' s historic buildings, since this monastery re-

mains the sole major survivor of the former wooden Royal Pal-

ace built by King M indon in the mid 19 th C. This is also only 

the remaining structure of original royal palace of M yanmar. 

This is now national property and it is going to be registered to 

the UNESCO world heritage after conservation with the aid of 

world monument fund and Japanese organization for some res-

toration works. ( See fig 3 .57 –  3 .61)

   Fig.3 .54. Plan of Shwe-Kyin Kyaung* 8           Fig.3 .55. Shwe-Kyin Kyaung* 5           Fig.3 .56. Shwe-Kyin Kyaung* 5 

    

    Fig.3 .57. Plan of Shwe-Nan-Daw Kyaung* 4                                      Fig.3 .59 . Shwe-Nan-Daw Kyaung* 4    

                

    
     Fig.3 .60. East Elevation of Shwe-Nan-Daw Kyaung* 11                         Fig.3 .61. Section of Shwe-Nan-Daw Kyaung* 11

Fig.3 .58. Interior of Shwe-
Nan-Daw Kyaung* 8
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3 .5 .3 . T aik - T aw  K y aung

Taik-Taw Kyaung built in 1857 and one of the famous and 

largest monasteries donated by the King. B ut nowadays the 

whole structure of this monastery had been already disappeared 

and only four brick staircases where can see in yellow circle 

area of figure 3 .3 6 are remained in its original location main-

tained by the local monks. ( See fig 3 .62 –  3 .64)  

3 .5 .4 . Y am e th in K y aung

Yamethin Kyaung was initially built in the 1870s donated 

by the minor queen, the G overnor of Yamethin’ s daughter. In 

189 8, the monastery was moved to the current location of M an-

dalay. Over the years ago, it has been remodeled many times to

meet the colonial appearance of its staircases and telescopic 

roofing system and its facia board decoration and the interior 

of wall partition with glass mosaics. In this monastic compound, 

there is small business of car workshop running and this may 

effect to the structure of the monastery in the long run. ( See fig 

3 .65 –  3 .67)  

3 .5 .5 . M oe  K aung  K y aung

M oe-Kaung Kyaung is located nex t to Yamethin Kyaung 

and originally built in 1871-75 by the G overnor of M oe-Kaung. 

It is also similar to the colonial style and ex ternally refurbished 

in 19 9 8. Now it is maintained by the monks in its original com-

pound. ( See fig 3 .68 –  3 .70)  

  

     

    Fig.3 .62. Plan of Former Taik-Taw Kyaung* 8                                Fig.3 .64. Remains of B rick Stairs* 5

                            

Fig.3 .65. Plan of Yamethin Kyaung* 8      Fig.3 .66. Yamethin Kyaung* 14                            Fig.3 .67. Yamethin Kyaung* 5

                  

Fig.3 .68. Plan of M oe-Kaung Kyaung* 8        Fig.3 .69 . M oe-Kaung Kyaung* 14                Fig.3 .70. M oe-Kaung Kyaung* 5

Fig.3 .63 . Old Photo of Site Plan of 
Taik-Taw Kyaung* 13
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3 .5 .6 . K y e - M y in K y aung

Kye-M yin Kyaung is close to M oe-Kaung Kyaung built by 

minor queen of King M indon and donated in 1875. It is also 

similar to the colonial style and ex ternally refurbished in 19 9 8. 

Now it is maintained by the monks in its original compound.

( See fig 3 .71 –  3 .73 )  

3 .5 .7 . S a- D aw - W un M in K y aung

This is very old monastery built during the reign of King 

Thibaw ( 1878-1885) . It underwent several relocations before 

being reassembled at its present site. The current condition of 

this monastery is totally ruined inside and outside in the per-

centage 9 0 out of 100. B ut there has not yet conservation plan 

for it and now it is a neglected and vacant building. ( See fig 

3 .74 –  3 .76)  

3 .5 .8 . T h in- G az a K y aung

Thin-G aza Kyaung is also one of the famous monastic 

spired roofing styles located in the Deiwun quarter of M anda-

lay. It was built in 1861. It is currently used as a monastery and 

accommodated. However, the structural composition is very 

vulnerable because of larger and spacious structure with many 

rooms are very in a perilous state without proper maintenance. 

In the western end of this monastery is very deflection into one 

direction and ruined parts need ex tensive repairs. ( See fig 3 .77

–  3 .79 )  
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3 .5 .9 . S h w e - In- B in K y aung

Shwe-In-B in Kyaung is situated in quiet compound of Dei-

wun quarter in M andalay. It was donated by Chinese merchant 

in 189 5 and one of the B urmese classical monastery in its elab-

oration. The special architectural interest is its connecting pas-

sage way with the arch-covered wall which cannot be found 

out in other monasteries from M andalay. In 19 9 8, the monas-

tery was renovated for tourist attraction. ( See fig 3 .80 –  3 .84)  

3 .5 .10 . M y adaung  K y aung

M yadaung Kyaung, the last wooden monastery of enor-

mous scale built in 1885 donated by King Thibaw. This was 

also the last monastery built by the monarchs of M yanmar. The 

current status of this monastery is already disappeared and only 

remained two brick staircases and in this original location 

where other new modern monastery are located. ( See fig 3 .85 

–  3 .87)

  
   Fig.3 .80. Plan of Shwe-In-B in Kyaung* 8           

          

  

Fig.3 .83 . East Elevation of Shwe-In-B in Kyaung* 11                   Fig.3 .84. Section of Shwe-In-B in Kyaung* 11

   Fig.3 .85. Old Photo Record of M yadaung Kyaung* 13              

                   

Fig.3 .81. Arched Connecting Passage-
way of Shwe-In-B in Kyaung* 4

Fig.3 .82. W ooden B alustrades of
Shwe-In-B in Kyaung* 4

       

Fig.3 .86. Current Ex isting Site
Plan of M yadaung Kyaung* 5

Fig.3 .87. Old Photo Record of
M yadaung Kyaung* 13

3 .5 .9 . S h w e - In- B in K y aung

Shwe-In-B in Kyaung is situated in quiet compound of Dei-

wun quarter in M andalay. It was donated by Chinese merchant 

in 189 5 and one of the B urmese classical monastery in its elab-

oration. The special architectural interest is its connecting pas-

sage way with the arch-covered wall which cannot be found 

out in other monasteries from M andalay. In 19 9 8, the monas-

tery was renovated for tourist attraction. ( See fig 3 .80 –  3 .84)  

3 .5 .10 . M y adaung  K y aung

M yadaung Kyaung, the last wooden monastery of enor-

mous scale built in 1885 donated by King Thibaw. This was 

also the last monastery built by the monarchs of M yanmar. The 

current status of this monastery is already disappeared and only 

remained two brick staircases and in this original location 

where other new modern monastery are located. ( See fig 3 .85 

–  3 .87)

  
   Fig.3 .80. Plan of Shwe-In-B in Kyaung* 8           

          

  

Fig.3 .83 . East Elevation of Shwe-In-B in Kyaung* 11                   Fig.3 .84. Section of Shwe-In-B in Kyaung* 11

   Fig.3 .85. Old Photo Record of M yadaung Kyaung* 13              

                   

Fig.3 .81. Arched Connecting Passage-
way of Shwe-In-B in Kyaung* 4

Fig.3 .82. W ooden B alustrades of
Shwe-In-B in Kyaung* 4

Fig.3 .86. Current Ex isting Site
Plan of M yadaung Kyaung* 5

Fig.3 .87. Old Photo Record of
M yadaung Kyaung* 13

3 .5 .9 . S h w e - In- B in K y aung

Shwe-In-B in Kyaung is situated in quiet compound of Dei-

wun quarter in M andalay. It was donated by Chinese merchant 

in 189 5 and one of the B urmese classical monastery in its elab-

oration. The special architectural interest is its connecting pas-

sage way with the arch-covered wall which cannot be found 

out in other monasteries from M andalay. In 19 9 8, the monas-

tery was renovated for tourist attraction. ( See fig 3 .80 –  3 .84)  

3 .5 .10 . M y adaung  K y aung

M yadaung Kyaung, the last wooden monastery of enor-

mous scale built in 1885 donated by King Thibaw. This was 

also the last monastery built by the monarchs of M yanmar. The 

current status of this monastery is already disappeared and only 

remained two brick staircases and in this original location 

where other new modern monastery are located. ( See fig 3 .85 

–  3 .87)

  
   Fig.3 .80. Plan of Shwe-In-B in Kyaung* 8           

          

  

Fig.3 .83 . East Elevation of Shwe-In-B in Kyaung* 11                   Fig.3 .84. Section of Shwe-In-B in Kyaung* 11

   Fig.3 .85. Old Photo Record of M yadaung Kyaung* 13              

                   

Fig.3 .81. Arched Connecting Passage-
way of Shwe-In-B in Kyaung* 4

Fig.3 .82. W ooden B alustrades of
Shwe-In-B in Kyaung* 4

Fig.3 .86. Current Ex isting Site
Plan of M yadaung Kyaung* 5

Fig.3 .87. Old Photo Record of
M yadaung Kyaung* 13

3 .5 .9 . S h w e - In- B in K y aung

Shwe-In-B in Kyaung is situated in quiet compound of Dei-

wun quarter in M andalay. It was donated by Chinese merchant 

in 189 5 and one of the B urmese classical monastery in its elab-

oration. The special architectural interest is its connecting pas-

sage way with the arch-covered wall which cannot be found 

out in other monasteries from M andalay. In 19 9 8, the monas-

tery was renovated for tourist attraction. ( See fig 3 .80 –  3 .84)  

3 .5 .10 . M y adaung  K y aung

M yadaung Kyaung, the last wooden monastery of enor-

mous scale built in 1885 donated by King Thibaw. This was 

also the last monastery built by the monarchs of M yanmar. The 

current status of this monastery is already disappeared and only 

remained two brick staircases and in this original location 

where other new modern monastery are located. ( See fig 3 .85 

–  3 .87)

  
   Fig.3 .80. Plan of Shwe-In-B in Kyaung* 8           

          

  

Fig.3 .83 . East Elevation of Shwe-In-B in Kyaung* 11                   Fig.3 .84. Section of Shwe-In-B in Kyaung* 11

   Fig.3 .85. Old Photo Record of M yadaung Kyaung* 13              

                   

Fig.3 .81. Arched Connecting Passage-
way of Shwe-In-B in Kyaung* 4

Fig.3 .82. W ooden B alustrades of
Shwe-In-B in Kyaung* 4

Fig.3 .86. Current Ex isting Site
Plan of M yadaung Kyaung* 5

Fig.3 .87. Old Photo Record of
M yadaung Kyaung* 13

3 .5 .9 . S h w e - In- B in K y aung

Shwe-In-B in Kyaung is situated in quiet compound of Dei-

wun quarter in M andalay. It was donated by Chinese merchant 

in 189 5 and one of the B urmese classical monastery in its elab-

oration. The special architectural interest is its connecting pas-

sage way with the arch-covered wall which cannot be found 

out in other monasteries from M andalay. In 19 9 8, the monas-

tery was renovated for tourist attraction. ( See fig 3 .80 –  3 .84)  

3 .5 .10 . M y adaung  K y aung

M yadaung Kyaung, the last wooden monastery of enor-

mous scale built in 1885 donated by King Thibaw. This was 

also the last monastery built by the monarchs of M yanmar. The 

current status of this monastery is already disappeared and only 

remained two brick staircases and in this original location 

where other new modern monastery are located. ( See fig 3 .85 

–  3 .87)

  
   Fig.3 .80. Plan of Shwe-In-B in Kyaung* 8           

          

  

Fig.3 .83 . East Elevation of Shwe-In-B in Kyaung* 11                   Fig.3 .84. Section of Shwe-In-B in Kyaung* 11

   Fig.3 .85. Old Photo Record of M yadaung Kyaung* 13              

                   

Fig.3 .81. Arched Connecting Passage-
way of Shwe-In-B in Kyaung* 4

Fig.3 .82. W ooden B alustrades of
Shwe-In-B in Kyaung* 4

Fig.3 .86. Current Ex isting Site
Plan of M yadaung Kyaung* 5

Fig.3 .87. Old Photo Record of
M yadaung Kyaung* 13

�� Vol� 34, 2021 Geijutsu Kogaku� the Journal of Design



3 .5 .11. T h ak aw un K y aung

Thakawun Kyaung built in 1879  by Kin-W un-M in-G yi, a 

senior minister 13 , is located in the Deiwun quarter of M andalay. 

He has visited as a B urmese envoy to Europe during the last 

years of Kon-B aung dynasty. And he learnt and saw the ad-

vances in industry and the architectural achievements of the 

foreign countries. Therefore, this is one of the rare unique 

wooden monasteries with inner storeys because the minister in-

tended to design this monastery into the combination style with 

Italian, French and other European elements for fine Euro-B ur-

mese wood carving. ( See fig 3 .88 –  3 .9 0)  

3 .5 .12 . B h a- M o K y aung

B ha-M o Kyaung is located in the B odhi-gon quarter of 

M andalay. The original was built at Amarapura and then it was 

relocated to the current area of M andalay in 1857. The monas-

tery was repaired in 19 9 3  by the Department of Archaeology. 

The storeroom was added in the western end later to fulfill the 

traditional monastic layout and also as per the functional re-

quirement. Now the current status is well-maintained by B ha-

M o Sayadaw Phayagyi ( chief monk) . ( See fig 3 .9 1 –  3 .9 3 )  

3 .5 .13 . M ah ar- M in- D in K y aung

M ahar-M in-Htin Kyaung was originally constructed in 

1852 at Ava. W ith the changing of the capital, it was relocated 

to M andalay donated by the minister during the King M n-don 

in 1878. It is also very magnificent monastery and therefore, 

the conservation plans have yet to be drawn up by the Depart-

ment of Archaeology, M andalay for the desirability of preserv-

ing this monastery. ( See fig 3 .9 4 –  3 .9 6)  

    

      Fig.3 .88. Plan of Thakawun Kyaung* 8              Fig.3 .89 . Thakawun Kyaung* 4           Fig.3 .9 0. Thakawun Kyaung* 4

         

    
   Fig.3 .9 1. Plan of B ha-M o Kyaung* 8             Fig.3 .9 2. B ha-M o Kyaung* 5                Fig.3 .9 3 . Store room of B ha-M o Kyaung* 5

  
Fig.3 .9 4. Plan of M ahar- M in-Htin Kyaung* 8           Fig.3 .9 5. M ahar-M in-Htin Kyaung* 4          Fig.3 .9 6. M ahar-M in-Htin Kyaung* 4 
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3 .5 .14 . Ash ok a- Y am a- T aik ,  Y adana- B on- K y aw  K y aung

Ashoka-Yama-Taik also called Yadana-B on-Kyaw 

Kyaung constructed during 1787-179 0 with massive monas-

tery type in this era and it is still located in its original location. 

There can be seen the remaining 10 brick staircase and main-

tained as the original ruins of these staircases by the monks 

without any reconstruction. ( See fig 3 .9 7 –  3 .9 9 )  

3 .5 .15 . P in- T h ar K y aung

Pin-Thar Kyaung was built during the reign of King Thi-

baw and the original function of this monastery was the Yada-

narbon Style resident of Prince Pin-Thar. Therefore, after do-

nated by the prince, it has been accommodated by the monks 

as the monastery and also maintained by the monks. ( See fig 

3 .100 –  3 .101)  

3 .5 .16 . M e daw  K y aung :  Q ue e n M oth e r’ s M onaste ry

The Q ueen M other’ s monastery which was one of the im-

pressive wooden monasteries, built in 1842 donated by the 

King’ s step-mother. The monastery was known for its immense 

beauty which won the attention, admiration and attribution of 

M yanmar traditional art and craft advancement. Unfortunately, 

it was bombed during the second world war and now it can only 

see the ex isting great walls of entrance brick gate of this mon-

astery and other parts were already burnt out by the fire. ( See 

fig 3 .102 –  3 .104)  
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3 .5 .17 . T h am e e daw  K y aung :  T h e  P rince ss M onaste ry

The Princess monastery built in 1842 and adorned one of 

the finest wooden monasteries of B urma. Around the original 

location of its monastery, it has newly constructed by modern 

monastery and Nun school as the interventions. Therefore, the 

ex isting entrance walls and brick staircases are remained. ( See 

fig 3 .105 –  3 .106)  

3 .5 .18 . P y i- M in- T h ar K y aung

Pyi-M in-Thar Kyaung is located near Tagun-Taing viallge 

currently occupies the original site of the San-Kyaung taik 

complex . The present monastery is combination of two monas-

teries;  one of which was built prior to 1846 by Pyi-M in-Thar 

( the Prince)  and the other part built by the uncle of the prince.

Traces of the original wood-carving are still evident along the 

badly weathered balustrade and the well preserved previously. 

In 19 88, the monastery was repaired especially the verandah 

and maintained under the M andalay Department of Archaeol-

ogy. ( See fig 3 .107 –  3 .108)  

3 .5 .19 . Innw a B ag ay a K y aung

B agaya monastery was founded during the reign of King 

M in Hkaung ( 1401-1422)  in Ava dynasty. It was rebuilt in 

169 8 by the King M in-Ye-Kyaw-Htin. It is ornamentally sim-

ple and very authentic Ava monastery. Then, it was refurbished 

again in 19 9 1 by the M andalay Archaeology Department and 

restored as the museum of functional adaptive reuse. ( See fig 

3 .109  –  3 .112)  

      

Fig.3 .107. Pyi-M in-Thar Kyaung* 5

             

    

Fig.3 .108. Plan of Pyi-M in- Thar Kyaung* 8 Fig.3 .109 . Plan of B agaya Kyaung ( Innwa)  * 8       Fig.3 .110. B agaya Kyaung ( Innwa) * 5

                

   

      Fig.3 .111. North Elevation of B agaya Kyaung ( Innwa) * 11          Fig.3 .112. Section of B agaya Kyaung ( Innwa)  * 11 

   

  

             

Fig.3 .105. Former Plan of Thameedaw 
Kyaung:  Princess M onastery* 15

Fig.3 .106. Old Photo Record of Thameedaw
Kyaung: The Princess M onastery* 13  
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3 .5 .2 0 . Ariy a- Wu n- T h a K y aung

Ariya-W un-Tha Kyaung which is also called Sagaing 

Yoke-Sone Kyaung located on the Sagaing hills individually 

and in a very quiet and peaceful place. This little gem of mo-

nastic architecture was convinced as a place of meditation for 

a single monk. The original component parts are during the late 

Ava period and dismantled structure from the capital to the hills. 

It was refurbished in late 19 70s by the Department of Archae-

ology and has been settled by a single monk and open to the 

public visit. ( See fig 3 .113  –  3 .118)  

3 .5 .2 1. Am arap ura B ag ay a K y aung

The original structure of Amarapura B agaya Kyaung was 

constructed in 1782-83 by King B o-Daw-Hpaya located in 

Amarapura. This monastery was fired in two times;  one in 1821 

and again in 1866. Therefore, this new structure of Amarapura

B agaya monastery was completely rebuilt again with using re-

inforced concrete for the whole building and now it is not used 

by the monks as the function of the monastery. It is preserved 

in the adaptive reuse as the museum for public pilgrims. ( See 

fig 3 .119  –  3 .121)  

        
Fig.3 .113 . Plan of Ariya-W un-Tha Kyaung* 8           

            

   Fig.3 .116. Ariya-W un-Tha Kyaung* 5                                                                       

  

                      Fig.3 .120. B agaya Kyaung ( Amarapura)  * 5     Fig.3 .121. B agaya Kyaung ( Amarapura)  * 5

         

Fig.3 .114. Shrine Room of Ariya- 
W un-Tha Kyaung* 5

Fig.3 .115. Ornamented Door of
Ariya-W un-Tha Kyaung* 5

Fig.3 .117. Ariya-W un-Tha Kyaung’ s
M editation Room* 5

Fig.3 .118. Ariya-W un-Tha Kyaung’ s  
B alustrades Ornamentation* 5

                    

         

Fig.3 .119 . Current Ex isting Site 
Plan of B agaya Kyaung * 12
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3 .6 . H sip aw

The following monasteries are ex tricable tied to conserva-

tion’ s primary objective in Hsipaw area in Shan State. Kyaung 

means monastery in M yanmar terms.

3 .6 .1. B o- D aw  K y aung

This monstery was donated by Saopha ( Shan Kingdom)  in 

189 1 at Pangthein-Taung quarter of Hsipaw. The main monas-

tery building is splendid but only the skeleton structure re-

mained and the wall is repaired with brick. It is maintained by 

the local villagers. ( See fig 3 .122 –  3 .124)  

3 .6 .2 . M ah a- N anda- K anth a K y aung

M aha-Nanda-Kantha Kyaung is located in the new village 

of Hsipaw donated by Saopha at 1848. Its distinctive features 

is long corridor way and covered with spired roof. This type of 

monastery did not remain in other areas of Northern Shan state. 

It is under the protection of the Department of Archaeology.

( See fig 3 .125 –  3 .127)  

3 .6 .3 . M adday ar- S h w e  K y aung  

M addayar-Shwe Kyaung is also the ancient monastery in 

Hsipaw and the interview with the older people, this was also 

donated by Saopha ( Shan Kingdom) . This monastery was built 

in 1863  located in the new village of Hsipaw. In current, it is 

maintained by the chief monk and local people. The structural 

conditions of this monastery is in good conditions and it should 

be regularly maintained and checked with proper maintenance 

plan. ( See fig 3 .128 –  3 .13 0)  

  
Fig.3 .122. Plan of B o-Daw Kyaung* 18                    Fig.3 .123 . B o-Daw Kyaung* 18                 Fig.3 .124. B o-Daw Kyaung* 5 

    
Fig.3 .126. M aha-Nanda- Kantha Kyaung* 18     Fig.3 .127. M aha-Nanda Kantha Kyaung* 18    

     

  

Fig.3 .128. Plan of M addayar-Shwe Kyaung* 18    Fig.3 .129 . M addayar- Shwe Kyaung* 18          Fig.3 .13 0. M addayar-Shwe Kyaung* 5                              

Fig.3 .125. Plan of M aha-Nanda-
Kantha Kyaung* 18
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3 .6 .4 . K y in- T h e e  K y aung

Kyin-Thee Kyaung is the oldest wooden monastery in 

Hsipaw and also the only donated by the Saopha ( Shan King-

dom)  and M yanmar King in 1774 as ancient monastery in Shan 

state. It consists of many Shan ancient architectural features 

which are quite different to the monasteries in central regions 

of M yanmar. ( See fig 3 .13 1 –  3 .13 3 )  

3 .6 .5 . Y ay - H aw  K y aung

Yay-Haw Kyaung is located in Pangthein quarter of 

Hsipaw township. It was donated by Saopha ( the hereditary 

ruler of a Shan state of B urma)  Saung Kyar Khaing at 189 3  

AD. It is maintained by the local people but all the walls are 

repaired with bricks and not the original wall. M oreover, not 

the main monastery but the monastic compound could be found 

that many colonial buildings where were built at the Saopha 

time ( Shan Kingdom time) . Now it is occupied by the local 

monks and maintained the original condition of traditional 

Shan monastery. ( See fig 3 .13 4 –  3 .13 5)  

3 .7 . M ony w a

The following monasteries are ex tricable tied to conserva-

tion’ s primary objective in M onywa district. Kyaung means 

monastery in M yanmar terms.

3 .7 .1. S ag um aw  K y aung

Sagumaw Kyaung is located in M onywa, L e-zin village 

and built in 19 3 6 in the late colonial period. The structural con-

dition of this monastery is very weak in current conditions and 

it may be no longer ex isted for 4 or 5 years if the conservation 

management plan would not be considered for it. 

Therefore, the features of the monastery is a combination 

style of traditional B urmese architecture and colonial decora-

tive masonry stairs style which is very rare to find this original 

little gem of monastic architecture. Therefore, this style of 

wooden monastery in the central region of M yanmar would be 

managed with systematic conservation plan not only for the 

identity of this region but also the unique combination of tradi-

tional and colonial characteristics. ( See fig 3 .13 6 –  3 .13 9 )

    
Fig.3 .13 1. Plan of Kyin-Thee Kyaung* 18             Fig.3 .13 2. Kyin-Thee Kyaung* 18    Fig.3 .13 3 . Kyin-Thee Kyaung* 18  

                   
Fig.3 .13 4. Plan of Yayhaw Kyaung* 18             Fig.3 .13 5. Yayhaw Kyaung* 18                      Fig.3 .13 6. Plan of Sagumaw Kyaung* 8

              
  Fig.3 .13 7. Sagumaw Kyaung* 5                        Fig.3 .13 8. Sagumaw Kyaung* 5        Fig.3 .13 9 . Front V iew of Sagumaw Kyaung* 5
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3 .7 .2 . T aing - T ay ar K y aung

Taing-Tayar Kyaung is located in M onywa, L e-zin village 

and constructed in 189 6 using local carpenters, masons, black-

smiths and goldsmiths. The monastery is famous for its archi-

tectural esthetics of the seven-tiered pyathat roofing and it has 

not been occupied since the mid-19 60s and the structural con-

dition is very vulnerable especially in the connection of the roof, 

interior of the flooring and other elements. ( See fig 3 .140 –  

3 .142)  

3 .7 .3 . M ah ar- Z aw tik a- Y am a T aik

This monastery is also called Thu-Dhamma monastery was 

founded in 189 4 located in Khin-M on village, M onywa. This 

is very traditional and central B urmese monastic architectural 

composition in a larger complex  of monastic buildings. This 

has been found that some intervention in the additions of new

paintings and the modern elements such as installation elec-

tronic equipment which may be dangerous in case of fire. ( See 

fig 3 .143  –  3 .144)  

3 .7 .4 . M in- Y e  K y aung

M in-Ye Kyaung is located in A-M yint village which is far 

28km from M onywa district. This monastery was donated by 

the King Swar-Saw-Ke in 13 75 over 644 years old wooden 

building. This very old monastery maintained by the monks 

that has been found that refurbished many times and the origi-

nal of staircases and the roofing parts are the characteristics of 

Innwa era. ( See fig 3 .145 –  3 .148)  
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3 .7 .5 . B on- P y an K y aung

B on-Pyan Kyaung is also near to the M in-Ye Kyaung and 

the monastic characteristics is similar composition but smaller 

one. It is quite far from M onywa located in M in-Ye village. It 

was also donated by King M in-L at-W ar in 1858 of Kon-B aung 

era. There has also found that the complex ion of some detri-

mental features needed for the conservation definitely as the 

very old wooden monastery. 

The structural condition is deteriorated by neglect or old 

age of the monastery. B ut in this compound, there has other 

new monasteries and the original main monastery should be 

preserved very systematically for such this of linear composi-

tion of Kon-baung wooden monastery and this edifice is very 

rare to find in that area too. Now it is looked after by the local 

monks. ( See fig 3 .149  –  3 .151)  

3 .8 . Y e sag y o

The following monasteries are ex tricable tied to conserva-

tion’ s primary objective in Yesagyo area. Kyaung means mon-

astery in M yanmar terms.

3 .8 .1. P ak h ang y i K y aung

Pakhangyi Kyaung is located 27km north of Pakkoku dis-

trict built in 1886. For the reason of concerning with the im-

pressive conservation, it has been repaired and restored to some 

of its former glory using the original materials as possible. 

Even though the former roof ornaments have not survived but 

this is very rare monastery which is using the original material 

of roofing in a very advantage conditions of well-preservation. 

In 19 9 6, the government submitted the monastery, along with 

other ex emplars from the Kon-B aung dynasty for inclusion 

into the W orld Heritage L ist. 14 ( See fig 3 .152 –  3 .157)
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3 .8 .2 . P ak h anng e  K y aung

Pakhannge Kyaung is ten kilometers south of Yesagyo 

township, Pakkoku district. There has only the remains of a for-

merly wooden monastery constructed in 1871. At present, the 

remains of masonry mango-bud staircases and the ex isting 

foundation wooden pillars has left. However, it is displayed as 

the ex isting of ruined conditions to know the traditional 

wooden construction techniques for conservation of other 

monasterions. This monastery which was taken and started to 

preserve this ex isting in 19 9 6-19 67. The monastic features 

are quite similar to the Konbaung layout and some original 

carvings of this monastery is preserved in a nearby masonry 

library. 14 ( See fig 3 .158 –  3 .162)  

3 .9 . P ak k ok u

The following monasteries are ex tricable tied to conserva-

tion’ s primary objective in Pakkoku district. Kyaung means 

monastery in M yanmar terms.

3 .9 .1. T aw - W ay - K an K y aung

This quiet and old monastic compound is located in Pak-
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3 .9 .2 . O h n- D on- B in- S h w e  K y aung

Ohn-Don-B in-Shwe Kyaung is one of the good ex amples 

of wooden monasteries from M yanmar. Originally it was one 

of fifteen apartments given by various donors which comprised 

the impressive M arorama Kyaung Taik ( M onastery group) . It 

built in 173 8 and the only remaining apartment nowadays and 

probably the earliest surviving B urmese wooden monastic 

building in ex istence maintained by the Department of Archae-

ology with the help of chief monk and the local villagers. ( See 

fig 3 .167 –  3 .170)  

3 .9 .3 . Atul a- M ing al ar- T h iri K y aung

In this monastic compound, there has two structures;  one 

building is main monastery and another one is storage. It is sit- 

uated in Pauk township, M agway division and also old monas-

tic features over 100 years old. B ut some parts especially in the 

facades have found new intervention with modern color and 

materials using in the original structure of main building. ( See 

fig 3 .171 –  3 .172)  

3 .9 .4 . K h an- T aw - T aung  K y aung

Khan-Taw-Taung Kyaung also called B agan monastery, 

located in Pakkoku. The construction period of this monastery 

is probably in the early 19 th century according to the interview 

with the chief monk. In this monastery, there has also the his-

torical documents of inscriptions. B ut the monastery is often 

suffered by the seasonal flood every 3  or 4 years in rainy season.

( See fig 3 .173  –  3 .175)  

     
Fig.3 .167. Plan of Ohn-Don-B in-Shwe Kyaung* 8    Fig.3 .168. Ohn-Don-B in-Shwe Kyaung* 5                  

     

  

                   Fig.3 .171. Atula-M ingalar-Thiri Kyaung* 5      

               

       
   Fig.3 .173 . Khan-Taw-Taung Kyaung* 5             Fig.3 .174. Khan-Taw-Taung Kyaung* 5    

Fig.3 .169 . Interior Furniture of Ohn- 
Don-B in-Shwe Kyaung* 5

Fig.3 .172. Atula-M ingalar-Thiri
Kyaung’ s Storage* 5

Fig.3 .170. G ilded Ceiling of Ohn- 
Don-B in-Shwe Kyaung* 5

Fig.3 .175. V ulnerable Conditions in 2nd 

Floor of Khan-Taw-Taung Kyaung* 5
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3 .9 .5 . A- N e int K y aung  

The former 19 th C A-Neint Kyaung wooden monastery lo-

cated in south-west of Pakkoku. It succumbed to fire in 19 89  

and there are no plans to rebuild the monastery. Currently in 

that area, the remains of masonry library occupying in the 

north-east corner in the current ex isting site plan of yellow cir-

cle area. ( See fig 3 .176 –  3 .178)  

3 .9 .6 . Y ok e - S one  K y aung

The early 19 th century of former Yoke-Sone Kyaung was 

one of the famous of Pakkoku’ s wooden monastery but fire and 

neglect have destroyed many of these formerly splendid edi-

fices. It was consumed by a fire in 19 57 and replaced by a ma-

sonry building in 19 58. Yoke-Sone means the monastery orna-

mented with lots of sculptures but after it was fired, these sculp-

tures have been installed in another new monastery nearby this 

area. ( See fig 3 .179  –  3 .180)  

3 .9 .7 . M andal ay  T aik

M andalay Taik is located Pakkoku on the west bank of the 

Irrawaddy river north-east of B agan. It was founded around 

19 07 served as the colonial period style. In this compound, 

there is four-storeyed painted wooden monastery which is also 

the monumental largest building. It was refurbished and further 

ex tended in the 19 3 0s. The current condition is well-main-

tained by the chief monk and some parts of it need to be 

checked regularly as an advanced stage of conservation of this 

magnificent monastic characteristic. ( See fig 3 .181 –  3 .183 )  

          
       Fig.3 .176. Plan of A-Neint Kyaung* 8                                                         

       
         Fig.3 .179 . Former Plan of Yoke-Sone Kyaung* 8                          Fig.3 .181. Plan of M andalay Taik* 8 

          
                            Fig.3 .182. M andalay Taik* 5                         Fig.3 .183 . M andalay Taik* 5                        Fig.3 .180. Old W ooden Sculptures from 

Former Yoke-Sone Kyaung* 5 

Fig.3 .177. Current Ex isting Site
Plan of A-Neint Kyaung* 12

Fig.3 .178. Remains of 
M asonry L ibrary* 5
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3 .10 . H e ritag e  V al ue  Asse ssm e nt of  W oode n M onaste rie s in 

M y anm ar 

The following heritage values can be significantly found 

on the wooden monasteries in M yanmar. 

( i)  Historic Significance V alue 

The wooden monasteries in M yanmar are representative of 

the important trend of history. They are lots of historic value 

influenced and associated in most of the monasteries are related 

with the history of B urma Kingdom monarchy. The historic 

significance value is much greater where evidence of the asso-

ciation or event happened at the places. 

( ii)  Social Significance V alue 

These heritage wooden monasteries reveal the social stand-

ards of the lifestyles of Kingdom era between the standards of 

the people recognizing by the paintings, sculptures, techniques 

and styles. Therefore, the social value can be found on particu-

lar communities or cultural groups in each monastery depend-

ing on the different regions, different society of the ethnic 

groups, and ranks of the donor of the monastery. 

( iii)  Cultural Significance value 

The cultural significance value of the wooden monasteries 

links the identity of the culture from the past to present or future 

generations. 15 Cultural significance is embodied in the monas-

tery itself, its fabric, setting, use, associations, meanings, rec-

ords, related places and related objects. 

( iv)  Spiritual Significance V alue 

M onasteries are religious buildings and it is a very sacred 

place for M yanmar culture and tradition. In the old times, the 

monastery had been the educational school. M oreover, the spir-

itual value assists to identify the old memories of the Kingdom 

palace and the relative’ s and the strong roots of colonial era. 

( v)  Aesthetic Significance V alue 

The integrity and the authenticity of M yanmar traditional 

art and architecture demonstrates a high level of traditional art 

and artistic, creative and craft technical achievement that may 

be ex pressed through the design, construction and technical at-

tributes on these monasteries.  

( vi)  Scientific Significance V alue 

The wooden monasteries have scientific or research value 

about important aspects of the past. The related buildings and 

sites may also be able to address important research questions 

relating to the site, its history, earlier practices, materials, 

and/ or usage. 

4 . K e y  F inding s on M ain Issue s f or C re ating  C onse rv ation 

P rioritie s 

In this paper, the solution measures for creating conserva-

tion priorities are as follows:  

4.1. Common cases of damage, 

4.2. High risk of fire, and  

4.3 . SW OC ( strength, weakness, opportunities, and chal-

lenges)  analysis found on the current issues. 

There is an essential framework of performing the key find-

ings related to the following factors in these survey areas. 

- Highlighting the percentage of traditional heritage wooden 

monasteries in M yanmar. 

- M aking physical and conditional assessments as part of the 

conservation record. 

- Finding basic feasible ways of recording for conservation of 

wooden monasteries within procurable resources. 

- Determining the ex tent of the lack of legal infrastructure sup-

porting heritage conservation due to the presence of a wide 

range of heritage conservation priorities in M yanmar for other 

sectors. 

- Reviewing these wooden monasteries not only traces back the 

historical review or understanding of the prevailing cultural 

heritage infrastructure, but also sheds light on the current status 

of monastery conservation with practical field surveys, inter-

views, consultation of previous conservation research, and 

sketches and drawings.  

- Proposing draft approaches for unclear limitations and clari-

fication on development and fundamental stages in reforming 

the substantial heritage conservation. 

- Creating balanced conservation management for these struc-

tures should be encouraged to promote sustainable cultural 

tourism to showcase the nation’ s prestige. 

4 .1. C om m on C ase s of  D am ag e  F ound on C urre nt C ondi-

tions of  W oode n M onaste rie s 

Currently, there is a variety of conservation approaches to 

prepare ex isting wooden monasteries for detrimental condi-

tions. This subsection will discuss the nature or characteristics 

of damage found in monasteries, especially those found in 

M andalay, which has the highest number of wooden monaster-

ies. These monasteries stand to lose their historic significance 

in the near future in the absence of urgent conservation efforts 

following the prescribed guidelines. M ost cases of damage to 

features and structures of monasteries mainly ex hibit one of the 
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following conditions: ( a) Ruins, ( b) Structural weakening, and

( c) Roof and drainage problems. Ex ample of monasteries with

the above three types of damage are given below.

( a)  A  c ase of ruins: Sa- D aw- W un- Min monastery, Mandalay

About 80% of this wooden monastery in M andalay is un-

fortunately in ruins. It is ex pected to collapse in a year and more. 

It is assumed that the data collection and conservation efforts 

should be focused on the issue of ruins as it is the most pressing 

conservation problem.

( b)  A  c ase of struc tural weak ening : Th in- g az a monastery,

Mandalay

In cases of structural weakening, the monastic features are

still present and it is possible to immediately restore structural

stability. However, the whole could be partially restored at the

points of structural failure. As seen in figures 4.4 and 4.5, some

parts of structurally weakened monasteries have become frag-

ile enough to collapse easily. If such structures are not con-

served they could turn into debris, in which case it may be dif-

ficult to restore the original fabric. Thus, conservative interven-

tion can help prolong the ex istence of old heritage.

( c )  R oof and D rainag e P roblems

Concerning roof drainage systems, the design of the mon- 

astery may have an impact on the built-in drainage system 

due to the connections between multiple roofs, resulting in low 

waterproof performance, which causes water leakage and debris 

inside the structure. M oreover, when securing the roof protec-

tion of wooden monasteries, it is necessary to differentiate the 

criteria based on:  ( 1)  period of destruction, ( 2)  cause of destruc-

tion, and ( 3 )  technical conditions. As the roof is a very important 

part of the whole structure when considering conservation, it is 

a priority to assess the physical conditions for the conservation 

sustainability of the structure. In figure 4.6, the blue line shows 

the leakage of the connecting roof layers. Thus, for all the above 

issues, conservation priorities should be considered for such 

specific conditions in M yanmar.

4 .2 . H ig h  R isk of  F ire  

Another issue is that materials of the monasteries are 

mainly constructed of wood. Therefore, it is necessary to con-

sider fire safety as the main concern. In all of the surveyed 

monasteries from M yanmar, the percentage of fire safety pre-

paredness plans is nearly zero ( 0% ) . Due to M yanmar being a 

developing country there is limited funding or budget for fire 

safety preparedness of monasteries. The strategies to produce a 

fire safety plan outlines the recommended action in four phases 

in the case of natural or man-made fire. The four phases men-

tioned above are:  prevention, preparedness, response, and re-

covery. The issue of fire safety focused on the establishment of 

conservation priorities and plans at first, and then the priority 

                               

Fig.4.1. Ruin conditions of Sa-Daw-
W un-M in M onastery* 4

Fig.4.2. Ruin conditions of the Interior  
in Sa-Daw-W un-M in M onastery* 4

Fig.4.3 . Ruin conditions of Sa-Daw-
W un-M in M onastery* 4

                                                

Fig.4.4. W estern Part of Thin-gaza
M onastery* 4

Fig.4.5. W estern Part’ s Passageway Flooring
of Thin-gaza M onastery* 4

Fig.4.6. Roof Plan of Kyin-Thee 
M onastery, Hsipaw* 5

astery may have an impact on the built-in drainage system
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measurement should be set up based on the material used in the 

monasteries. The risk of fire safety for wooden monasteries is a 

critical issue at this moment in M yanmar. Nonetheless, these 

monasteries present a great risk as they are often not well pre-

pared for current fire hazards. This section reviews the fire safety 

management system for wooden heritage monasteries based on 

selected research carried out to focus on fire prevention 

measures. 

According to the site survey records, there should be aware-

ness of fire prevention measures for wooden monasteries. Fire 

mitigation should be firmly proposed with active fire preven-

tion measures such as the use of water buckles 24/ 7, the easy 

availability of water sources, and feasible ways of installing fire 

ex tinguishers for future safety as the basic steps for protection 

against fire. M oreover, other challenges found in suppressing 

fire and provision of escape in manual accommodation methods 

and the installation of electrical fire services are very dangerous 

approaches for immediate fire breakouts. Thus, the following 

action plan may also be proposed for every wooden monastery 

with specific conservation training with Immediate Action Plan 

( IAP) .8  

1. Reducing Ignition Sources ( IS)  

2. L imiting Combustible M aterials ( CM )  

3 . Providing M eans for Detection and Alarm ( DA)  

4. Ex it/  Emergency Access ( EA)  

5. Improving M anual Suppression ( M S)  

6. Improving Firefighting Facilities 

7. Updating Fire Safety M anagement Procedures ( M P)  

8. Training ( TR)   

4 .3 . S W O C  ( S tre ng th s,  W e ak ne sse s,  O p p ortunitie s and 

C h al l e ng e s)  Anal y sis  f or H e ritag e  C onse rv ation of  

W oode n M onaste rie s 

For SW OC analysis, there may be possibilities of strength, 

weakness, opportunities, and challenges for the consideration 

of improved appreciation of the heritage conservation of tradi-

tional M yanmar wooden monasteries. In this research, the 

SW OC analysis identifies the main strategic priorities in rela-

tion to an overall objective achieved by the high quality of the 

remaining original fabric, infrastructure, maintenance systems, 

and safety. Therefore, the following categories in each sector 

of SW OC conditions will be considered on the fundamental re-

quirements of heritage conservation for these wooden monas-

teries as a practical field survey and theoretical analysis and 

references.  

STR E N G TH  

• Outstanding traditional monastic architecture 

• L ast M yanmar Kingdom’ s inheritances 

• National understanding among ethnic groups 

• V olunteer spirit and community pride 

W E A K N E SS 

• L ack of understanding of the conservation practice for pre-

serving cultural value of heritage buildings 

• L ack of legal protection and designation 

• L ack of understanding of the restoration sites, interpretations, 

management;  weak or no support 

• Delay of co-creation on cultural and heritage tourism 

• Poor conservation laws 

O P P O R TU N I TI E S 

• Identify ways and means to prioritise and improve policies 

that can engage and benefit the community based on previous 

B agan UNESCO W orld Heritage 

• Nurture the capacities for conservation knowledge sharing 

and participation 

• Role of tourism infrastructure  

• Engage in heritage tourism, cultural industries, small busi-

ness incubation, center city revitalization, and property val-

ues  

C H A L L E N G E S 

• Clearer understanding of how heritage conservation cur-

rently functions, or might function in the future 

• Decline in safety and security 

• Awareness about fire safety 

• Structural regeneration and conservation sustainability 

• L ocal community involvement 

4 .4  P rop ose d P rioritie s Actions 

In this research, the priority actions for wooden monaster-

ies have been identified and have been prioritized according to 

whether they should be undertaken immediately or initiated 

within various time frames depending on the structural behav-

ior, conservation conditions and local community.16 

A c tions th at sh ould be undertak en immediately:   

• M anage and monitor roof and site drainage of the monastery. 

• Reduce fire hazard to the site by regular check and provide 

basic fire emergency plan for wooden structure. 
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• Cooperate with governmental organizations, particular pro-

fessional associations and with the help of volunteer students 

for wooden monasteries to identify and manage water, drain-

age, and fire risks, as well as visual and privacy impacts, par-

ticularly in relation to future development on adjoining prop-

erties. 

• Investigate approaches to restore, revitalize and structural en-

hancement for structural weakening monasteries. 

• M onitor the adaptive reuse type of monasteries as museum 

set up the rules for all uses, activities, and proposals for ad-

aptation to identify, avoid, and mitigate heritage impacts on 

significant building, site elements, attributes, and significant 

values. 

I t is rec ommended th at th e following  reac tions and p roc esses 

it be initiated with in th e nex t 12 -  24  month s:  

• Prepare and implement a conservation management plan and 

policy for the stage of well-conserved conditions. 

• Develop a maintenance plan for the building complex , con-

tents and collections, and landscape that includes cyclical and 

priority maintenance requirements. 

• Remove trees identified as hazardous and threatening to the 

monastery complex . 

• Prepare and implement a heritage risk management plan ( in-

cluding a disaster preparedness plan) . 

I t is rec ommended th at th e following  reac tions and p roc esses 

it be initiated with in th e nex t 24  -  3 6  month s:  

• Develop a comprehensive site drainage and water manage-

ment plan to coordinate objectives and controls on water use 

and drainage throughout the site. 

• Prepare a monastery and its environs’  condition survey, and 

schedule for the conservation of the monasteries’  master plan. 

• Implement high-priority repair and conservation and mainte-

nance works, prioritizing measures to significantly for vul-

nerable monasteries. 

• Prepare and implement a visitor management plan for adap-

tive reuse type of monasteries as museums. 

• Prepare and implement a regular maintenance plan, including 

cyclical maintenance and priority maintenance works re-

quirements. 

• Prepare a documentation record of the monastery for each 

restoration works. 

5 . C oncl usion  

In conclusion, the conservation of wooden heritage monas-

tery is very important for M yanmar because it can provide and 

promote a sense of cultural-national identity and continuity for 

future generations in a fast-changing world. The wooden herit-

age monasteries represent the old history and strong-traditional 

culture of our nation. This study presents conservation priorities 

and strategies for protecting architectural heritage, which is 

among the most valuable assets of the nation, and highlights the 

need for preventive conservation measures to protect them for 

potential threats, including unex pected and sudden natural disas-

ters such as earthquakes and floods. The fundamental level of 

strengthening actions for wooden historic monasteries is catego-

rised into four grading priority levels and helps identify the most 

affected and conserved regions based on criteria. The signifi-

cance of the monasteries is determined through their historical 

and cultural value and physical assessment of the ex isting safety 
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Design for SDGs  ࢹࢱーススࢣクト࢙ࢪࣟࣉ
ザインᛮ⪃を用いた高ᰯ生ྥけࢹ SDGs ᩍ育ྍど化ツールのᥦ 

Case Study of Design for SDG s Project 
Development of V isualization Tool for High School Students on SDG s Education with Design Think-
ing. 

ᙇ ᙪⰾ 1 下村 ⴌ 2 㮚㔝 Ꮚ 3       Loh Wei Leong 4    
Z HANG  Yanfang   SHIM OM URA M oe TAKANO Noriki     L OH W ei L eong   

 

Abstract 
Focusing on design education program related to the Sus-
tainable Development G oals ( SDG s)  for Japanese high 
school students, this research aims to develop a set of open-
source tools that can be used to visualize the design thinking 
educational processes used by students.  To implement a 
new type of SDG s related design educational program that 
promotes solving the world' s issues in environmental and 
social changes, educational tools to support students in de-
sign thinking processes are not available. In collaboration 
with teachers, we conducted a workshop with four sessions 
at Fukusho High School in Fukuoka City for Year 1 students 
under the G lobal M anagement Program. W e worked with 
teachers to understand the design thinking processes used in 
the workshop and identify issues that students faced during 
the workshop. Through the findings, a set of visualization 
tools can be developed and proposed to support the students 
in the design thinking processes in future workshops. The 
visualization tool will enable students to learn freely and 
develop a high awareness of social issues. Also, teachers 
can use and adapt the tools to meet the needs of the educa-
tional objectives. B esides, as an open-source, the outputs of 
the research can easily be contributed back to society. 

1. 研究⫼ᬒ 

21 ୡ⣖のୡ⏺は࢙ࢪࠊンࢲーၥ㢟ࠊ♫的なᖹ

等ࠊ㈋ᅔၥ㢟ࠊつᶍな自然⅏ᐖの発生・ቑຍࠊさらに

サイࣂーᨷᧁなどの新たなリスクのቑなどさまࡊまな

♫的ㄢ㢟をᢪえている。このようなࣟࢢーࣂル♫を

生きᢤくためにはࠊᢈุ的ᛮ⪃力ࠊၥ㢟ゎỴ能力ࠊコ

・♫ࠊーション力がᚲ要とされている。またࢣࢽ࣑ࣗ

経済の急⃭な変化に対ᛂするにはࠊᚑ᮶の▱㆑೫㔜ᆺの

ᩍ育に基づいたスキルࡔけでなくࠊSDGs (Sustainable 

Development Goals) 1)の♫ㄢ㢟を理ゎしࠊ主体的にゎ

Ỵ策をᥦできる人材育成が期ᚅされている。リクルー

ト進学総◊が⾜なった「高ᰯᩍ育ᨵ㠉に関するㄪᰝ 2018

生ᚐの主ࠊによると⦆「ᆺᤵ業ࢢンࢽラーࣈࢸク」

体的㺃対ヰ的で῝い学びに関してࠊᩍဨのᣦ導スキルࠊ

ᩍ材開発やホ౯ᡭ法に関するㄢ㢟がᣲげられた 2)。生ᚐ

の主体的㺃対ヰ的で῝い学びを㏻してࠊ自ᕫのᅾり᪉

や生き᪉を⪃えながらࠊよりよくㄢ㢟を発見しゎỴして

いくための資㉁・能力を育成するᚲ要がある。こうした

ᙳ㡪をཷけてᖹ成 30 年度に文部⛉学┬のᨵゞされた

高等学ᰯの学習ᣦ導要㡿ゎㄝではࠊ「総合的な学習の

㛫」が「総合的な᥈✲の㛫」に変更された。 

このようにࠊ変化の⃭しい⌧௦においてࠊ♫ㄢ㢟の

ၥ㢟を発見しゎỴできる人材を育成するための新しい

組みがồめられている。⛉学ᢏ⾡白書㸦ᖹ成 25 年度∧㸧

や政府の⛉学ᢏ⾡イノ࣋ーションㅖ施策に見られるよう

にࢹࠊザインの力が新たな組みసりの୰でὀ目されて

いる 3)。 
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けでは㞴しい「㸮から㸯」のㄢ㢟発見ࡔ⪄カルᛮࢪࣟ

にࢹࠊザインᛮ⪃はイノ࣋ーションを生み出すᡭ法とし

て有ຠである 4)。 本✏で㏙る「ࢹザイン」はࠊ㓄Ⰽや

レイ࢘トなどの㣭ではなくࠊ♫ㄢ㢟をゎỴするた

めのᡭ法をពする。「ࢹザインᛮ⪃」5)とはࠊ発生した

ၥ㢟やㄢ㢟に対しࢹࠊザインの⪃え᪉とᡭ法でゎỴ策を

見出す⪃え᪉である。ࢹザインᛮ⪃はࠊ理ゎࠊ観ᐹࠊỴ

定ࠊイࢹ化ࣟࣉࠊトࢱイࢸࠊࣉストの㸴つのࢭࣟࣉ

スで構成される(図㸯)6)。これらのࢭࣟࣉスはࠊ一᪉ྥに

進ࡴのではなくࠊ⾜きつᡠりつしながらࠊ⼺᪕をᥥくよ

うにࠊ㸴つのࢭࣟࣉスをしࠊᚎࠎに成へと㏆づけ

ていく㠀直⥺的なࣟࣉーࢳである。このࢭࣟࣉスによ

りㄢ㢟を῝く理ゎしࠊよりຠᯝ的な⤖ᯝに฿㐩すること

ができる。この㸴つのࢭࣟࣉスは更に╔㸦inspiration㸧ࠊ

ᐇ⌧㸦implementation㸧の㸱ࠊ化 㸦ideation㸧ࢹイ

ẁ㝵にまとめられる。 

Ḣ⡿からのὶれをཷけてࠊザインᛮ⪃はࢹ 2010 年௦

๓半から᪥本業でも取りධれられるようになった。⌧

ᅾではࠊ新たな市ሙ開ᣅࠊ㢳ᐈ創造ࠊサーࣅスやၟရの

開発において広く活用されている 7)。ᩍ育ศ㔝でのᒎ開

はࠊᮾி学の i.school やᛂ⩏塾学学㝔࣓ࢹ

ザインᛮ⪃を積ᴟ的に取り㎸ࢹザイン◊✲⛉などでࢹ

みࠊ人材育成に活用されている。一᪉ࠊ一般の高ᰯのᩍ

育⌧ሙで♫ㄢ㢟に関する SDGs ᩍ育についてはୖࠊグ

に♧したようにᩍဨのᣦ導スキルࠊᩍ材開発に関して

きなㄢ㢟がある。こうしたㄢ㢟に対してࠊゎỴ策を導き

出すᡭ法としてࢹザインᛮ⪃の活用が期ᚅされている。

高ᰯᩍ育においてࢹࠊザインᛮ⪃を活かしたᤵ業の先⾜

事例はあるがࠊල体的にࢹザインᛮ⪃のࢭࣟࣉスにἢっ

てࢹࠊザインのᑓ㛛ᐙと高ᰯᩍ育のᑓ㛛ᐙがࠊඹにᩍ材

開発に関わった事例は見ᙜたらない。 

2 . 研究┠ⓗ 

本◊✲の目的はࠊ高ᰯ生ྥけ SDGs ᩍ育におけるࠊᩍဨ

のᣦ導スキルࠊᩍ材開発のㄢ㢟に╔目しࠊ高連ᦠ事業

としてࢹࠊザインᛮ⪃を活かしたᩍ育のྍど化ツールを

開発することである。 

ここでのྍど化ツールとはࠊ生ᚐたࡕが自発的に学習

するためにࠊ一連のᩍ育ࢭࣟࣉスの୰でわれる࣡ーク

シートや࣓ࢵࢯドカードをᣦしている。本ㄽではྍࠊど

化ツールの୰でも᭱ࠊもࢹザインᛮ⪃のノ࢘ࣁ࢘を活用

しࠊ多くࢹスカࢵションを⾜った「࣓ࢵࢯドカード」

及び「クエス࢙ࢳンカード」に↔Ⅼをᙜてㄽ㏙する。 

本◊✲の⊂自性はࠊḟの㸰つである。㸯つはࠊ高連

ᦠの体ไでࠊ⾡⨾ࠊ経営ࠊⱥㄒなどࠊ多様なᑓ㛛をᣢつ

高ᰯᩍဨとࢹザインをᑓ㛛とする学ᩍဨがࠊඹに SDGs

ᩍ育に取り組みྍど化ツールの開発を⾜うことである。

もう㸯つはࠊ開発ࢭࣟࣉスの୰で関ಀ⪅が㆟ㄽを㔜ねࠊ

ᩍ育ࢢࣟࣉラ࣒とྍど化ツールのᨵⰋをくり㏉すࢭࣟࣉ

スである。SDGs ᩍ育とࢹザインᛮ⪃の関ಀ性ࠊまた本◊

✲の⊂自性について下グの図で♧す(図㸰)。 

3 . 研究᪉ἲ 

本◊✲はࠊᕞ学学㝔ⱁ⾡工学◊✲㝔とࠊ福岡市

❧福⩧高ᰯの多様なᑓ㛛性をᣢつᩍဨが連ᦠしࠊ「理ゎ」ࠊ

「ᩍ育ࢢࣟࣉラ࣒のᐇ施及び᳨ド」ࠊ「ྍど化ツールの開

発」の㸱つのスࣉࢵࢸで進めた㸦図㸱㸧。福岡市❧福⩧高

ᰯにおいてࢹࠊザインᛮ⪃のࢭࣟࣉスにἢった計㸲ᅇの

࣡ークショࣉࢵ形ᘧのᤵ業をᐇ施する。対㇟⪅はࠊ福⩧

高ᰯࣟࢢーࣂル経営ࢢࣟࣉラ࣒㸯年生 17 ྡの生ᚐであ

る。 

図２  本研究の全体像と独自性（筆者作成） 

図 1 デザイン思考のプロセス 
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3.1 理ゎ 

㸦㸯㸧ᩍ育⌧ሙの理ゎ

福⩧高ᰯのᩍဨとᡴࡕ合わࡏを⾜いࠊ学ᩍဨが高ᰯ

ᩍ育⌧ሙのㄢ㢟を理ゎしࠊSDGs ᩍ育のࢽーࢬをᢕᥱする。 

㸦㸰㸧ࢹザインᛮ⪃の理ゎ 

福⩧高ᰯᩍဨがࢹザインᛮ⪃を理ゎするためにࢹࠊザ

インᛮ⪃の概ᛕ㸦図㸯㸧ࢭࣟࣉࠊスࠊᛂ用᪉法などについ

て資料をస成する。さらにࠊ関ಀ⪅㛫でࢹスカࢵショ

ンを⧞り㏉しࠊඹにᤵ業計画を❧てる。 

 

3.2 ᩍ育ࢢࣟࣉラ࣒のᐇ施及び᳨ド 

福⩧高ᰯ 1 年生の総合的な᥈✲の㛫を用いてࠊᩍ育

てཧࡏをᐇ施する。取り組みたいᕼᮃに合わ࣒ラࢢࣟࣉ

ຍ生ᚐ 17 ྡを㸱ࢳー࣒にศける。図㸯のࢹザインᛮ⪃

の㸱「⌧ᐇ」ࠊ「化ࢹイ」ࠊスで♧した「╔」ࢭࣟࣉ

つのスࣉࢵࢸにຍえて᭱終ࣉレࢮンࢸーションをᐇ施す

る。➨㸯ᅇは╔㸦ඹឤ・観ᐹ㸧ࠊ➨㸰ᅇは イࢹ化

䠄Ỵ定・イࢹ化㸧ࠊ➨㸱ᅇはᐇ⌧㸦ࣟࣉトࢱイࣆンࢢ・

クࢵࣂードࣇーションとࢸンࢮレࣉ㸲ᅇは➨ࠊスト㸧ࢸ

である。合計㸲ᅇのᤵ業は࣡ࠊークショࣉࢵ形ᘧで進め

る。㸲ᅇのᤵ業ᐇ施後にࠊSDGs に対するព㆑や主体的に

取り組ࡴពḧなどについて生ᚐとᩍဨにンࢣートを⾜

いࠊ本ࢢࣟࣉラ࣒のຠᯝを᳨ドする。 

 

3.3 ྍど化ツールの開発 

まずࠊ学及び高ᰯのᩍဨが本ࢢࣟࣉラ࣒をࡩり㏉りࠊ

ᩍ育⌧ሙのㄢ㢟とࢽーࢬをඹ有する。ḟにࠊ生ᚐとᩍဨ

へのンࢣート⤖ᯝから本ࢢࣟࣉラ࣒にᚲ要なྍど化

ツールを開発する。 

4 . ⤖ᯝ 

4.1 ᩍ育ࢢࣟࣉラ࣒のᐇ施 

➹⪅らはࠊ福⩧高等学ᰯのᩍဨ㸱ྡとඹにࣟࢢࠊーࣂ

ル経営ࢢࣟࣉラ࣒をᒚಟする高ᰯ一年生 17 ྡの生ᚐを

対㇟にࢹザインᛮ⪃を活用したᤵ業を⾜った。ᐇ施期㛫
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Q4. 本࣡ークショࣉࢵはࠊ自ศにも♫や環境のᣢ⥆性

に対してఱか㈉⊩できることをᩍえてくれた。 

ୖグのンࢣートの⤖ᯝからࠊ⣙㸷割の生ᚐはࠊSDGs

に対するព㆑が高まったとᅇ⟅した。⣙㸷割の生ᚐはࠊ

「自ศでも SDGs に㈉⊩できるとᛮった」とᅇ⟅した。

またࠊ⣙㸶割の生ᚐが「♫や環境に⥅⥆して㈉⊩した

い」とᅇ⟅した。 

本ࢢࣟࣉラ࣒にཧຍした高ᰯᩍဨにもࠊインࣗࣅࢱー

ㄪᰝを⾜った。本ࢢࣟࣉラ࣒にཧຍした生ᚐの一部はࠊ

本ࢢࣟࣉラ࣒を⾜う๓に比てのᤵ業でも発ゝやࢹ

スカࢵションを活発にするようになったࠊとᅇ⟅した。

またࠊ本ࢢࣟࣉラ࣒を経㦂してࠊ生ᚐの♫ព㆑がྥୖ

したとホ౯した。 

௨ୖの⤖ᯝからࠊ本ࢢࣟࣉラ࣒のෆᐜはࠊSDGs に関す

る♫ㄢ㢟の理ゎ及び主体的な学びにຠᯝがあったこと

が♧された。このような生ᚐのᩍ育ຠᯝをより῝めるた

めにྍࠊど化ツールを開発した。 

4.3 ྍど化ツールの開発 

本ࢢࣟࣉラ࣒ではࠊ生ᚐがᤵ業で用する「ㄢ㢟発見

シート」ࠊ「事例ㄪᰝシート」ࠊ「イ᳨ࢹドシート」の

㸱種類の࣡ークシートを開発した。ࢹザインᛮ⪃を体ᚓ

するためにはࠊこれらの࣡ークシートにຍえてࢹࠊザイ

ンᛮ⪃のࢭࣟࣉスをより῝く理ゎするためのྍど化ツー

ルがᚲ要となる。そのためにࢹࠊザインᛮ⪃の㸴つのス

ࠊࣉイࢱトࣟࣉࠊ化ࢹイࠊỴ定ࠊ観ᐹࠊ㸦理ゎࣉࢵࢸ

ドࢵࢯ高ᰯᩍဨ用࣓ࠊスト㸧の総ᣓ的なツールとしてࢸ

カードࠊ生ᚐ用クエスࢳョンカードの㸰種のカードを開

発した。 

A) ᩍဨ用࣓ࢵࢯドカード 

福⩧高ᰯでᐇ施したࢣーススࢹࢸを᳨ドしࠊ高ᰯの

ᩍ育⌧ሙで利用する࣓ࢵࢯドカードを開発した㸦図㸳㸧。

これはࠊ国㝿的な SDGs ࣡ークショࣉࢵ Global Goals Jam

で用されている Jam キࢵト 8)をཧ⪃にした。ල体的に

はࠊ用㢖度の高いࢹザインᡭ法である「ࣇールド࣡ー

ク」ࠊ「KJ 法」ࠊ「࣌ルࢯナ」ࠊ「ࣈレインストー࣑ンࢢ」ࠊ

「WWWWWH」ࠊ「ࢵࣂクキࣕスࢸンࢢ」ࣈࢲ」ࠊルࢲイヤࣔン

ド」ࠊ「コンࣉࢭトスࢳࢵࢣ」ࠊ「スࢸーク࣍ルࢲーマࣉࢵ」ࠊ

➨」ࠊ「ード࣎ストーリー」ࠊ「ࢢンࣆイࢱトࣟࣉーࣃー࣌」

୕⪅ホ౯」の 12 種類をไసした。 
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B) 生ᚐ用クエスࢳョンカード 

SDGs ᩍ育においてࠊ生ᚐがより῝いࢹスカࢵション

を⾜うための生ᚐ用クエスࢳョンカードを開発した㸦図

㸴㸧。これはᤵ業の㝿にㄢ㢟発見シートや事例ㄪᰝシート

などのツールと組み合わࡏて利用することができる。 

 本クエスࢳョンカードはࢹࠊザインᛮ⪃のࢭࣟࣉスと

クリࢸカルシンキンࢢのࢭࣟࣉスを組み合わࠊࡏ「理

ゎ」ࠊ「ㄢ㢟定⩏」ࠊ「イࢹᒎ開」ࠊ「ࢸスト」の㸲つの

スࣉࢵࢸに合わྛࠊࡏ㸲種類のカードで構成される 9)。

ྛスࣉࢵࢸにはࠊ「▱㆑」と「ᛂ用」がありࠊ生ᚐのスキ

ルやᤵ業の目的にᛂࡌたෆᐜになっている。これらの

カードを利用することでࠊ生ᚐは▱㆑に対する῝い理ゎ

や体⣔的な⪃えを導くことができる。 

5 . ⪃ᐹ 

本◊✲ではࠊ高連ᦠの取り組みとしてࢹࠊザインᛮ

⪃を活かしたྍど化ツールを開発した。さらにࠊ多様な

ᑓ㛛性をᣢつ関ಀ⪅が༠力し㆟ㄽを㔜ねことによりࠊ高

ᰯᩍဨはࢹザインᛮ⪃を体㦂的に῝く理ゎすることがで

きた。同にࠊ学ᩍဨは高ᰯの⌧ሙのㄢ㢟を῝く理ゎ

することができた。この一連のࢭࣟࣉスを㏻ࠊࡌ高ᰯᩍ

ဨはᩍ育⌧ሙで自らࢹザインᛮ⪃をいࠊ後のᩍ育計

画にᛂ用できると⪃えられる。 

後のᛂ用᪉法についての᳨ウを⾜った。ᩍဨ用࣓

 なሙ面で高ᰯᩍဨがまずࠎ様ࠊドカードについてはࢵࢯ

 

用することがᚲ要である。さらにのᩍဨと利用体㦂

をඹ有することでࢹࠊザインᛮ⪃の理ゎがより῝まりࠊ

自らツールᨵⰋにᣮ戦することにも⧅がると⪃えられる。

またࠊ生ᚐ用クエスࢳョンカードについてはࠊᩍဨがこ

のカードの目的及び利用᪉法を理ゎしたୖでᤵ業に取り

ධれることでࠊ生ᚐの活発な㆟ㄽᒎ開に⧅がると⪃えら

れる。 

本◊✲で開発したྍど化ツールをってࠊの高ᰯで

も同様のㄪᰝを⾜いࠊより一般的に活用されるツールを

目ᣦす。本◊✲でไసしたツールを用いることで♫㑏

ඖが㡰ㄪに進めると⪃えられるためࠊ長期どⅬで◊✲計

画を❧てている㸦⾲㸯㸧。 

ᮇ㛫 研究ィ⏬ 

R1 

⚟⩧㧗ᰯ䛾ከᵝ䛺䜻䝱䝸䜰䛾ඛ⏕䛸ඹ䛻㧗ᰯᩍ⫱䛾䛒䜚᪉䜢᳨

ウ䚸ඛ⾜研究ㄪᰝ䚸ᩍ⫱⌧ሙㄪᰝ䛻䜘䜛䝙䞊䝈ᢕᥱ  

デザインᛮ⪃䛾⌮ゎ䚸研究ィ⏬䜢❧䛶䜛䚹 

ඹ䛻デザインᛮ⪃䜢ά䛛䛧䛯䠍ᖺ⏕ᤵᴗ䜢⾜䛖䚹 

௬ㄝ䛻ᇶ䛵䛝ྍど䝒䞊䝹ไస 

R2 

ᤵᴗ䛷䝒䞊䝹䜢䛔䚸ほᐹ䚸イン䝍䝡䝳䞊䚸䜰ン䜿䞊䝖䛻䜘䜛᳨ド 

➨୕⪅䛻䜘䜛ㄪᰝ⤖ᯝ䛛䜙䝣䜱䞊䝗䝞䝑䜽 

௨ୖ䛾⤖ᯝ䜢⪃ᐹ䞉ศᯒ 

䝒䞊䝹ᨵⰋ 
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䛾㧗ᰯ䛷䝒䞊䝹䜢᳨ド 

ྍど䝒䞊䝹䛾බ㛤 

研究ᡂᯝ䛾බ⾲ 

図䠓 デザイン思考のプロセス䛻䛚䛡䜛ྍど䝒䞊䝹の㓄⨨図  (Cruz Chirstian のデザイン思考ᩍᮦ䜢ཧ考䛻筆者作成)
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ウ䚸ඛ⾜研究ㄪᰝ䚸ᩍ⫱⌧ሙㄪᰝ䛻䜘䜛䝙䞊䝈ᢕᥱ  
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ඹ䛻デザインᛮ⪃䜢ά䛛䛧䛯䠍ᖺ⏕ᤵᴗ䜢⾜䛖䚹 
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⾲ 1 研究ィ⏬⾲ (筆者作成) 
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6 . 後ࡢᒎ㛤 

本◊✲はࠊ高ᰯ生ྥけ SDGs ᩍ育におけるࠊᩍဨのᣦ導

スキルࠊᩍ材開発のㄢ㢟に╔目しࠊ高連ᦠ事業としてࠊ

ザインᛮ⪃を活かしたᩍ育のྍど化ツールを開発するࢹ

ことを目的とした。 

本◊✲で開発したྍど化ツールをᩚ理しࠊ図㸵にまと

めた。 

⾲㸯の◊✲計画にあるึ年度の◊✲目標を㐩成した。

後は◊✲計画にἢって新しいྍど化ツールを開発しࠊ

᳨ド及び➨୕⪅ホ౯を⾜う。 

本◊✲で開発したྍど化ツールの活用によりࠊ高ᰯᩍ

ဨは生ᚐたࡕのᛮ⪃を῝く理ゎすることができた。それ

により適ษなᣦ導ができࠊ生ᚐの変化や成長をᐇឤする

ことができた。これらはࠊ高ᰯᩍဨがᩍ育の㉁をྥୖす

るࣔ࣋ࢳーションにつながると⪃えられる。本◊✲に༠

力した高ᰯᩍဨはࠊこれまでඹに⾜ってきた◊✲活動を

㏻してࠊᩍ材をస成するពḧをྥୖさࠊࡏ自らᩍ材ไస

をጞめている。ල体的にはࠊSDGs ᩍ育ᤵ業のࢭࣟࣉスを

ศかりやすくまとめたスライドのไసࠊのᩍဨが SDGs

ᩍ育のᤵ業をᐇ施する㝿のᣦ導࣏イントが᫂グされたᩍ

⛉書のไసなどである。本◊✲の成ᯝをより多くの高ᰯ

ᩍဨが活用できるようྍࠊど化ツールを↓料公開するな

どࠊ◊✲成ᯝを♫へ㑏ඖしたい。 
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芸術工学研究
投稿要領／論文ひな形



『芸術工学研究』九州大学大学院芸術工学研究院紀要
投稿要領

ฏ成1�年10݄ 1 ੍ఆɺฏ成20年 7 ݄10Ұ部վ正ɺฏ成21年 � ݄29Ұ部վ正ɺ 
ฏ成23年 9 ݄20Ұ部վ正ɺฏ成2�年 1 ݄11Ұ部վ正ɺฏ成2�年12݄17Ұ部վ正ɺ 
ฏ成2�年10݄2�Ұ部վ正ɺฏ成29年 4 ݄ 1 Ұ部վ正ɺฏ成30年 4 ݄ 1 Ұ部վ正

1．	 投稿者
1-1．	投稿者（共著の場合少なくとも 1名）は、本研究院の教職員（学術研究員、教務・技術・事務職員を

含む）、訪問研究員 i、本学府学生、本学の客員教員、非常勤講師および紀要編集ワーキンググループ	
（以下「ワーキンググループ」という。）が依頼した者とする。ただし、本学府学生の場合、博士後期
課程の学生は投稿に際し指導教員の同意を必要とする。また、修士課程の学生は、教職員との連名の
場合のみ、投稿を許可される。

1-2．	原則として、一人の投稿者に許可される投稿数は、単名もしくは連名第一著者としての投稿数は１編
以内とする。ただし連名の場合であっても第１著者でない場合の投稿数は制限しない。

2.	 掲載記事および記事の区分
掲載記事は、英文あるいは和文で書かれた未発表のもの（口頭発表を除く）とし、性質により、以下のよう
に区分する。投稿原稿が以下のいずれであるかについては、投稿者の意思を確認の上、ワーキンググループ
が決定する。
2-1.	 研究論文
	 研究論文は、独創的な結果、考察あるいは結論等を含むもので、学術的・社会的発展に寄与するもの

とする。
2-2.	 作品（または、「作品解説」）
	 作品（演奏・上演等も含む）に関する紹介と解説とする。解説の中には、制作の背景と目的、独創性、

意義などに関する説明が求められる。
2-3.	 評論
	 評論等は、学説、著作および作品・演奏その他に関する論評および科学的技術的あるいは社会的文化

的事柄に関する論評とする。
2-4.	 研究報告
	 研究報告は、研究論文に準じる研究成果を含むが、論文と同等の完結を要求されない自由度を有する

形態のものとする。
2-5.	 資料
	 資料は、公開することが学術的・社会的に意味のある実験記録、調査記録、教育記録、その他研究・

教育資料とする。
2-6.	 その他
	 上記のひとつに明確に区分されない事項とする。

3.		 掲載記事 1編の長さ
	図表、英文アブストラクト、その他を含めて、原則として、刷り上り 20 ページ以内とする。超過ページお
よびカラーページの出版経費は、原則として、投稿者の負担とする。

4.	 原稿の書式等
作成にあたっては、別紙の「原稿作成・投稿要領」を参照し、所定の書式に従うこととする。
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5.	 投稿原稿の受付日および受理日について
5-1.	 ワーキンググループが投稿者から原稿を受け付けた日を当該原稿の受付日とする。
5-2.	 投稿原稿の採否は、査読の結果に基づいてワーキンググループが決定する。ワーキンググループは原

稿の訂正を求めることができる。またワーキンググループは、必要に応じて、投稿者に原稿内容の修
正を求めることができる。

5-3.	 査読は、査読規定によって行われ、その結果についてはワーキンググループが責任を持つ。
5-4.	 本誌に掲載された記事についての責任は著者が負う。
5-5.	 ワーキンググループにおいて論文の採択を決定した日を当該原稿の受理日とする。

6.	 紀要の掲載順序は以下の順とする
6-1.	 研究論文、作品、評論、研究報告、資料、その他の順で配列する。
6-2.	 英文記事から和文記事の順に配列する。
6-3.	 デザイン人間科学、コミュニケーションデザイン科学、環境・遺産デザイン、コンテンツ・クリエーティ

ブデザイン、デザインストラテジーの各部門順とする。
6-4.	 原稿受付け年月日の順に配列する。
6-5.	 ワーキンググループによる企画記事等は、ワーキンググループが掲載場所を決定する。

7.	 別刷り
投稿記事の別刷りは、1編につき 10 部までを無償とし、これを超えるものについては投稿者の負担とする。

8.	 原稿の取り下げ
原稿を取り下げたい場合は、著者全員が署名・捺印をした理由書を、速やかにワーキンググループ長に提出
する。ただし、採択後の取り下げは認めない。一度取り下げた論文の再投稿は、すべて新原稿としての投稿
となる。

9.	 著作権
9-1.	 2 条で挙げた研究論文等の著作権は、その投稿者が保持する。
9-2.	 研究論文等の投稿者は、芸術工学研究院に対して、あらゆる利用行為を許諾する。ただし、この許諾は、

投稿者の著作者人格権に影響を及ぼすものではない。
9-3.	 前項の許諾は、投稿が受理された時点で行なわれたものとし、不採択とされた場合は、その決定の時

点で撤回されたものとする。
9-4.	 研究論文等における既存の著作物の利用（引用・転載等）に関し権利者との間に生じた紛争については、

投稿者がその任に当たる。

10．	 九州大学学術情報リポジトリへの登録
紀要に掲載された研究論文等は、投稿者の承諾を経て、九州大学学術情報リポジトリに登録する。

―
ｉ　一訪問期間が少なくとも一年であり、本研究院での研究期間が半年以上経過している方
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「芸術工学研究」原稿作成・投稿要領

ฏ成21年11݄19੍ఆɺฏ成22年11݄30Ұ部վ正ɺ 
ฏ成29年 4 ݄ 1 Ұ部վ正

本文書式
・投稿原稿、著者版下はテンプレートファイルを使用して作成する。

図版
・画像、表などの線画等、全ての図版データを、著者が各自で版下原稿本文内にレイアウトする。

投稿時の提出形式・方法	
下記①②を管理棟 1Ｆの紀要編集ワーキンググループのメールボックス（下記住所へ郵送も可）に提出すると同時
に、①③の電子データを編集ワーキンググループのメールアドレス宛（kiyou-ed@design.kyushu-u.ac.jp）に送信
すること。	
	
①	投稿添付用紙	
②	A4	サイズ用紙に出力した版下原稿ハードコピー	3 部
・カラー印刷希望の場合にのみカラーで出力すること。
・1部にのみ著者の名前を入れ、他の	2 部には著者の名前を入れないこと。

③	版下原稿	PDFファイル
・著者の名前と所属が入ったファイルとそれらを抜いたファイル（2種類）	

問い合わせ	
九州大学大学院　芸術工学研究院　紀要編集ワーキンググループ
〒815-8540	福岡県福岡市南区塩原	4-9-1	
kiyou-ed@design.kyushu-u.ac.jp
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「芸術工学研究」論文ひな形
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